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      　────大陸を支配する女王の座を決する闘技会“〝クイーンズブレイド”〟。

　だが、新たなる勝者は去り、雷雲の将クローデットが玉座に就いた。

　クイーンズブレイドは中止され、永遠の女王となったクローデットの暴政に立ち向かった美闘士たちはことごとく敗れた。

　だがここに、女王に叛旗を翻し、自由のための戦いをやめぬ者たちがいる。

　その名は騎士姫アンネロッテ。そして、彼女と義姉妹の契りで結ばれた、熱き魂の美闘士たちであった。

　これは、彼女たちの戦いを描く叙事詩である。



    

  
    
      第一章：‥三姉妹、旗はた揚あげすること





　アンネロッテの尻しりは、丸い。

　ヒップというものは丸いものであろう、と考えるものもいようが、それは違ちがう。

　熟れたメロンのようにみずみずしく、乳ち房ぶさのように張りがあって、太陽のごとく輝かがやくヒップのラインというものを手に入れるには、たゆまぬ鍛たん錬れんと節制との両輪が必要だ。

　だから、騎き士し姫ひめの甲かつ冑ちゆうからのぞくお尻の丸み、股こ間かんのふくらみから連なるように伸のびる双そう丘きゆうの美しさを見れば、彼かの女じよがたぐいまれなる美び闘とう士しであるとわかる。

　過去まれに見る激戦となった先の、そして最後の“〝クイーンズブレイド”〟に参戦した美闘士たちですら、これほどのヒップを、そしてそこから伸びるすべらかなウェストのくびれを持つものはいないだろう。

　隠おん密みつ行動の最中でありながら、幼き軍師ユイットはこの義あ姉ねの神こう々ごうしいばかりの美しさに見ほれずにはおられなかった。闇やみの中に輝く満月のあの冴さえ冴ざえとした美しさを思わせる、それはみごとな後うし尻ろしりであった、というほかない。

「どうした？　ユイット。何か気になることでも？」

　縄なわばしごを上る手を止めて、ささやくように、睦むつ言ごとのように、しかしはっきり通る声でアンネロッテはユイットを見下ろしてそう聞いた。

　リトルエルフの生まれゆえに、年の割には幼く見えるユイットではあるが、叛はん乱らん軍ぐんの旗はた頭がしら、騎士姫アンネロッテに仕える天才軍師にして、その命を共にすると誓ちかい合った義ぎ姉し妹まいのひとりである。

　義姉妹、といっても腹はら違ちがいとかそのような関係ではない。信しん頼らいによって結びあわされた、契ちぎりの関係である。

　彼女の才知には、アンネロッテは大いなる信を置いていた。

「あ、い、いえ……気取られた様子はないな、って、そう思っただけだよ、お兄ちゃん」

　お兄ちゃん、と呼ぶには訳がある。かつてある事情から、アンネロッテは男として育てられ、そのように振ふる舞まっていた。ユイットとは、その頃ころからの縁えんなのである。

「そうか、私わたくしもそう思うよ」

　そう言って、またアンネロッテは一歩一歩確かな足取りで、それでいながら鴻こう毛もうのふれあうほどの音も立てることなく、縄ばしごを上っていく。

　白銀の甲冑に身を包つつみながらそのように静やかであるのは、ただアンネロッテの体術が巧たくみであるというだけのことではない。その身を覆おおう装そう甲こうが、一見すれば実用に耐たえるとは思えぬほどに軽装であるからだ。

　乳房、内臓の収まる腹身、籠こ手てと脚あし鎧よろい、そして腰こし。あたかも舞まい姫ひめのまとうドレスのように肌はだ身みをあらわにし、肢し体たいのゆるやかな曲線を目立たせるその甲冑。

　そんなものを身につけている者は、この大陸には一種類しかいない。



　美闘士。



　彼女たちは、そう呼ばれている。

　この大陸において、強さとはすなわち力である。

　それもただ強い、というだけでは意味がない。美しくなければならぬ。美しさは強さに付ふ随ずいするものであり、その強さが公明正大、天にも地にも恥はじることのない証あかしである。

　従って、真の勇者たる美闘士の中に、己おのれの美しさを隠かくし、己の肌身を恥じるようなものはいない。

　それは、たとえば刀とう剣けんと同じようなものである。

　王おう侯こう英えい雄ゆうの持つ剣が、ただ切れればよい、というものはいない。否いや、切れる剣とはすなわち美しい剣であることは衆目の一いつ致ちするところであろう。美しさは強さなのである。

　同時にそれはいわば車の両輪であり、このような、ともすれば下着のごとき格好をしていくさばに立つためには相応の実力が求められるのだから、美闘士の装いをして未いまだ生きながらえている、その事実そのものがすなわち強さの証なのである。

　そして、ユイットが義姉とも主君とも慕したい、その身も魂たましいも投なげ出だしてかまわぬ、と誓っている騎き士し、アンネロッテは美しかった。

　ふわりとした紫むらさきがかった銀の髪かみ、白銀の剣を思わせる、たおやかな、伸びやかな肢体。

　夜の闇の中ですら、その輝きはいささかも失われる気配を見せない。

（……夜の闇、かあ）

　この街を覆っている闇が濃こいのは、ただ、丑うし三みつ時どきだから、というだけではない。

　その背後にあるもの、立ち向かわねばならぬものの大きさを考えるだけで、ユイットの小さく薄うすい胸は締しめ付つけられそうになる。

「大だい丈じよ夫うぶか？　ユイット」

（ああ、なんて美しいの）

　一足先に城じよ壁うへきの上に立ち、ユイットに手を差さし伸のべる、その姿。

　その輝きは、銀の弓。

　夜闇の中でも、一目でわかるその美しいすがた。

　暴君の支配に対して立ち上がり、叛乱軍を束ねる長ちよ姉うし、騎士姫アンネロッテ。

（この人の光なら、この闇を切きり裂さいてくれる）

　見下ろした街には、明かり一つない。月光さえ届かぬ、真の闇。

　その闇と戦うために、彼女たちはやってきた。

　物語は、ここからはじまる。
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　大陸を統すべる“〝女王”〟を選び出す、四年に一度の闘とう技ぎ会かい、“〝クイーンズブレイド”〟。

　大会という形で名だたる美闘士たちが争あらそい、競きそい、そして最後のひとりとなった美闘士が四年の間、国を治める。

　そこには身分の差もなく、人とそれ以外の言葉ある種族の差もない。

　ただ、美しい、ということ。

　そしてその美しさがただ、金であがなわれた装そう飾しよ品くひんの美しさであるとか、化けし粧よう品ひんの価あたいであるとか、そうしたものとは無む縁えんのものであることを立証するための、強さ。

　もっとも強く、もっとも美しい支配者。

　それは歓かん呼このうちに闘とう技ぎじ場ように現れ、いつか闘技場において討うたれるまで、太陽のごとく輝き続ける。

　列強の貴族たちはもちろん、あまたの言葉ある種族、巨きよ万まんの富持つ豪ごう商しようたち。彼らですら選ばれた女王に逆らうことはできない。

　だが、突とつ如じよとして時代は変わった。

　前女王アルドラを討うち果はたした流る浪ろうの戦士レイナは、女王になることを拒こばみ、いずこかへと去った。

　勝者が女王にならぬ以上、次席の者が即そく位いするほかない。選ばれたのはレイナの妾しよ腹うふくの姉にして、他ほかならぬレイナに決勝で敗れた雷らい雲うんの将クローデットであった。

　異変は、そこで起きる。

　昇った太陽は、みずからが沈しずむことを拒んだのだ。

　新女王となったクローデットは、クイーンズブレイドの永えい劫ごうなる廃はい止しを宣言し、みずからが永代の女王として君臨する、そう宣言した。

　この驚きよ天うて動んど地うちの宣言は、しかし、クローデットが電光石火の行いでなした最初の政策、すなわち、彼女の一族すらも含ふくむ門もん閥ばつ貴族の大粛清、そして没ぼつ収しゆうした財産によって成し遂げられた社会機構の大改革という形によって、人々の歓呼をもたらした。

　それだけなら、歴史書にはただ、ある特異な王朝が革命によって倒たおれ、賢けん王おうが即位した、と書かれたことであろう。

　だが、女王はそのようには振る舞わなかった。

　吸い上げた富によって構築された中央集権型の官かんり僚よう組織は、これまでの領主と領民からなるある種牧歌的な経済を根底から覆くつがえし、法治主義による機械的な収税、すなわち国家による一方的な収しゆ奪うだつを可能にしたのである。

　小規模な農民たちは猫ねこの目のように変わる相場についていけず、土地を担保に無理な借金を重ねることであっというまに小作農に転じて大土地所有者に隷れい属ぞくするものとなるか、さもなければ都市に出て不安定な日ひ雇やとい労働に身を落とすことになった。

　それによって集められた富はさらなる富を生み、貧しいものたちから、一枚の下着、一本の髪飾りに至るまで吸すい尽つくしていく。

　太れるものはより太り、飢うえるものはさらに！

　反対者は女王その人と、彼女に仕える無敵の女王軍によってことごとく討うち滅ほろぼされ、その一族郎ろう党とうに至るまであらゆる権利と財産とを奪うばわれた。

　法は弱者ではなく強者を守るための剣と盾たてであり、秩ちつ序じよとはすなわち、無む慈じ悲ひな収奪者たちが行う狩かりの美名であった。

　ある者は絶望し、ある者は刹せつ那な主義に走り、またある者はただ、秩序の鎖くさりにつながれてみずから番犬となることで己の安息を得た。

　だが、そうしない者もいた。

　たとえみずからは、その体制の中で生きる強さを持っていたとしても、社会の中で生きられぬ弱さを持つ者たちを、高みから哀あわれむのではなく、同じ目線でともに戦い、ともに苦しみ、ともに明日を目指そうとする高貴な魂があった。

　生まれながらの反逆者リベリオン、闇の中より立ち上がる白銀の剣。

　これは、そのような者たちの、そのような物語である。
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　城じよう塞さい都市ユネスガルドは、辺境の一いつ般ぱん的てきな街である。人口は五千人ばかり、主要産業は陸運と鍛か冶じ。女王の都からは街かい道どうを急いで一週間はかかろう、というそんな街だ。

　高い石造りの壁かべの中には人々の暮らす雑然とした街区があって、中央には領主の暮らす本丸がある。

「ソニア、あれが見えるか？」

　城壁の上からユネスガルドの市街を見下ろすアンネロッテは、かたちのよい眉まゆをひそめて、すぐ脇わきにいる義いも妹うとを肘ひじでつついた。

「見えているわよ」

　たぐいまれなる狙そ撃げき手しゆ、大陸一の眼がん力りきと、弦つるもなく矢もない不思議の弓を持つソニアの瞳ひとみは、たとえ星すらない闇の中でも、的を見落とすことはない。ましてこのように月の輝く晩ならば、森の妖よう精せいさながらに、一街区先の歩ほし哨ようの乳房のふくらみとて見落とすことはない。

　妖よう艶えんな美女である。色と酒をこよなく愛する自由気ままな女性であるソニアが、理想主義者のアンネロッテに滅めつ法ぽう惚ほれ込こんで彼女の義姉妹となり、叛乱軍の一いち翼よくを担になうに至るには長い物語があるが、それはいずれ語ることとなろう。

「なあに、アンネロッテお兄ちゃん、ソニア義ね姉えちゃん？」

「いつもの反逆者狩りよ、ユイット」

　ソニアは軽く肩かたをすくめて、豊かな胸乳をたゆん、と揺ゆらして見せた。

　視界の端はしでは、たいまつを手にした兵士たちが、一いつ軒けんの宿屋に押おし入いっていくのが見える。たいまつの揺らめきは、まるで吟ぎん遊ゆう詩人たちが語る、地じ獄ごくの悪あつ鬼きの瞳のようだ。

「────反逆者!?　では、この街にも、解放軍の同志たちが？」

「そうじゃないわ」

　美しい狙撃手は、己の主、義姉と定めた少女の潔癖さをすこしまぶしげに、しかし明確に否定してみせた。

「姉ねえさんも見たでしょう？　街の外に広がる、あの墓標の列を」

「────ああ」

　ギリ、とアンネロッテは白銀の籠手が砕くだけんばかりに拳を握にぎり、歯がみをした。

「城壁の端から端まで連なる墓標の列────。あのように冷たい地の底に埋められた人々の嘆なげきを、どうして忘れることができよう」

「ええ。肝きもの据すわった勇敢な男も女も、刃やいばを握る勇気のあるものたちは皆────いいえ、たとえ刃を握る力はない者でも、からざおなり石くれなりを握って戦って、ああして土の下に埋まっている」

「でも、それなら」

　ソニアの言外の意を察して、幼い軍師、後に大陸に名をとどろかせることとなる知ち恵え者しやユイットは、おそろしさに身を震ふるわせた。

「どういうこと？　ユイット」

「この街にはもう解放軍などいない────彼かれらはそれがわかっているのに、民家に押し入っている。そういうことになるよ。合理的じゃないわ」

「まさか！」

　声を荒あらげ、立ち上がらんばかりのアンネロッテの肩を、ソニアが押さえ込んだ。そうして、暴走する義姉を押さえ込む時にいつもそうするように、優やさしく耳たぶを甘あま噛がみする。

「ひゃんっ……んっ……ソニア、こんな時に……！　そんな無法、見み逃のがしておけるはずが……」

「こんな時、だからよ。落ち着いて」

　レイピアのごとくに細い肩から、熟れた果実のようになめらかな乳房を、脇に抱だきかかえるようにして、体重をかけることでソニアはアンネロッテを城壁に押しつける。暴れるふとももをソニアのそれが押さえ込み、尾びてい骨こつのあたりを腰先で止める仕草がたくみだった。

「私たちは、あのような連中をこの街からたたき出すために立ち上がった。違う？」

「……ああ」

「この蜂ほう起きが成功すれば、こんなことはもうなくなる。だから、本隊には城壁の周りで待機してもらって、私たちが斥せつ候こうをやってるんでしょう？」

　城外に伏ふせてあるアンネロッテたちの同志はざっと五百。だが、正面からの力攻めでは、どれほどの損害が出るかわからない。

「………………」

「だから、ここはこらえて、お兄ちゃん」

　ユイットの小さな手が、籠手ごしにアンネロッテの手のひらを押さえる。

（熱い）

　炎ほのおのように、その手が熱い。

　理り不ふ尽じんへの怒いかりに煮にえたぎる、そんな手だ。

　それでも、ユイットは幼いながらに軍師だ。軍師は、将軍のそばにあって、もっとも冷静な意見を述べねばならない。

「私たちが、この城塞都市を陥かん落らくさせること。それが長い目で見れば、みんなの幸せにつながるんだよ、お兄ちゃん。だから」

「長い目で、見れば────それはわかるつもりだ」

　だが、アンネロッテが見み据すえているのは、もっと近くだ。

　騎き士し姫ひめの視界の中で、黒い甲冑をまとった王国兵たちが、乱暴な手つきで宿屋から若い娘むすめを引き出している。

　制止した老人が殴なぐられて、路上にねじ曲がった姿で倒れる。

　逃にげようとした娘の粗そ末まつな上着が引ひき裂さかれ、たわわな胸と、桜色のとがった乳ち首くびとがあらわになる。

「それでも私は、許せない」

「うわっ！」

　ぐるり、と身を回転させ、アンネロッテはソニアを逆に組くみ敷しき、息がかかるほどの距きよ離りで彼女を見据えた。

「……確かに、小さな悪を見逃せば、私たちの勝利はもっとたやすくなるかもしれない。けれどそれは盗ぬす人びとの勝利。気高さも、誇ほこりもない」

「ここまで積み上げてきた仕込みを無む駄だにする危険を冒おかしてでも、かい？」

「そのために、お前たちが私を支えてくれているのだろう？」

　月の光を受けて、アンネロッテがにっこりと笑った。

　ソニアが、そしてユイットがどうしようもなく、心の底から惚ほれ込こんでしまった、打算も計算もないその笑え顔がお。

　その笑顔をされてしまったら、もうどうしようもない。

　お願いを聞いてあげるしか、ふたりには選せん択たく肢しが残されていないのだ。

「わかったわ。でもアンネロッテ姉さん。忘れないで。私はここからサポートするだけ。危なくなるようなら、すぐに逃げさせてもらうわよ。私は姉さんのように、命を捨てても女王を、とまでは考えていないもの」

「わかっている。お前たち大切な義妹を、決して失うわけにはいかないから」

　ウィンクして、アンネロッテはユイットの頭を優しくなでた。

「だから頼たのむ、ユイット。ソニアの射しや撃げきをここからサポートしてくれ」

「うん、お兄ちゃん！」

「行くぞ！　まずは領民を救出する！」
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　ユイットの推測は、正しい。

　兵たちがこの小さな宿屋を臨検したのは、ここに抵てい抗こう運動の活動家がいる、などと考えてのことではない。

　領主であるベルナルド卿きようが遠乗りの際に宿の娘に目をつけた、ただそれだけのことだ。

　無法、である。

　だがこの無法も、今の大陸では正義であった。

　女王への反逆はすなわちその身に帯びる権利一いつ切さいの剥はく奪だつを意味し、何が反逆で何が反逆でないか、それを定めるのは権力者の胸三寸にかかっていたからである。

　今や、弱いこと、それそのものが罪であり、弱者はただ生きているというだけで、強者の理不尽な罰ばつにおびえねばならなかった。

「いやあああっっ、誰だれか、誰か助けてください！」

　声を限りに叫さけぶ娘の声に、街路にたたずむ街の人々は、窓と戸を固かたく閉めて関かかわろうとはしない。

　彼らは悪人ではない。ただ、弱いだけなのだ。

　もはや、持たざる者にとっては、法を守ってまじめに生きていくというその人間なら誰しも持ち得るはずの選択肢すら困難であり、気まぐれな為い政せい者しやが己を断罪せぬようにと、神々に祈いのりを捧ささげることしかできなかった。

　そしてこの大陸において神とはこれすなわち女王のことであると言っても過言ではなく、それが意味するところは、残ざん酷こくだった。

「ああ……」

　救いなど来ないのだ、と悟さとったのか、娘の手から力が抜ぬける。あらわになった胸乳を押さえるその力さえ、もはやない。

　あきらめとも、祈りともつかぬ吐と息いきが、彼かの女じよの赤い唇くちびるから漏もれた、その刹那。

「希望を捨てるんじゃない！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、白銀の剣光が、街路を覆う闇やみを切り裂いた。

　鎧よろいの継つぎ目めを切り裂かれ、兵士の巨きよ躯くが、どう、と煉れん瓦がの舗ほ道どうに突つき刺ささる。

「あなた、は……」

　それは、神話の中から現れたような姿だった。

　ラベンダー色の髪を夜風になびかせ、白銀の剣を手にした乙おと女め。

　その甲かつ冑ちゆうは神こう々ごうしいまでに輝かがやき、その肌身の白さ、その腰のなめらかさ、ふともものやわらかさ、唇の赤さ、いずれをとっても人の身には許されぬほど美しい。

　いかなる薔ば薇らよりもなおあでやかに、いかなる詩文よりも雄ゆう弁べんに正義を語るべく、その人はただ、そこに立っていた。

「気高さを」

「……え？」

「どんな時でも心の気高さを失わないことだ。そうすれば、光は、きっとあなたのそばにある」

　ほほえんで、乙女はまとったマントをふぁさ、と娘の上半身にかけた。

　にっこりと笑う騎き士し姫ひめの背に、別の兵士が大おお斧おのを振ふり上あげて襲おそいかかる。一いち撃げきで甲冑ごと騎き馬ば武者の頭ず蓋がいを粉ふん砕さいする、ドワーフごしらえの斧頭だ。

　だが、それは騎士姫に触ふれることなく、たっぷり五歩は離はなれた敷しき石いしを粉砕するにとどまった。

　兵士の甲冑、心臓の真上に空いた穴から吹ふき出だす血が、致ちめ命いし傷ようになったのだ。

　しかし矢はいずこにも見えず、矢羽根が風を切る音もない。ただ、少し遅おくれて遠えん雷らいのように、たぁぁぁ───ん、というなんとも不可思議な音が、聞こえただけだ。

　これこそ、狙撃手ソニアが操あやつる、錬金技術の生み出した超ちよ兵うへ器いき、「銃じゆう」の威いり力よくであった。着ちや弾くだんに遅れて音が聞こえるのは、放たれた弾だん丸がんが音よりも速いからだが、そのような理り屈くつがわかるのは、この大陸では未だごく一部の錬れん金きん術じゆ師つしに限られている。

　そして、その見えざる矢を操る女じよ侠きよう、ソニアが命を賭として守る者といえば、これは大陸にひとりしかおらぬ。

「聞け、悪あしき者ども、気高さを失って、心なき力に隷属する者たちよ！」

　その声は、ただ兵士たちに聞かせる声ではなかった。

　夜風が朗々たる美声を乗せて、街中に響ひびかせる、それは正義の名乗りだった。

「私わたくしの名は、騎士姫アンネロッテ！　迷めい妄もうの支配に反逆し、いつわりの秩序を打うち砕くだく白銀の剣けん！　クイーンズブレイドの精神を汚けがした悪に鉄てつ槌ついを下す私の名を聞き、震しん撼かんせぬ者は誰か！　出いでて、我が剣に打ち倒されるがよい！」

　朝を告げる鳥の声にはあまりに早かったが、その声にひとかけらのやましさもないことは明白だった。

　そして何より、その声は、暴政にあえぐこのユネスガルドの民にとって、忘れかけていた希望を告げる声だった。

　勇者を言こと祝ほぐ雷らい鳴めいのように、第二射が放たれ、さらにひとりの兵士が倒たおれ伏ふす。

　それが、始まりだった。

　呪じゆ縛ばくされたかのようにアンネロッテの名乗りを聞いていた甲冑の兵たちが、隊長の叱しつ咤たを受けて、街路を埋めつくすばかりの勢いで殺さつ到とうする。

　────だが。

　彼らはただの兵であり、アンネロッテは美び闘とう士しである。

　それはいわば、狼おおかみが龍りゆうに挑いどむに等しい行こう為いだ。

　短いスカートを華か麗れいにひるがえし、形のよい尻しりを後ろに突つき出だすようにしながら、アンネロッテは前まえ屈かがみで相手の攻こう撃げきを誘さそう動作をする。

　その動きをただの隙すきと見た愚おろかな兵士の振ふり下おろした槌矛メイスを、するり、とまるで水のように盾で受け流すと、そのまま懐ふところに入ったアンネロッテは、右手に構えた剣を一いつ閃せん、敵手の内懐から振り抜いて、みずからのみごとな乳ち房ぶさを大きく揺らしながら宙返り、そののど笛を切り裂いた。

　続くひとりの兵士を、着地した低い姿勢のままで剣を繰くり出して膝ひざ頭がしらを切り割り、背後から迫せまる三人目を目視するでなく、ながれるように脇から刃は先さきを突き出して、相手の突とつ撃げきする威力をそのまま腹へとたたき込む。

「取り囲んで、押しつぶせ！」

　兵士の列に隠かくれて指示を出す隊長の姿を認めると、アンネロッテは不敵に笑って一礼をした。

　そして、四人目と五人目の兵士が突撃してくるのを見届けて納刀、両手を跳とび箱ばこの要領で兵士たちの頭に乗せて大だい開かい脚きやく、飛とび越こしざまにくるり、と回転した反動で軌き道どうを変え、屋根に上る。

「矢を！　叛はん徒との首しゆ魁かい、アンネロッテならば大手柄だぞ！」

　だが、隊長が控ひかえさせた弓兵たちは、矢をつがえたその姿勢のままで、さっきとはまったく別の方向から撃うち込まれる狙そ撃げきによって、声もなく倒されていく。

　見知らぬはずの迷めい路ろの下町を鳥のように飛ぶアンネロッテは、まるで道を知り抜いているように、右へ左へと追っ手を翻ほん弄ろうし、時に反はん撃げきし、時にその目をくらませてみせる。

　いずれも────。

　不世出の軍師ユイットが、街を見下ろしただけで構築し、ふたりに授さずけた完かん璧ぺきな位置取りであった。

「これで終わりだ！」

　その声とともに、眼前に舞まい降おりたアンネロッテの姿に、隊長は思わず、眼前に青い薔薇が咲さく光景を幻視した。

　この世にありうべからざる青い薔薇。

　それは、希望が形をとった姿。

　それを敵にして、人は戦うことができない。

「あ、ああ……」

　それでも隊長が槍やりを手放そうとしなかったのは、彼にも家族があるからだ。

　老いた母と、生まれたばかりの息子むすこ、そしておなかに新しい家族を抱かかえた若く愛らしい幼妻。自分がもし、武器を手放して恥ちじ辱よくの死を遂とげれば、家族はどうなるか。

「うああああっっ！」

　かなわぬとわかりながら、隊長は槍を繰り出した。

「あなたも────」

　アンネロッテの剣が、その槍を少なく見積もっても二十五の破は片へんに寸断した。

「この時代の、被ひ害がい者しやなのですね」

　一足で間合いの内に飛び込んだアンネロッテの剣の柄つかが、隊長の腹に滑すべり込んだ。

「殺したりはしません」

　どう、と気絶した隊長を見下ろすと、アンネロッテはしっか、と街の中央にそびえる天守をにらみつけた。

「私が討うつべきは、悪しき者のみ！　さあ、かかって来るがよい！　そして伝えるのです！お前たちの敵、騎士姫アンネロッテはここにいる、と！」
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「……本当に大だい丈じよ夫うぶ？　ユイット。街中火のついたような騒さわぎよ。田舎いなかのスズメバチの巣にパチンコ撃ち込んだ時だって、これほどではなかったわ」

　当座の隠れ場ば所しよと定めた見張り塔とうの矢や狭はざ間まごしに街を見下ろしながら、ソニアはそうつぶやいた。

　アンネロッテの突とつ入にゆ劇うげきは、眠ねむっていた街を文字通りたたき起こした。そこかしこにある兵の詰つめ所しよから、たいまつの光がただ一点、アンネロッテのところを目指して集まっていくのが見える。

「大丈夫だよぉ」

　ユイットは小さな唇をとがらせてむくれて見せた。

「母様の教えなの。陽動はもっとも大きな駒こまを、もっとも効果的な形でみせびらかして行うべし。当初の予定とは違ちがうけど、ここまでは私の予測どおり」

「それにしてもな」

　狙撃手は銃じゆ身うしんに詰まった煤すすを払はらいながら、まだ半信半疑の顔をしていた。

「城外に伏せてる味方に、突入の指示を出したほうがいいんじゃない？　今なら城門を力ちか攻らぜめで打ち破ることだって……」

「それはなんども話したじゃない。力押しだと、こちらの兵にはもちろん、敵の兵にも、街の人たちにも大きな損害が出るよ。それは、お兄ちゃんがいやがるから」

「わかった。できるだけ誰も殺さず、こっちも死なずに勝つ。そういうことよね」

「うん。大丈夫、もう策は仕込んであるから」

「しょうがないわねえ……」

　整備を終えた銃をかつぐと、ソニアは妖艶に、そして不敵に笑った。

「まあ、あの姉さんに惚れちゃったんだもの。やるところまではやって、危なくなったら逃げるとするわ」
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「……ふうん……なんていうか、進歩がないわねえ、あのイノシシ娘……」

　市の大通りを、まるで草くさ刈かりでもするように押おし寄よせる魔ま導どう兵へいを切きり裂さき、道なきところに道を造り、文字通り驀ばく進しんするアンネロッテを、その女は嗜しぎ虐やく的てきなまなざしで見つめた。

　美女である。

　十人いれば十人、彼女を美女と認めるであろう。

　そして、男はもちろん、女でさえもただならぬ雰ふん囲い気きにせねばおかれぬ、露ろし出ゆつ度どの高いその格好は、その動きやすさ、また防ぼう御ぎよ性能の高さから、一目で美闘士と知れた。

　彼女の名は、牙を統べる者エリナ。

　いずれ読者諸しよ賢けんには詳くわしく紹しよ介うかいすることになろうが、今は、彼女がアンネロッテと因いん縁ねんあさからぬ仲である、と覚えてもらえればよい。

　その金色の髪かみは月光に照てり映はえて妖あやしく輝き、その瞳は騎士姫の躍やく動どうする肢し体たいを見るたびに陵りよう辱じよくへの期待に濡ぬれ、その手より伸のびた爪つめもまた、英えい雄ゆうの血をすすり、その喉のどをうるおさんという欲望に、小刻みに震えている。

　そう、美闘士と戦えるものは美闘士しかいない。

　平和という名の退たい屈くつを埋めてくれる相手を求め、エリナは火ほ照てった体を、夜の闇に溶とけ込こませた。
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「ぬわんだとぅ!?　正門が破られたぁ!?」

　太った体に腰こし布ぬの一丁、という見るに堪たえない姿の領主、オットー・フォン・ベルナルド卿は、叛はん乱らんが起きたことにではなく、お気に入りの妾めかけふたりとの情事を中断させられた、そのことに怒おこっていた。

　成り上がり者である。

　前女王の時代ならばとうてい領主の位につくことなどかなわなかった貧家の出で、爵しや位くいも没ぼつ落らく貴族の娘に無む理り矢や理り婿むこ入いりして手に入れたものだ。そんな男でも領主になれたのは、ひとえに彼が献けん金きんの才と、そして収税の才に長たけていたためである。

　能力主義といえば聞こえはよいが、倫りん理りも道徳もお構いなしの新女王の政策が生み出した必然ともいうべき男であった。

　民たみを安んじる気持ちは、欠片かけらもない。

「で、敵は？　高原のエルフ族か、それとも山さん賊ぞくどもか？　よもや、解放軍とやら言う、流民の群れではあるまいな」

　もっと、とせがむ浅黒い肌はだの妾の、よく張った乳房を名残なごり惜おしそうになでながら、領主の威い厳げんを保つそぶりを見せつつ、しかしながら実のところエサを取り上げられた豚ぶたが怒っているようにしか見えぬその仕草で、ベルナルドは不ふ愉ゆ快かいな報告を持ってきた執しつ事じをにらみつけた。

「い、いいえ……」

「ではなんだ!?　貴様らには、今夜も叛乱兵狩がりを命じてあったはずだぞ」

　彼の言う叛乱兵狩り、なるものが、単に好色を以もつてなる彼の寝しん所じよを潤うるおすためのものだったとしても、配備された魔導兵たちは本物であるはずだった。

　女王クローデットが開発した魔導兵、あの物言わぬ甲冑兵たちは、単たん騎きで通常の兵十人にも匹ひつ敵てきする。詳しい原理は伝えられていなかったが、魔導石なるクリスタルによって動く、魔ま法ほうの戦士だという。

　細かい命令には人間の指揮官が必要だが、それでも十分以上の戦力であることは違いがなかった。

（何より、女を寝ね取とられぬのがよい）

　ベルナルドにとっては、そこも好都合であった。

「そ、それが……敵はかの叛乱軍の首魁、騎士姫アンネロッテ、ただひとりにございます！」

「び、美闘士か！」

　脂あぶらぎった彼の頬ほおを、情事の興奮とは違う、冷たい汗あせがよぎった。

　美闘士ひとりは、下手をすると文字通り一いつ騎き当とう千せん、一国の軍勢にも匹敵する力を持っているという。

（そのような者が、よりによってこの儂わしの治める城に！）

　だが、考えている時間はなかった。

　女王クローデットは、成果をあげればこそ、彼かれの“〝役得”〟を見み逃のがしてもくれている。だが、成果をあげられぬ無能者に待っているのはよくて追放、悪くすればあの恐おそるべき地下実験施し設せつ送りだ。女王の都の地下にある実験施設に送られて、生きて出てきた者は、ただのひとりもいないという。

　そう考えれば、小心者なりに、彼の決断は早かった。

「よし！　小こむ娘すめを中庭に引き入れろ！」

「よ、よろしいのですか!?　中庭といえば、本丸の中ちゆ枢うすうにございますぞ！」

「なあに、所しよ詮せんは小娘ひとりよ。疲つかれ切きったところを誘い入れれば油断が生まれよう。そこを、魔導兵と儂が取り囲んで召めし捕とれば、残った叛乱軍がいようとも問題にはなるまいて」

　ぐふふふ、と喉を鳴らして、ベルナルドは笑った。

　彼の頭の中はすでに、アンネロッテを捕らえた国家第一の英雄たる自分に、クローデット女王がどのような褒ほう美びをくれるか、という身勝手な想像で一いつ杯ぱいになっていた。

「棘鎖分銅スパイクド・チエインを持てい！　儂みずから、出しゆ陣つじんする！」
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　中庭で相対したアンネロッテは、肩かたで息こそしていたが、美しかった。

（ほほう、これはこれは……）

　むろん、ベルナルドとて美闘士を間近に見たことがないわけではない。

　だが、それはあくまで闘とう技ぎじ場ようの観客席を挟はさんでのこと。

　相対し、その汗のにおいを、息づかいを感じるのとはわけが違う。

（それにしても……、これは……）

　凛りんとした意志の強いまなざしと、形のよいあごはいかにも育ちのよさを感じさせる。激しい戦いにも乱れる気配のない髪は、まるで天上の雲のごとくにかぐわしい。

　汗にかがやく二にの腕うでや脇わきはもちろんのこと、申し訳程度の腰の装そう甲こうからのぞく下着が、戦の激しさで股こ間かんの微びみ妙ようなふくらみに食い込んでいるありさまなどは、まさに……。

（たまらぬ……）

　のであった。

　すらりと伸びた健康的な脚あしは筋肉がつきすぎているわけでなく、それでいて乙女らしいたおやかさを保ち、形のよい丸い尻から伸びる背中の曲線へとつながっている。

　そして、甲冑に覆おおわれながらもその存在感をいささかも失わぬ、天空に浮うかぶ満月のごとき乳房は言うまでもない。

　ごくり、とベルナルドは生なま唾つばを飲み込んだ。

「よいか、魔導兵ども。この女は陛下に弓引く逆ぎや賊くぞくぞ。殺すでない。殺しては、背後にいる者どもを芋いもづる式しきに捕らえるというわけにはいかぬ。生かして捕らえ、儂わしみずからが尋じん問もんしてくれるでな」

　尋問、がいかなる行為かはあえて口にせず、ベルナルドは丸太のような腕をふるって、棘とげ付つきの鎖くさりをぶうん、ぶうん、と頭の上で振ふり回まわし始めた。

　長さはざっと人の背せ丈たけの三倍ほどはあるだろうか。先せん端たんには無数の棘が埋うめ込こまれた分銅がついており、一度触れれば衝しよ撃うげきと苦痛で動きがとれなくなり、あっという間に鎖で搦からめ捕とられる、一種の捕ほ縛ばく武器である。

　その間合いの長さもさることながら、なんと言ってもその鎖が女の衣服や鎧を尊厳ごと引ひき裂き、あられもない姿になって彼に許しを請こう光景がたまらぬことから、ベルナルドはこの武器を愛用していた。

　ベルナルドだけではない。

　アンネロッテを取り囲む魔導兵は三人。

　いずれもがスパイクド・チェインを手にし、隙なく四方を固めている。たとえ空を飛ぼうと、それよりさきに鎖がそれを打ち落とすだろう。むろん、中庭の四方ぐるりは兵に取り囲まれており、いかなる狙そ撃げき手しゆであっても、街で一番の高台にあって三重の壁かべに囲まれたこの中庭を狙撃することはできない。

（後は……乳房から味わうか、それとも足指から責めてやるか、ふふ、儂が考えることはそれだけよ）

　勝利を確信し、つま先までピンク色の夢にひたりながら、ベルナルドは鎖を振り上げた。

「くらえい！　騎士姫とやら！」

　だが、その先の光景は、彼がついぞ想像もしないものだった。

「はっ！」

　気合一閃、銀光が走る。

　アンネロッテの剣はただ一閃で、四方から繰り出された鎖のことごとくを打ち落とし、切り払っていたのだ。

　いや、そればかりではない。

　切り裂かれたスパイクド・チェインの破片は、あやまたず飛び、三方の魔導兵の急所を直ちよ撃くげきし、その機能を停止させていたのである。

「ば、バカな……これが、美闘士の、力、なのか……」

　いつのまにか、ベルナルドは数歩後退していた。想像を絶する、それは力の差であった。

　だがそれでも、間合いはこちらのものである。腰に下げた両手持ちの曲刀を引き抜き、力と間合いで圧あつ倒とうする。

　そのはずであった。

　けれど、ベルナルドののど元に突きつけられていたのは剣ではなく、長大な槍であった。一いつ瞬しゆんにして、魔法の力が剣を槍に変えたのだ。

　アンネロッテのみが振るうことを許された魔ま法ほう剣けん、“〝槍そう剣けん”〟グリム・ヴィナスがこれであった。

「力の差を、わかってもらえたか、ベルナルド卿きよう。では兵を引いてくれ。そして、もう二度と……」

　そこまで聞いたところで、彼の意識は永遠に途と切ぎれた。
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「なっ……!?」

　眼前で起きたことを、アンネロッテは一瞬、信じることができなかった。

　自分が打うち倒たおしたベルナルド卿が、頭から尻まで、一瞬で両断されたのである。

　噴ふん水すいのごとくにあがる血しぶきが、それが人にん間げん業わざでないことを表していた。

「……何者だ！　殺すことは、なかったはずだッ！」

「甘あまいよねえ……アンネロッテ」

　ぺろり、と爪についた血を嘗なめて、その女は闇から現れた。

　白びや虎つこの装いをくれないに染め、嗜虐の快楽で火照った皮ひ膚ふを隠そうともしない、そんな女だ。

「エリナ・ヴァンス……ッ！」

「こんな豚でも、死ぬのが嫌いや？　こいつがあんたをどんな目に遭あわせるつもりだったか知っても、そうできるのかしらね？」

　エリナは、ベルナルドを殺した興奮ではなく、気高い騎士姫を言葉で汚す喜びに充みち満みちて、男の無残な遺体をハイヒールで踏ふみつけた。

「……命は、誰だれのものでも同じ重さだ。どんな人間であれ、やり直すことはできる」

「ふふ、きれい事を言うじゃない。でも、違うんだよ。クローデット姉様の元では、ね！」

「!!」

　一いつ切さいの予備動作なく、猫ねこ科かの猛もう獣じゆうがそうするように、エリナは強きよ烈うれつな斬撃を繰り出した。予期せぬその一撃を浴びて、アンネロッテの左胸を覆う装甲の一部が切り裂かれ、薄うす桃もも色いろをした形のよい乳ち首くびがあらわになる。

（今の、一撃……！）

　当てるつもりなら、間ま違ちがいなく心臓をえぐれていた。

　そうしなかったのは、やはり猫がそうするように、捕らえた動物をなぶりたい、というエリナの欲がさせることだ。

（ともかく、間合いを！）

「逃にがさないわよ！」

　バックステップしたアンネロッテの腰を、エリナの右手に携たずさえた手て槍やりが狙ねらう。

「こんなもの！」

　アンネロッテの右手首が翻ひるがえり、長ちよ剣うけんが穂ほ先さきを捕らえた。

　むろん、美闘士によって繰り出された槍を、たやすく切り裂くことはできない。だが、鋭えい鋒ほうをそらすことはできる。そらしたエリナの右手を流して、体勢の崩くずれたところに必殺の斬撃を入れる。それがアンネロッテのもくろみだった。

「甘い、あまぁい！　これだからお子様は単純なのよねっ！」

「これは!?」

　穂先が、はじけた。

　仕込まれた捕縛用の網あみが、アンネロッテの右半身の動きを止める。中でも、突とつ然ぜん槍やりの重さごと網をかぶせられた剣のバランスの崩れは深刻だった。

「しまっ……」

　もちろん、そのようなことで美闘士たる彼かの女じよが倒れはしない。だが、たった半歩。たった半歩、足回りが乱れてたたらを踏んだのが致ち命めい的てきであった。

「うふふ……つーかまえたっ」

　影かげのように、あるいは密林の虎とらのように、音もなくエリナがアンネロッテの後ろに回り込んだ。槍を手放した右手で乳房を抱だきすくめ、左手のかぎ爪づめで腰を押おさえ込こむ。

「どぅお……一度ならず二度までもさ、あたしみたいな女の子に、いいようにされちゃって……それで、お姉様に刃やいばを向けるって、ちょっと無理じゃなぁい？」

「きさ、ま……」

　動かない、いや、動けない。それはただ、エリナが必殺の体勢にある、というだけのことではない。

「ふふ……レイナお姉ちゃんほどじゃないけど、いい体してるわよね、あんたって。美闘士より、もっと向いてるお仕事があるんじゃないの？」

　ぷち、と音がして、アンネロッテの腰を覆うスカートが、かぎ爪で両断された。その鋼鉄の指がためらわず、ショーツの内側へと侵入する。

「ふあ……っ……！　な、なにを……！」



    

  
    
      「動かない方がいいわよ？　手元が狂くるったら、大変なことになっちゃうんだから……」

「ひっ……やっ……冷……っ……!?」

　未体験の感覚が、股間から脊せき髄ずいを駆かけ抜ぬけるのに、思わずアンネロッテは甘い声を出すのを止めることができなかった。戦場であり、相手は憎にくむべき敵であるというのに。

「冷たい？　そんなことないでしょ？　ほら……だんだんおなかの奥おくから熱くなってくるんじゃなあい？」

「そんなこと……ッ……ふぁぁっっ……なに、これっ……」

「すぐわかるわよ。そうしたら、もっと、って鳴くようになるわ。あたしね、あんたみたいな正義面したお嬢じよ様うさまが、犬みたいになるの、だぁいすき……」

「くっ……、な、なに……これっ……熱いのが……ビクビクって……ひゃんっ……上って……くるっ……」

　これが、エリナの真の力、“〝呪言”〟であった。

　言葉は、ただ情報を伝える道具ではない。それは、神々が世界を創造した道具である。人は、言葉によって世界を規定し、言葉によって己おのれを定める。言葉に縛しばられて生きている、と言ってもよいだろう。

　それを操あやつることこそ呪言の本質であり、王室の光と闇やみを恣ほしいままにしてきた名門ヴァンス家に伝えられた秘術中の秘術であった。

「ふ……あ……っ……やっ……だ、だめ……父上……」

「何がダメなの？　ちゃんと口に出してぇ……？」

　エリナの紅あかい唇くちびるが、紅潮したアンネロッテの白い首を蛭ひるのように這はい回る。

「体が……熱くてっ……何も、考えられなく……っ……」

「どこが熱いの？　おむね？　おしり？　それとも、ここぉ……？」

「ひゃううんっっ……そ、そこ、だめぇっ……」

「ほらあ、どこなのかちゃんと言わないと、わかんないよぉ……？」

　かつて経験したことがない感覚の津つ波なみが、アンネロッテの理性をさらっていく。

　呪言が鼓こ膜まくからしみこむほどに、彼女の理性が堕おちていく。

　悦えつ楽らくに砕くだけそうになる腰を、最後に残った誇ほこりだけが、支えていた。
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「アンネロッテ姉さんはまだ!?　もう支え切れないわよ！」

「まだみたいだよ！」

「まだって言われても、この数はそろそろ私でも持ちこたえられないわよ！」

　ユイットの作った即そく席せきバリケードに隠れて、マスケットを撃ちまくるソニア。その声には、余よ裕ゆうがほとんどないことがわかる。

　中庭に続く回かい廊ろう。押し寄せる増ぞう援えんは一本道の回廊を通らざるを得ず、従って遮しや蔽へい物に隠れたスナイパーの前に現れた兵たちは、次から次へと狙撃の好こう餌じになった。

　だが、ソニアはただひとり。弾たま込ごめそのものは、ユイットの補助を得て高速で行うことができるとはいえ、一度に発射される弾だん丸がんはあくまで一発。一度でも外すか致ちめ命いし傷ようを与あたえ損そこなって突とつ破ぱを許せば、後はなし崩しだ。

「接近戦は得意じゃないっていうのに！」

　ドウッ！

　轟ごう音おんが響ひびき、硝しよ煙うえんが廊ろう下かをもはや霧きりのごとくに染めていた。ソニアでなければ、射しや撃げきどころか目を開けることもおぼつかないだろう。

「大丈夫だよ」

「何が！」

「来たから！」

　ユイットがわずかにとがった耳を傾かたむけてにこり、と笑ったのと、壁へき面めんが突とつ然ぜん砕くだかれて、そこから伸びた拳こぶしが魔導兵の兜かぶとを歪ゆがませたのとは、ほぼ同時だった。

「ヴァンテ！」

「遅おそいですわ！」

　壁から現れたその女はその罵ば声せいに答えるでもなく無表情に、襲おそい来る魔導兵の手をいともたやすくわしづかみにした。

　美しい、あまりにも整いすぎた美しさであった。あかがね色の巨きよ大だいな腕を持ち、金色の髪をなびかせ、白いエプロンドレスをまとった、そんな不思議な女だ。

「やっちゃえ、ヴァンテ！」

　ぶしゅ、とヴァンテと呼ばれた女の腕から蒸気が噴ふき出だした。体重にして三倍もあろうかという魔導兵が、手もなく投げ飛ばされ、後続の味方と激げき突とつする。

　錬金鋼人ヴァンテ。ユイットの操縦器によって操られる、美しいエルフを模した鋼鉄の乙女クロツクワーク・オートマトンである。その力は、いかなる美び闘とう士しにも劣おとることはない。そしてこれが、幼い彼女を守るために与えられた、最強の力であった。

「ヴァンテ！　よかった、これで千人力ね！」

　前衛が得られれば怖こわくはない。鋼鉄でできたヴァンテの体を盾たてにして、ソニアが撃うって撃って撃ちまくる。

「叩たたけ、ヴァンテ！」

　ユイットが手にした操縦器にルーン文字の命令を書き込むや否や、鋼鉄の人形は「グォォォォン」と咆哮した。美しい乙女の姿をしたその鋼人の拳は、次々と魔導兵たちを文字通り粉ふん砕さいしていく。

　見る間に、増援のほとんどが駆く逐ちくされ、スクラップの山と化した。

「これでここは支えきれるわね……でもユイット、策のほうは大丈夫なの？」

「それはもう！　ヴァンテが来たということは、そういうことです！」

　リトルエルフの天才軍師は、にっこりと笑った。
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（ダメ……！）

　必死に支えてきた膝ひざが、今にも地面に接しそうになっている。

　体が熱い。

　芯しんの芯、生まれてこのかた自覚したことのなかった部分が、炎ほのおのように熱い。煮にえたぎり、濡れそぼっているのがわかる。自分の体たい臭しゆうが、まるで自分ではない、何か別のけもののように思える。

　身体の一番敏びん感かんな部分から始まった快感が、雷らい鳴めいに撃たれたように、頭の先からつま先まで、汚けがして、染めて、燃やしていく。

　屈くつしてしまえば、どれほど楽になるだろう。

　そう、気高いアンネロッテに思わせるほどに、エリナの送り込んでくる快楽は甘く、その言葉は毒のように溶け込んでいく。

　だが、それは、女王の支配を受け入れるのと同じことだ。

　受け入れてしまえば、楽になろう。己ひとりの安楽に身を逸いつして、よそびとの苦しみから目を背そむけることもできよう。

（けれど、私はそうしない）

　それが、アンネロッテの誓ちかいだった。

　彼女を守り倒れていった父と、一族郎ろう党とうのために、決して曲げてはならぬ誓いだった。

「しぶといわねえ……でも、もう限界でしょ？　一いつ緒しよにイッちゃおう？　ね？　いいんだよ、あの妹たちも一緒に、さ……」

（きっかけが、欲ほしい）

　ほんの少しでいい。

　ほんの少しだけ、隙すきがあれば、呪言の縛ばくから脱だつすることもできる。

　だが、どうすれば────。

「悩なやむことなんかないでしょ？　堕おちちゃえばさ、それはそれで楽しいんだから……」

　冷たいかぎ爪の腹が、アンネロッテの肌をすべる。

「ほぉらぁ……！」

「も、もうだめっ……これ以上はっ……！」

　どぅん、と腹に響く揺ゆれが来た。

「ふぁぁっ！」

「な、何っ!?」

「今だっ！」

　快楽におぼれそうになる身体をほんの少しだけ動かして、崩れそうになる膝をそのまま倒し、背せ負おい投げの格好でアンネロッテはエリナを投げ飛ばした。

「そんな!?　都合よく地じ震しんだと!?」

「……いいえ、地震じゃない」

　剣けんを拾い、甘やかなしびれの残る身体で、アンネロッテは身構え、不敵に笑う。

「今のは私の妹、ユイットが操る錬金鋼人、ヴァンテがこの本丸の土台を崩した音」

「なんですって……!?」

「もう解放軍の兵たちが、本丸の下から突とつ入にゆうしているはずよ」

　その言葉を裏付けるように、本丸を揺るがす地じ響ひびきのように、アンネロッテに付き従う五百の解放軍の鬨ときの声が響き渡わたった。

「じゃあ……あんたの突とつ撃げきも、あたしに捕つかまってたのも、すべては時間稼かせぎ……」

　呆ぼう然ぜんと、エリナは周囲を見回した。今や包囲され虜とりこになる危険を感じねばならないのは、彼女のほうだ。

「将たる者はまず己が危険を引き受け、それによって兵を勝たせるもの。私わたくしとユイット、そしてソニアの三姉妹に負けはない。覚かく悟ごせよ、エリナ！」

　そう、すべては策略のとおりであった。アンネロッテが突撃する羽目になれば、ユイットはあらかじめ城内に潜せん入にゆうさせたヴァンテを動かし、敵戦力を陽動から各個撃げき破はする。それは、心を通じ合わせた彼女たちにとって、言葉など必要もない、ごく当然のチームプレイであった。

「く……っ！」

　裂れつ帛ぱくの突つきを繰くり出すエリナ。だが、その手首を、アンネロッテの剣の峰みねが打うち据すえる。

「搦からめ手てが使えない貴様などは、私の敵では！」

　高らかに剣を掲かかげ、アンネロッテは叫さけぶ。その首飾りが輝いた。

「来い、アンブロシウス！」

　影の中より、巨馬が立ち上がった。青い、比ひ喩ゆでなく青い毛並みを持ち、わずかに透すき通とおって見える。

　騎き士し姫ひめアンネロッテにのみ従う魔法の乗騎マジカル・ステイード。それがアンブロシウスである。

　アンネロッテの剣が、槍やりに変わった。

　飛とび退すさるエリナめがけ、人馬一体となったアンネロッテが突とつ進しんし、槍を繰り出す。

「……ッ！」

　槍が、髪をかすめた。髪かみ飾かざりがちぎれ、金きん髪ぱつが夜空に広がる。

　怒いかりで髪を逆立てたエリナに対し、アンネロッテは刃を突きつけた。

「さあ、潔いさぎよく降こう伏ふくするか、我わが剣にかかるか選ぶがいい！」

　だが、むろんのこと、牙きばの暗殺団の首領として知られたこの腕うで利ききの暗殺者が、そのような騎き士し道どう精神に首こうべを垂れるはずもなかった。いや、垂れたい、と彼女が望む美闘士はいたが、それはアンネロッテではなかった。

「ふん、おあいにくさまね。あたしが負けてもいいと思う相手は、お姉ちゃんだけなのよ！あんたみたいな、子供じゃないわ！」



    

  
    
      「!?」

　捨すて台詞ぜりふとともに、エリナは首くび飾かざりを大地にたたきつけた。噴出した桃もも色いろの煙けむりが、その姿を覆い隠かくす。

「しまった！　おのれ！」

　追おうとするアンネロッテだが、いかに美闘士とはいえ、エリナが作り出した方向感覚を迷わせる特製の煙けむ玉りだまの前には、手も足も出ない。煙が晴はれた時には、金色の髪の呪言使いの姿は、もうどこにもなかった。

「お兄ちゃん！　だいじょうぶ!?」

「生きてるか、姉貴！」

　それでも、背中を預けたふたりの義いも妹うとが生きていたことはうれしかった。そして。

「ええ！　皆みな、勝ち鬨どきを！　城じよう塞さい都市ユネスガルドは解放されたと！　自由は、我らの手に！」

　高々と剣を掲げ、アンネロッテは勝利を宣言する。

「自由は、我らの手に！」

「自由は、我らの手に！」

「騎士姫アンネロッテに、栄光あれ！」

　人々が唱和する。

　そう、これは小さな勝利。

　次にエリナと戦った時に同じような勝利が収められる保証はいささかもなく、ましてや迫せまり来くる無数の正規軍に、たった五百の兵でいかほど戦えるかもわからぬ。

　だがそれでも、勝利は勝利であり、歴史を大きく動かしていく第一歩ではある。

　果たして、アンネロッテと妹たちは、強大な女王クローデットに勝利することができるのだろうか。

　それは、戦ってみなければわからない。



    

  
    
      第二章：‥騎き士し姫ひめ、過去に思いを馳はせること





「うーんっ、敵の城乗っ取って飲むお酒って最高よね！」

「はうー、ソニアお姉ねえちゃん、お酒くさいよ！」

　ユイットに抱きついて絡んでいるソニアが動くたびに、じゃぼじゃぼ、と激しい波音があがり、湯気がうごめく。

「何言ってるの！　勝ったのよ、私たち！　少しは上機嫌にならないと、ね？　そうでしょ？　ほらほら！」

「あわわわわっ！　だめえっ！　おぼれちゃうよ！」

「あーんもう、こんなに薄うすい胸やお尻しりで大だい丈じよ夫うぶ？　いくらリトルエルフでも、もっと育たないとお兄ちゃんを満足させてあげられないわよ？」

　リトルエルフ族は深い森の小こ洞ぼらに住まう、成人でも人間の半分ほどの背丈しかない種族である。数々の工芸の技や不思議な魔法に長けているが、そのほとんどが人間とは交わらない。ユイットは母が人と交わる変わり者であったことから、珍しくこのように人ひと里ざとにいる。

「リ、リトルエルフは関係ないよ！　リトルエルフは！」

　湯ゆ殿どのである。

　ベルナルドが人々から吸い上げた富で作り上げた巨大で空くう疎そな宮きゆ殿うでんの、それが中心だった。天てん井じように無数の星座を描えがいた壮そう麗れいなドームと、湯気に満ちあふれた大理石の湯船。

　アンネロッテは圧政への反はん抗こうと、圧制者からの略りや奪くだつを混同するような愚おろかな人間ではなかったが、街のひとびとのすすめに従って、ベルナルドの屋や敷しきで体を休めることを拒こばむほどには修しゆぎ行よう僧そう的ではなかった。

　戦いはこれで終わりではない。

　旗はた頭がしらであるアンネロッテと妹たちが力ちか尽らつき、倒れてしまえば、大陸のすべては女王クローデットの手に落ちるのである。むしろ、ささやかな報ほう酬しゆうと言うべきであったろう。

「関係ないんなら、やっぱり経験の問題じゃないのか？」

「ああんっ！　ど、どこ触さわってるんですか、ソニア姉様！」

「どこだと思う？　ほら、言って？　ン？」

「ふああっっ、だ、ダメですっ！　助けて、たすけてくださぁい、アンネロッテお兄ちゃん！」

　泥でい酔すいしひとりの淫いん獣じゆう、あるいは美女の形をした中年男と化したソニアの魔ま手しゆから逃のがれようと、ユイットの未成熟な肢し体たいがお湯と大気の境界線で躍おどる。

　そのたびごとに湯が撥はね上あげられては、天窓から差し込んでくる月光をすかして、小さな虹にじが湯気の中に浮うかび上あがる。

　白く静せい謐ひつな、それでいて鮮あざやかな輝かがやきに彩いろどられた光。

　その中に、アンネロッテはいた。

「お兄ちゃん……？」

　豊かな胸を隠すでもなく、何か遠くを見み据すえるように、ただ、湯気と光の中に、彼女は立っていた。

　均整のとれた曲線の体と、よく発達した、しかし過かじ剰ようではない乳ち房ぶさと腰こしつき。そして、美闘士としては十分な筋肉を、決して贅ぜい肉にくではないやわらかな脂し肪ぼうが包つつみ込こんでいる。

　その姿は、昔語りの女め神がみのようにも、天上に住まう者たちが遣つかわした、美しい剣のようにも見えた。

　そして、その目ははるかな遠くを、遠くを見ている。

　そう、果てしない遠くを。

　取とり戻もどしようのない、過去の日々を。
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　黄金の海に浮かぶ城。

　そこは、そう呼ばれていた。

　かつて怪かい物ぶつと蛮ばん族ぞくだけが跳ちよう梁りようした果てしのない大だい荒こう野やを、そこに住まう人々は長い年月をかけて灌かん漑がいし、開かい拓たくし、豊かな小麦の実る土地へと変えた。

　地平線の果てから昇のぼってくる太陽の輝きに照らされて、実りの時を迎むかえた穂ほ波なみの群れがきらきらと輝く。

　それを人々は“〝黄金の海”〟と呼んだのだ。

　黄金の海の中央に浮かぶ、無骨な、しかし飾かざり気けのなさがとても美しい城。

　二重の城じよ壁うへきに守られ、領主たるクロイツ辺境伯はくと領民たちの暮らしを守るその城塞は、長い時を、金色の海の中に浮かんでいた。

　だがその日、血のように赤い太陽が昇って、黄金の海をまるで血のように輝かせたあの日、三百年にも及およんだクロイツ辺境伯領の歴史は、終わろうとしていた。

　突とつ如じよとして国境を越こえた女王軍が、まるで黒い津波のように、辺境伯領になだれ込んできたのである。

　彼かれらはその土地と民、そして領主の一族すべてを、クローデットに捧ささげよ、と迫ったのである。

　無法であった。

　確かに、王国はことごとく、新女王クローデットのものである。

　そしてクロイツ伯は王国に忠義厚く、国法に従ってクイーンズブレイドの勝者に頭を垂れる者であった。

　それでもなお、硬こう骨こつを以もつてなる伯はクローデットの命を拒んだ。

　このような辺境の地であっても、クローデットの暴政は知られており、女王軍の介かい入にゆうにより、クロイツの民が守り通してきた誇りと平和とが奪うばわれることはあきらかであったからだ。

　それは、王国に忠誠厚きクロイツ騎き士し団だんの長おさである伯が最初に、そして最後に王国に背いた瞬しゆ間んかんであった。

　そしてそれが拒まれるや、怒ど濤とうのごとき大群によって地を焼き人を殺し、大地を埋うめ尽つくして迫り来る女王軍の姿は、まさに形を取った無法であった。無論、それが翻ほん意いを求め交こう渉しようを求める伯の言葉を完全に踏みにじってのものであったことは、言うまでもない。

　民を守らぬ、安んぜぬ王に大義はない。黄金の海に火が放たれ、紅ぐ蓮れんの大地となったその景色を見れば、誰もがそう思わずにはいられなかった。

「左さ翼よく、アプリウス卿きようの隊が総そう崩くずれになりました！　魔ま導どう兵へい団だん、なだれ込んできます！」

「ケリュブデン卿、絶命！　御おん曹ぞう司しの武名を祈いのる、とのお言葉です！」

「グリューネヴァルト兵団は自分を残して全ぜん滅めついたしました！　申し訳ございません！」

　本ほん陣じんに飛び込んでくる報告は、いずれも絶望的であった。

　彼らは騎き士しであれ民兵であれ、一いつ騎き当とう千せんの強つわ者もの揃ぞろいであった。彼らクロイツ騎士団の精強さは大陸にとどろいており、長い時の間、辺境の怪物や蛮族たちから人々を守り続けてきた勇者たちであった。

　だが、それでも衆しゆ寡うか敵てきせず、死を恐おそれず津波のように押おし寄よせる女王軍の魔導兵の前に、彼らは城へと続く細い渓けい谷こくへと追い込まれていた。

「ひるむな！　我らの後ろには、クロイツの民がいるのだ！　私わたくしたちはいかなることがあろうと、ここより下がるわけにはいかぬ！　金色の炎の名にかけて、我らは断じて屈しはしない！」

　紫むらさきがかった髪をなびかせて、白銀の甲かつ冑ちゆうをまとった、涼すずやかな貴公子が傷ついた兵たちを叱しつ咤たした。その甲冑は戦の塵ちりと埃ほこりにまみれ、ただ美しいだけではなく、最前線で戦い続けてきたことを物語っている。

　彼、アルフォンス卿こそはクロイツ辺境伯の一ひと粒つぶ種だねであり、ここに集つどう三百あまりの兵たちの精神的な支柱であった。

「態勢を立て直すまでの時間を稼ぐ！　二十人ばかり、私に続け！」

　渓谷を上がってくる女王軍の旗を視界の端はしに認めるや、槍をしごいて御曹司は馬に拍はく車しやを当てた。

　白銀の騎士を先頭にして、まきあげる砂さ塵じんも高らかに、クロイツの騎士たちは勝手知ったる細い渓谷を、まるで平原をゆくのとおなじような軽かろやかさで下っていく。

　だが、すでに平原に広がる一面の畑と、散在していた集落は炎に包まれていた。乾かわいた風に火の粉の香かおりが混ざったいくさの臭においが、騎士たちの鼻び孔こうを刺し激げきする。

「女王軍め、仮にも我らは臣下であろうに、いったいなぜ畑を焼くような、蛮族のごときいくさ働きをするのか」

「さよう。我らの首を欲ほつするならばともかく、民や畑をたたいて、何も得るものはなかろうに。都の騎士はオーク鬼おににでもとりつかれたか」

「焦あせるな」

　面めん頬ぽおを降ろし、アルフォンスは怒りに猛たける年長の部下を制した。その目には、彼らと同じ怒りが燃えている。

　だが、怒りは槍先を狂わせるだけだ。それは将たるものの取るべき、当然の姿であった。誰もが付き従おうと思う天てん賦ぷの将才を有する、そのような騎士であった。

「は、御曹司」

「焦ってはならぬ。焼かれた大地は、また芽め吹ぶくこともあろう。刈かられた麦は、また種を蒔まけばよい。────だが、人は決して帰らぬ」

「……お恥はずかしい。その通りにて」

　少しだけ、騎士たちは馬の速度をゆるめた。それが怒りを抑おさえてのものであることは、御曹司にはよくわかっている。

「民だけでも隣りん国ごくに脱だつ出しゆつさせる時間を稼がねばならぬのだ。そのためには────」

　その後の言葉を、彼は継つげなかった。主従の契ちぎりで結ばれているとはいえ、配下の騎士たちは皆、兄であり父のごとき存在である。それに「死ね」というには、彼は若く、また長い平和に慣れすぎていた。

　言葉を濁にごした彼の馬に、もっとも年長の騎士が馬首を連ね、その肩かたをぽん、と叩いた。

「御曹司、かまいませぬ」

「……しかし、爺じい」

　幼い彼に馬を教え、槍を教え、騎士としての振ふる舞まいを教えた老騎士であった。もしかしたら父よりも濃のう密みつな時間を過ごしたかも知れぬ、そういう人である。

「我らは皆、今日この日のために生きてきたのでございます」

「さよう、さよう。御曹司のおっしゃったとおりにござる。我らの守るべきもののため、そのために我らはここにいるのですから」

「御曹司が気に病やまれることなどは、何もありませぬぞ」

　快活に、まるで草原に狩かりに出かけるような気軽さで、彼らは眼前に迫った死を笑い飛ばした。

　それが、初うい陣じんに震ふるえる騎士に彼らが与えることのできる、優やさしい嘘だったとしても、嬉うれしかった。

「すまぬ────」

　目ま深ぶかにかぶった兜と面頬のおかげで、泣いているのが悟さとられぬのは、幸いであった、と言えるだろう。

　何度目かの曲がり角を曲がると、整然と坂を上ってくる、漆しつ黒こくの甲冑の群れが見えた。

　魔導兵、そう呼ばれている女王軍の主力だ。

　語らず、喰らわず、ただひたすらに立ちふさがる者を殺さつ戮りくする、そういう敵だ。

　それが投入される、それはつまり、こちらの捕ほ虜りよなどは取らぬ、降こう伏ふくも認めぬ、ということだ。そういう敵に対して、情けをかけるのは仁愛ではなく、ただの愚かさであろう。

　そして、アルフォンスは若く仁愛に満ちてはいても、愚かではなかったから、先制の檄げきを発するに、ためらいがなかった。

「かかれ！」

　号令とともに、彼とそれに続く騎士たちは、高低差を利して、携たずさえた油ゆ瓶びんの入った袋ふくろを大きく振ふり回まわして投げつけた。

　油瓶は魔導兵たちのヨロイに当たって砕け、内部に仕込まれた発火石によって炎えん上じようする。敵の先せん鋒ぽうが、一気に燃え上がった。

「見たか！　貴様らが我らの麦に対してしでかしたことは、このようにして返してやる！」

　狭せまい山道で前衛が崩くずれれば、後ろから上がってくる兵と、炎に焼かれる兵とで、敵軍はさながら牧羊犬を失った羊の群れのように混乱した。

　そこに、クロイツの騎士たちは馬上槍を抱かかえて突進した。

　騎き馬ばの速度と重量、坂の上から駆かけ下おりる加速度、甲冑を含ふくめた全体重をかけての槍、その一いち撃げきが、常の攻こう撃げきならば傷つけることさえもかなわぬ、魔導兵たちの分厚い装そう甲こうを貫つらぬいて、その血を噴き出させた。

　血が出る、ということはすなわち、魔導兵が機械人形やゴーレムのたぐいではないだろう、という類推もできたが、それは騎士たちにとっては、考えるべきことではなかった。

　考えるべきはそこにはない。血が出れば、殺せる。殺せれば、守れる。そんな単純な戦場の真理だけが、あった。

　あたるを幸いなぎ払はらい、クロイツの騎士たちは馬上から、徒歩の魔導兵たちを次々倒たおしていく。一対一ならば勝負にならぬほど魔導兵は強大な相手であったが、地の利と優ゆう秀しゆうな指揮はそれを上回った。

「これ以上は進ませぬぞ！」

「クロイツ辺境伯はく万ばん歳ざい！」

「いつわりの女王、クローデットに従う怪物どもに鉄てつ槌ついを！」

　そして何より、彼らは等しく、弱者を犯おかし、奪うものたちを憎にくんでいた。彼らの瞳ひとみの裏にはありありと、焼かれていくあの黄金の小麦畑が刻まれていた。命の糧かてを焼く者は、悪なのだ。

「ここは通さぬ！　我が父の名にかけて！　我らは剣なき人々の盾、クロイツ騎士団なるぞ！」

　最前線に立って、アルフォンスがその槍を振るう。

　槍が砕け、乱戦になれば、槌矛メイスと馬上剣がそれにとって代わる。敵は火か炎えん攻こう撃げきからは立ち直ったものの、山道の狭さ故ゆえに、大軍の優位を生かせず、押おし合あいへし合いしながら、クロイツの騎士たちにばらばらになって立ち向かうのが精せい一いつ杯ぱいであった。

（このまま、勝てるか）

　そんなことも、考えた。

　それほどに、大陸最強を以もつてなり、あらゆる蛮族と怪物たちから恐れられたクロイツ騎士団の力は、雄ゆう大だいで、強かった。

　だが、それが若い自分の妄もう想そうであることを、御曹司は知っていた。

　今は、故郷を守るという情熱、敵への怒りが、自分と部下たちを動かしている。

　けれどそれはあくまで無限の精神力に支えられた、一定時間だけ続くものに過ぎない。肉体の疲ひ労ろう、馬の疲労、それは消すことができる手合いのものではない。

　いや、神々の奇き跡せきが起きてそれらが癒いえたとしても、敵のすべてを殺し尽くす前に、剣は折れメイスは砕け、いつかは力尽きるその時がやってくる。そして、その時が来ても、敵兵は必ず残っているのだ。

「よし、頃ころ合あいだ！」

　みずからも腰に下げた革かわ袋ぶくろを手に取りながら、アルフォンスは叫んだ。彼だけではない。号令を受けて、他ほかの騎士たちも革袋を手にしている。

「投とう擲てきせよ！」

　敵てき陣じんの奥おく深ふかくに新しい革袋を放ほうると同時に、一糸乱れぬ見事な動きで、クロイツ騎士団は馬首を百八十度返し、一いつ斉せいに山の上、すなわち彼らの城めがけて走り出した。

　魔導兵たちは無論、それを撤てつ退たいと見て、追う。

　それがまさに付け目だった。

「……点火ァ！」

　あらかじめ定めたコマンド・ワードを御曹司が唱えるや否いなや、魔導兵の足あし下もとに転がっていた二十個ほどの革袋が、同時に火を噴いた。

　それは、先の炎が生やさしく見えるほどの爆ばく発はつだった。

　木炭と硫い黄おうの粉に硝しよ石うせきを混ぜた特別な魔ま法ほうの薬に、キーワードで発動する攻こう撃げき魔ま法ほうの呪符を組み合わせた、“〝炎の袋”〟と呼ばれる騎士団の秘密兵器である。

　爆ばく風ふうに巻き込まれた魔導兵が、分厚い板ばん金きん鎧よろいとともに、何人も宙に舞い上がって、絶命する。それはまるで、子供の兵隊人形がつむじ風に巻き込まれてでもいるかのような光景だった。

　それだけではない。爆風は、山道の頑がん丈じような壁かべに当たって跳はね返かえり、二度、三度と魔導兵たちに襲いかかる。折からの乾いた空気が一気に動き、そこに炎が乗って、紅蓮の竜たつ巻まきとなって兵たちをなぎ倒し、焼く。

　とどめとなったのは、落石だった。いくつもの巨大な質量の固まりが、まるで大地そのものの怒りででもあるかのように、魔導兵たちを押しつぶし、はじき飛ばした。

　無論、偶ぐう然ぜんではない。

　山城に通じる道を知り尽くした彼らだからなし得る、完全な奇きし襲ゆうであり、輝かしい勝利であった。実際、アンネロッテたちが兵を起こすまで、これほどの勝利を魔導兵たちに収めた軍は、クロイツ騎士団をおいて他にない。

　────だが、それはつかのまの勝利に過ぎなかった。

　落石で道をふさぎ、投入された敵兵の三割を撃破せしめる大勝利であったとしても、女王軍の大軍の前には、蟷とう螂ろうの斧おのでしかない。後方には無傷の魔導兵たちが無数に控ひかえており、彼らが動き出せば、落石ごときはものの数時間で片付けられてしまうだろう。

　女子供を隣国へ逃にがす、ただそれだけのための、苦い勝利。

　その意味を、勝利者たるクロイツ騎士団こそが誰だれよりも深く知っていた。
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「ふぅ」

　城門のそばにしつらえられた小さな天幕をくぐるなり、御曹司は差し出された水を一息に飲み干した。

「美お味いしい。これほどに水が美味しいと思ったのははじめてだ、爺」

「はは、それが戦場というものでございますよ、御曹司」

　爺、と呼ばれた老騎士は笑って、みずからも同じように、たいそう旨そうに侍じじ従ゆうが差し出した水を飲み干した。

「これで、夜までは時が稼げよう。その間に、女と子供、老人たちは隣国まで国境を越えられるはずだ。後は我らと父上が、この城で粘ねばればよい」

　悲ひ壮そうな覚悟であった。どこにも自己憐れん憫びんや自己陶とう酔すいの入る隙すき間まのない、いっそ涼やかでさえある、そのような潔さを孕はらんだ覚悟であった。

「そうですな。名めい誉よも栄光もない、なんともしまらぬ戦ではございますが、それができれば、我らの名もとどろきましょう」

「ああ。その通りだ」

　そう言って、御曹司は望ぼう楼ろうに高らかにはためく、クロイツ騎士団の旗を仰あおぎ見みた。弱者のため、正義のため、あらゆる暴ぼう虐ぎやくに立ち向かう、その誇ほこりを顕あらわした旗だ。それはただ、権力者にひれ伏ふすことを意味しない。正しいと信じることのため、人々のために、笑って死地に赴おもむく者のための、旗なのだ。

「我らは滅ほろぶとも、あの旗を記き憶おくするものがあるかぎり、我らは永遠に生き続ける。そしていつか、この地にあの旗がひるがえる日もやってこよう」

「そうですな。女子供のひとりまで、我らは守りぬかねばなりませぬ」

「その通りだ」

　侍従が席を外しているのを確かく認にんして、老騎士はすっ、と一歩間合いを詰つめた。

「────爺？」

「ですから、アンネロッテ姫ひめ、あなたにも────」

「!?」

　なぜ今それを、と言うよりも、老騎士の熟練した動きのほうが一枚も二枚も上手であった。

　とん、と軽い音がして、延えん髄ずいのツボを老騎士は殴おう打だし、アルフォンス、いや、御曹司“〝アルフォンス”〟として育てられた姫、アンネロッテをただの一撃で気絶させた。

　暗くら闇やみだけが、彼かの女じよの意識を包み込んでいった。

　深い深い闇やみが、まぶたを侵おかしていく。

　遠くに聞こえてくる炎と、剣けん戟げきの音。

　あの闇を、アンネロッテは決して、忘れない。
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「おおせの通りにいたしました、辺へん境きよ伯うはく」

「すまぬな、爺。あれは強ごう情じようゆえ、ああでもせねば城から落ち延びはしなかったろう」

　伝来の白銀の甲冑を身につけ、愛用の槍“〝ライトニングボルト”〟を携えたクロイツ辺境伯は、城の門を前にしながら、老騎士の報告を受けて、完かん爾じとほほえんだ。

「姫ひめ君ぎみに手を挙げた罪、来世とやらでつぐなわせていただきます」

「────何、殴なぐられずに一人前になるような騎士はおらん。あれには、まだまだ先がある。儂わしはそう信じておるよ」

「いかにも────」

「血のつながらぬ父娘おやこではあったが、あれと過ごした日々は楽しかった。子供というものがどれだけ人生を豊かにしてくれるか、儂は教えられた。そしてあれは、この戦いで、誇るに足りる騎士になったことを証明してくれた」

　辺境伯は、自分が生まれ、育ち、守まもり抜ぬいてきたこの城の、そして城外のあらゆるものを記憶に刻みつけておこうとするかのように、目を細めた。そこには、彼の一番大切な者はいない。

　それで、よかった。

「いやまったく、今日は死ぬにはよい日だ」

「まったくですな」

　辺境伯は声をあげて笑い、老騎士と、周囲の騎士たちもそれに唱和して笑った。

　世界のあらゆる人々が彼らのように笑えるのなら、地上に不幸などはあるまい。そう思ってしまうほどの、笑いだった。

「さあゆこう、諸君。我が手には槍があり、我がそばには愛馬がある。そしてこの門の向こうには待ち受ける敵がいる。悔くやむことなど、何もあるまい。そうだろう？」

「クロイツ騎士団に栄光を！」

「クロイツ騎士団に栄光を！」

「クロイツ騎士団に栄光を！」

「開門！　心持たぬ魔導兵どもに、本当の騎士の戦いというものを見せてやる！」

　門が開かれ、辺境伯以下、五十余名の騎士団は最後の突撃を敢かん行こうした。

　それは大陸史上に残る、壮そう絶ぜつな突撃であった。

　紅蓮の夕日を背せ負おい、馬上槍を連ねて突とつ貫かんしたクロイツ騎士団はその最後のひとり、最後の一頭になるまで戦い続け、ことごとくが己おのれと敵の血に染まって、紅蓮のオブジェとなって、果てた。

　ひとりのクロイツ騎士に対して、魔導兵十人が必要だった。辺境伯に至っては、それでも殺しきることができなかった。

　生存者は、ひとりもいなかった。

　ひとりも、残ることがなかった。

　彼らはことごとく、死んでいった。
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　目覚めると、国境にほど近い峠とうげのどこかで、アンネロッテは、燃える城を見つめていた。

　夢である、と思いたかったが、あいにくとそれが現実である、と認めずにいるには、彼女はあまりにも戦士でありすぎた。

　長い────あまりにも長い時を過ごした、それは故郷の断だん末まつ魔まの姿だった。

　あらゆる手段を尽くしても殺せぬ辺境伯を討うつべく、女王軍は彼を城門に串くし刺ざしにして縫ぬい付つけると、そのまま火をかけたのだ。

（今から行けば────）

　それが子供そのものの甘あまい考えであることは、明白だった。

　城が燃える。それが意味するところはひとつしかない。

　巨きよ大だいな、クロイツ騎士団の誇りであった、十字をかたどった望楼が、炎ほのおの中に崩れて消えていく。

『あの望楼は城の魂たましい、それが崩れる時、自分も生きてはいまい』

　それが父の口くち癖ぐせであったから、アンネロッテは否いや応おうなしに、父が死んだのだ、という事実をつきつけられる形になった。

「……なぜ、なぜ死ねとおっしゃってくださらなかったのですか」

　気がつくと、目の前に土の壁があった。

　自分がひざまずいて泣いているのだ、と気がつくのには、たっぷり一分ほどが必要だった。

　それが、初めて彼女が人の死を本当の意味で意識した瞬間であった。

　あたりには、誰もいない。

　だれも、いない。

　それが意味するところは、明白だ。

　彼女の戦友たち、男として育てられ、御曹司として振る舞ってきた彼女とともに槍やりを並べた友はみな、あの炎の中で死んだのだ、と。

　自分だけが、取り残されていた。

　立ち上がり、かたわらに突つき立たてられた愛剣を取る。

（城へ行こう。行って、ひとりでも多くの王国兵と刺さし違ちがえて、私も見事に死んで見せよう）

　そう、考えた。

　勝算などはもとよりない。ただ、そうせねばならぬ、とそれだけ思った。

（ならぬから、するのだ。それが、騎士だ）

　それは、騎士という言葉を、父を失った悲しみを埋めるいいわけにしているのだ、とわかるには、彼女はあまりにも幼すぎて、そして、時代はあまりにも急激すぎた。

　剣を手に、一歩を踏ふみ出だす。

　無論、生き延びるつもりなどはない。

　ただただ、父や、一族や、民が戦ったように、みずからも戦い、あの炎の中で死ぬ。その覚かく悟ごだ。

（さらば、我が揺よう籃らんの日々）

　これまで髪かみ飾かざりで束ね、兜かぶとで隠していた髪が、山風にあおられてはためく。

　美しく、そして悲壮な姿だった。

　炎を、ただ炎を見据えて、アンネロッテは踏み出す。

　刹せつ那な、ごうっ、と風が足下から舞い上がった。

「あっ……!?」

　視界がふさがった。やわらかな何かが、ふんわりと顔を包む感かん触しよく。

「これは……」

　彼女の顔をくるんだのは、クロイツ騎士団の軍旗だった。それだけは、あの日と同じように、輝き続ける旗。それはまるで、父の温かい腕うでのように思えた。

『今死ぬのは、犬死にに過ぎぬ』

　そう言われた気がした。

「……父上」

　親のない子である自分をなぜ育ててくれたのか、なぜ、男として生きるように言ったのか。それを語らぬまま、父は逝いった。

　意味がない、とは思わぬ。

　ただ孤こ児じを引き取ったというなら、神しん殿でんに預けるなり、侍じ女じよの見習いなりにする手もあったろう。

　自分がこのように育てられたこと、このように今生きていることには、きっと意味があるはずなのだ。

　だから。

　滂ぼう沱だと流れる涙なみだを拭ふこうともせず、アンネロッテは燃えさかる城に背を向けた。

　大地に突き立てられた騎士団の旗を、しっかと握にぎる。

　見上げる天の果てには、王都がある。

　すべての元げん凶きよう、クローデットの玉座が────。
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　女王の都ガイノスに、アンネロッテが足を踏ふみ入いれたのは、これが初めてである。

　もしかしたら子供の頃ころに訪おとずれたことがあるのかもしれないが、物心ついてからとなれば、記憶にはなかった。

　本来ならば辺境伯を継けい承しようする晴れがましい儀ぎ式しきの舞ぶ台たいとして訪れるべき都を、このような形で訪れる羽目になろうとは、皮肉なものである。

　王城の長い廊下を、アンネロッテは走っていた。

　狙ねらうはただひとつ。

　女王クローデットの首である。

　決して無む謀ぼうとは思わぬ。

　女王の治世を快く思わぬものたちの手引きもあったし、何より、クローデットはクイーンズブレイドの真の勝利者ではない。クイーンズブレイドの廃はい止しそれ自体が、次に戦って敗れることを恐れるからだ、という者も多い。

　ならば、女王の首を取れば、それで政権はアンネロッテのものになる。

　少なくとも、この国の民にとって、もっとも強く美しい美び闘とう士しこそが正義なのだから、そのように動かすことは、できよう。

（そして、もう一度クイーンズブレイドを開き、今度こそ正当なる女王に政権をお返しする。その時に自分が義士と呼ばれるか、叛はん徒ととされるかは、勝利した美闘士が定めればよかろう）

　情報によれば、この時刻、クローデットは執しつ務む室しつから食堂へ渡わたる途とち中ゆうのはずである。

（いた！）

　果たして、クローデットはその見事な赤毛をなびかせ、豪ごう奢しやな渡り廊ろう下かをゆっくりと歩いて行く途中であった。

　その姿を眼に捉とらえるや否や、アンネロッテは身を隠かくしていた緑色のマントを脱ぬぎ捨すて、白銀の甲冑を輝かせながら、一文字に女王めがけて駆かけだした。

「女王クローデット！　私はクロイツ辺境伯が一子、アルフォンス！　クイーンズブレイドを汚けがし、国法をねじまげた貴様を、天に代わりて成敗する！　お覚悟！」

　右手にかかげた剣けんを輝かせ、アンネロッテの瞳が、義ぎ憤ふんに燃えて女王を見据える。甲冑を一分の隙すきもなく着込んだ、クロイツ騎士の装いである。

「いいだろう」

　その美しい乳房を余よ裕ゆうありげに揺ゆらすと、クローデットは色めき立つ侍従を制し、背負った剣に手をかけた。

　堂々たる立ち姿、そして堂々たる乳であった。

　巨乳にして美乳。

　史書にそう記される、クローデットの胸である。遠目にもわかるやわらかさと張り、巨大さと美しさを兼かね備そなえた、当代に冠かんたる乳房だ。

　その胸が、刺し客かくたるアンネロッテのまなざしを堂々と受け止めた。

「この王城に入れた、ということは、少なくとも一芸の士ではあろう。ならば、私と戦うほどには有能であるということだ」

「だまれ！　貴様のごとき暴君に、認められる必要はない！」

　春の暗雲を切きり裂さく稲いな妻ずまのように、アンネロッテは右手の剣を突き出した。全体重をかけて飛びかかる、必殺の突きだ。この突きを破ったものは、いままで父をおいて他になく、その父ですら、三度に一度は受けることができなかった。

「暴君か」

　だが、クローデットはそれを、ほとんど軽く体を動かすだけでよけてみせた。まったく最小限の動きで見切って見せたので、体を通とおり抜ぬけたかのように見えたほどだ。

「なっ……！」

「君主の王権は暴力に根ざしている。すなわち、君主が暴をなすは当然のこと」

　クローデットがその大剣を構え直した。

　従う女官や侍従たちが、距きよ離りを置く。まるで、暴風に巻き込まれるのを避さけるかのように。それだけでも、女王の膂りよ力りよく、斬撃の威いり力よくがどれほどのものかわかるというものだ。

（だが、好機には違いない）

　お付きが本格的に距離を置いたということは、万が一にも彼らが盾たてになって、クローデットをし損じることはない、ということだ。

　し損じることがあるとすればこれはただひとつ、アンネロッテの未熟をおいて他にない。

「故に、女王たる我は暴を振るうにはばからぬ。君子を気取って暴を振るえぬ偽ぎ善ぜん者しやを、王とあがめるものはおらぬからな」

「だまれ！　貴様が真の女王でないことを知らぬものは、この大陸にはいない！　父の仇かたき、一族の仇、思い知れ！」

　姿勢を低く、足を狙っての一撃を騎き士し姫ひめは繰くり出した。フェイントからなめらかにつながる、華か麗れいなる技わざだ。その速さ、軌き道どうの複雑さ、いずれをとっても比類がない。

　しかし。

「小さいな」

　切っ先を大地に滑すべらせるようにして、クローデットはその斬撃をいともたやすく受け流した。

「そのような小さい志が、女王を討つことはない」

　そればかりではない。剣と体の重さで、アンネロッテの体を軽く押しやると、そのまま地面を擦こすり上げるようにして剣を高々と打ち上げる。切っ先が、アンネロッテの左ひだ肩りかたをかすめた。

「ぐっ……!?　速い……っ！」

　信じがたい速さだった。持ち上げることすらままならぬあのような両手持ちの大剣、いわゆるグレートソードを、これほどの速さと正確さで振るうことができる美闘士がこの世にいようとは。

　ただ腕わん力りよくや技ぎ巧こうだけで振り回している技ではない。自らの肉体をいじめぬき、体重と筋肉と、剣の重量とを巧たくみにひとつにして武器を操あやつる、達人の技である。

（これほどの力を持つ美闘士でありながら、この人は暴政に堕おちたというのか）

　権力というものの恐ろしさを、アンネロッテは心底から思い知った。

「女王とは、形をした政治、まつりごとだ。それ故に、民のひとりひとりの心情を斟しん酌しやくするようなことはせぬ。女王は、常に正しいのだから」

「世よ迷まい言ごとを、まだ口にするのか！」

　石の柱を蹴けって、アンネロッテがまるで鳥のように舞まい上あがった。

　たとえ女王の剣速がいかに秀ひいでていようと、片手剣のアンネロッテが、両手剣に速度で劣おとるはずがない。

「これでぇっ！」

　落下の速度も乗せて、アンネロッテの剣が振り下ろされた。ふたたび最小限の動きで回かい避ひしてみせようとする女王。だが、アンネロッテの鍛きたえられた手首のかえしは、ひらめきよりも速かった。

「ほう」

　初めて、感情らしいものを乗せた声で、クローデットは感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらした。その手には、彼女自身の頭から切り取られた、一ひと房ふさの赤い髪かみが握られている。無論、アンネロッテが切り落としたものだ。

「名は、なんと言ったか」

「……アルフォンス・クロイツ。あなたに反逆するものだ」

「ならばアルフォンス、光栄に思うがよい」

　これまで無造作に、ほぼ自然体で立っていただけの女王が、乳房を大きく揺らすと、両足を開いて本格的に構えを取った。

「おまえにクイーンズブレイドの覇は者しやというものがどれほどの女か、それを見せてやろう」

「貴様に、クイーンズブレイドのなんたるかを語る資格は、ないっ！」

　気け圧おされそうになる自分を奮い立たせて、アンネロッテはふたたび、剣を振り下ろした。勝てぬはずがない。お互たがい同じ人間であるならば、一対一でクロイツの騎士が敗れることなどは。

　ガキインッ！

「そんなっ!?」

「軽いのだよ、おまえの剣はな」

　今度こそ真っ向から、女王はアンネロッテの剣を受け止めた。

　舞まい散ちる火花の中、赤毛の女王が妖よう艶えんに笑う。

「おまえの剣には、世界を背負っていくという重さがない」

「私は騎士の誉ほまれを背負って生きている！　それまでも、その重さまでもを愚ぐ弄ろうするつもりか、貴女あなたは！」

「その程度のことを、重い、と感じているのが、子供なのだよ」

　たゆん、と乳が揺れて、クローデットは飛とび退すさり、その剣を下段に構えた。息が荒れる様子もなければ、焦りもためらいもない。

（これが、女王の剣か）

　対するアンネロッテは、甲冑の内側が冷ひや汗あせにまみれているのを感じていた。脇わき腹ばらやおへそのあたりから流れ出した汗が、下着にしみこんで、股こ間かんに張り付くのがわかる。体が、高こう揚ようで熱い。

「見せてやろう。これが、国の重さだ！」

「くっ!?」

　下段の構えからすくい上げるようにして、剣の重さすべてをたたきつけるがごとき、クローデットの一撃が頭上から振り下ろされた。遠心力を使って、その重さすべてをぶつける一撃である。

　ガツンッ！

　バリバリバリバリッ！

　金属と金属がぶつかり合い、ついで雷らい鳴めいが爆はぜる独特の臭においが鼻をついた。

「そんなっ！」

「無責任にさえずるだけの子供が！」

　アンネロッテの受け太た刀ちがはじかれた。

　頭から股間まで電流が駆け抜け、全身を支配する。

（これが……女王の魔ま法ほう剣けん、雷らい鳴めい剣けん“〝サンダークラップ”〟！）

　乳ち首くびから始まったうずきが、びくんびくんと波動になって、体中の力を抜いていく。

　それでも、両手剣の勢いは止まらない。

　しびれに支配され、動きを止めたアンネロッテの視界の中で、ひどくスローモーションな自分の死、女王の剣が振り下ろされるのを見ていた。

　動かそうとする体が、どうやっても動かない。

　それが雷鳴剣の力なのか、女王の威い光こうのせいなのか、それとも単に自分の限界なのか、彼女にはどうしてもそれがわからなかった。

　長い長い一いつ瞬しゆんが過ぎた。

　カランカラン、と乾かわいた音が、宮きゆ廷うていの庭に響ひびく。

「……やはり、女か」

　ひどくつまらなそうに、クローデットはアンネロッテを見下ろして、というよりは見下して、そう言った。

　切り裂かれたのは、アンネロッテの肌はだ身みではなかった。皮一枚残した、まさに神かみ業わざというべき動きで、首筋から股またまでの甲冑を切り裂き、鎧のすべてを下地のかたびらごと切り捨てたのだ。

「女であれば……なんだというのだっ！」

　アンネロッテは、あらわになった乳房を慌あわてて隠した。男として育てられ、男の甲冑を着て戦うことに疑問はなかったが、年の割には大きなその胸を隠さないのは恥ずかしいことだ、というのはわかっていた。



    

  
    
      「いい胸だ」

「……何をッ!?」

　屈くつ辱じよくを与あたえようというにはあまりに冷ややかに、クローデットは無造作に大剣を下げたまま、唐とう突とつにそう言った。

「肩けん胛こう骨こつと鎖さ骨こつから伸のびる曲線は甲冑に押し込めていたとは思えぬし、下乳から脇腹にかけてのラインもまず第一級だ。おまえは十分に美しい」

「何を言いたい！」

「その美しさを、なぜ無ぶ粋すいな甲冑で隠す」

　クローデットのすらっと伸びたなめらかな足が、砕くだけた胸鎧の欠片かけらを踏み砕いた。

「私は……騎き士しだ！　女であることを捨て、人々の盾になれよと育てられたのだっ……！」

　剣を杖つえに、立ち上がろうとする。そのたびごとに、撃うち込まれた電流が、乳首と股間とを犯して、体から力が抜けていく。

「愚おろかだな、クロイツ辺境伯はくは」

「父を……父上を侮ぶじ辱よくするな！」

「事実を述べたまでだ。ここは美闘士が支配する国。もっとも美しく、もっとも強いものだけが勝ち残る。おまえは強くはあっても美しくはなく、そしてそれ故に、一流の強さには手が届かぬ。……残念だが、私の支配するこの国に、みずからの美に責任を持てぬ美闘士はいらぬ」

　興味を失ったおもちゃをおもちゃ箱に放り込む子供のように、クローデットは無関心をあらわにして、アンネロッテに無造作に背を向けた。

「捕ほ縛ばくせよ。背後関係をあきらかにした後、処しよ刑けいだ」
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　王城の地下に幽ゆう閉へいされたアンネロッテは、何も話すことがなかった。

　乳ち房ぶさと腰こしをわずかばかりに覆おおう囚しゆ人うじ服んふくは、屈辱を与えるためのものであるのは明白であった。

　あらゆる尋じん問もんが行われたし、懐かい柔じゆうしようとする者もあったが、彼女は協力者の名をひたすらに秘して、沈ちん黙もくを守った。

　だから彼女はまるでボロキレのように、独どく房ぼうの闇の中、鎖くさりで壁につながれて、昼と夜とを過ごしていた。

　アンネロッテの心を支配していたのは、なぜ負けたのか、そのことだけである。

　女であることを捨てたから、美闘士であるクローデットには勝てない。

　その言葉は、衝しよ撃うげ的きてきだった。

　実力の差ではない。心根の差が、アンネロッテを打うち砕くだいたのだ。

　沈黙を守ったのは、彼女の義心の故ばかりではない。

　といって、彼女が義を失い、この物語の主人公たる資格を失ったのかというと、そういうことでもない。

　ただ、あまりにも強い衝しよ撃うげきが、彼女に外界への興味を失わせていたのは、事実である。

（守れなかった、私は。何も、誰も）

　自分ならできるのだ、と信じていた。信じられたということが、今は信じられなかった。

（燃える祖国に背を向けて成なし遂とげようとしたことの結末が、これか）

「いいざまね」

　その女が部屋に入ってきたその時も、アンネロッテはわずかにまつげを動かす程度だった。

「ふん、話は聞いてたけど、いい体してるじゃなあい」

　独房のほこりと淀よどみに染まった空気の中、白びや虎つこをかたどった鎧をまとったその金きん髪ぱつの女は、ただひとりだけ、闇の中で輝かがやいていた。

　そのまがまがしい白さは、ぬめっとした象ぞう牙げのように思えた。

「あたしはエリナ。エリナ・ヴァンス」

　ぐいっ、と無造作に、エリナと名乗った女は、アンネロッテの乳首をねじり上げた。

「……!!」

「ふふ、女を捨てた、って割にはいい顔するじゃない？」

　屈辱と苦痛に思わず逃のがれようとするアンネロッテの片方の太ももを、エリナの両の太ももが押さえ込んだ。その右みぎ腕うでが首に回されて、爪つめが、首の頸けい動どう脈みやくを愛あい撫ぶする。

「私は……何も、しゃべらんぞ……」

「別にぃ？　あたしは憲兵でも何でもないから、そんなこと興味ないのよね」

「……!?」

「あたしはただ、退たい屈くつしのぎがしたいだけ。女を捨てた美闘士っていうのがどんな鳴き方をするのか、見たいのよ」

　エリナは淫みだらに笑って、そのむき出しになった鎧の股間を、アンネロッテの太ももに押しつけて、腰をゆっくりと前後させた。汗と血が潤じゆ滑んか油つゆのようになって空気と混ざり、

（じゅぽ……じゅる……）

　とひどくふしだらな音をさせる。

「ほぉらぁ……こことか硬かたくなってる……どうしてだと思う？　ね、どうしてだと思う？」

　ぴん、と自己主張をするアンネロッテの乳首を、エリナは指先ではじいた。

「きゃうっ……ふっ……！」

　その本質を十数年の間忘れられていた乳首は、甘やかなパルスを所有者に送り込むことで、今まさに自己主張を行おうとしていた。

「ほらっ……ほらぁっ……」

　ぐちゅ、ぐちゅ、と汗の音、そして汗でないさまざまな液体の音を立てて、エリナの腰がなめらかに上下運動を繰り返す。

　布地越ごしに、布地の奥おくにある粘ねん膜まくや突とつ起きが、アンネロッテのやわらかな肌はだを押すようにこすれて、苦痛とも不快感とも違う未経験の何かを、乙女おとめの体に行いき渡らせていく。

「ね、どうなの？　自分が女だ、ってことを捨てたつもりでも、こういうことされると恥はずかしい？　恥ずかしいよねえ……？　こんな格好でこんなことされちゃってさ……」

「そ、そこはっ……」

「女かどうかさ……確かめてあげる」

　股間の動きと、髪と首をなぶる指はそのままに、エリナの左手が、アンネロッテの下着の中にもぐりこむ。

「私は……私はっ……！　誇ほこり高たかい騎士だっ……」

「嘘うそばっかり」

「やめっ……そんなところ……っ！」

「『そんなところ』？　どこのこと？　ここ？　ここ？　それとも、ここぉ？」

「……っ……ふぁっ……くっ……やめっ……」

「ふふ……嘘ばっかり。あんたの人生って、嘘ばっかりよねえ……」

　ペロ、と紅あかい舌が屈辱に震ふるえるアンネロッテの頬ほおを舐なめる。

「男っていうのも嘘。クローデットお姉ちゃんを倒すって言うのも嘘。クロイツ辺境伯の娘ってのも……嘘」

「!!」

「全部嘘。嘘ばーっかり。自分だってだまして、さ。あんたはあんたが思ってる、気高くて立派な白馬の王子様なんかじゃない。そうでしょ？」

「きゃううっ……や、やめて……っ……そこ、だけはっ……」

「また嘘。やめてほしいなら、こんなにならないでしょぉ？」

「違うっ……私は、私は……」

　私は、誰なのだろう。

　その問いに、アンネロッテは答えることができなかった。

　あの時、クローデットに刃やいばを向けるまではわかっているつもりだったのに。

「知りたいのは、あんたの素すじ性ようよ。アンネロッテ。クロイツ辺境伯に、実の娘などはいない。あんたは、誰？」

　アンネロッテの敏びん感かんな部分を、エリナの鋭するどい爪がつつく。命の要所を握られている恐きよ怖うふと背徳的な快感が、脊せき椎ついを駆け上がる。

「っ……ふぁっ……ほらぁっ……話してくれたら、もっとよくしてあげるんだからっ……んんっ……」

「私は……父上の……っ……」

「違うでしょ？　あんたは何？　責められて鳴いてるあんたは、どこのだぁれ？　話せば、楽になるのよ？　お姉様もそれをお望みよ」

「お姉様……？」

　意識が遠のいていく。

　体が熱く、ぼんやりした視界の中で、何かが見えてくる。

　苦痛も快感も薄うすらいで、その先に何か、何かが感じられる。まどろみにも似た、その刹那。

「そう、あたしの世界で二番目にすてきなお姉様。とってもとっても、大事な人」

「お姉……様……」

　アンネロッテの心の奥おく深ふかく、秘ひめられた何かが、エリナの呪言と淫いん虐ぎやくを通して、目覚めようとしていた。

　自分と同じ、紫むらさきの髪。

　金色とも闇色ともつかぬ、妖あやしい瞳。

　あれは、そう。

　いや、あの人は。

「お姉様？」

「わた……し……は……」

　開いてはいけない。その言葉を口にしてはならない。心のどこかで、もうひとりのアンネロッテが叫さけんでいる。

　もういい。

　自分は守れなかった。

　誓ちかいも、国も、人々も、何もかも。

　それならば、もうこの甘やかな堕だ落らくに身を任せてもよいのではないか……。

　そう、思った、その時。

『あきらめちゃだめ』

　確かに、そんな声がした。

（え……？）

『あなたにはまだ、失っていないものがあるわ』

（そんなこと……ない。もう、帰るべき家も、守るべき民たみも、父上も、何もかもなくしてしまった。最後に残った誇りだって、もう……！）

『どんなに汚れても、どんなに敗れても、決して失われないものがある。あなたがあなたでいる限り』

（それは……）

『わかっているはずよ、アンネロッテ。あなたは一度も嘘をついたことがない』

　その声は強く、アンネロッテの中から響いてくるようだった。

（私は……私は……）

『言葉にして、口にするの。あなたは、あなたの気高さを一度も裏切ったことなどないのだから』

　ああ、そうだ。

　心だけは、志だけは。

　気高さだけは、嘘ではないのなら。

　自分はまだ、戦ってゆける。

「私、は……」

　アンネロッテの瞳ひとみが、エリナをきっ、と見つめた。

　淫いん欲よくに曇くもった目ではない。気高く、誇り高く、苦境にあっても明日を見つめる、そんなまなざしだ。

「な、なによ」

　姉ふたりにしかひるまぬはずのエリナが、一いつし瞬ゆん気け圧おされた。

　それほどの、まなざしだった。

「私は……！　クロイツ騎士、アンネロッテ！　騎士にして姫ひめなるもの！　いつわりの女王を除いて、世界に安あん寧ねいを取とり戻もどす！」

「ば、バカじゃないの!?　あんた、状じよう況きようわかってるの!?」

「わかっている……！　なぜなら、私は、美闘士だからだっ！」

　アンネロッテが、雷らい光こうのようにふとももを跳はね上げた。不意を突かれたエリナの体が、天てん井じようにたたきつけられる。

「なっ……！」

「美闘士は……決して屈くつしない！」

　アンネロッテの両の手が躍おどって、その腕を縛しばる鎖を、落下してくるエリナの研とがれた爪に打ち付けた。

「そんな……！　鎖が、砕けた！　こいつ、なんて力を！」

「たとえ私の素性、私の志すらも嘘だとしても！　私の心にある気高さは決して消えはしない！　気高さが誠まことであれば、他ほかのすべても誠になろう！」

　確かに、彼女は立っていた。

　乳首は露ろし出ゆつし、下着は腰こし骨ぼねまでずりさがり、傷きず痕あとは隠しようもなかったが、それでもアンネロッテは美しかった。

　美闘士というものを絵にしたとしたら、間ま違ちがいなく彼女の姿がそれだった。

「私は、騎き士し姫ひめ、アンネロッテだッ！」

「このぉっ……ふざけるなっ！　あたしとお姉様のお情けで、生かされてるくせにっ！」

　エリナが剣を抜いた、その瞬しゆ間んかん。

　飛鳥のように一本の短たん剣けんが飛んで、その剣を打ち落とした。

「よく言った！　騎士姫アンネロッテ！」

　戸口に立っていたのは、白く輝く、肌身もあらわな甲かつ冑ちゆうをまとった、仮面の美闘士であった。

　そして何よりその声は、間違いなく、闇の中でアンネロッテに語りかけた声、そのものであった。

「美闘士とは、中から出る輝きによって美しいもの！　その気高さが、あなたを正しい道に導みちびく！」

　口上と同時に、仮面の騎士は、抜きはなった剣の峰みねを、エリナの腹にたたき込んだ。

　すさまじい速度だった。戸口から部屋の奥まで、なまなかな距離ではない。それを一瞬に詰めて、達人であるエリナに受けもさせず、ただの一いち撃げき。

「そん、な……あんたは……いや、あなたは……」

　どう、と気を失って、エリナが倒たおれた。

「走れるか？　アンネロッテ」

　す、と形のよい脇わきから伸びる右手を、仮面の騎士は差し出した。

「故ゆえあって、素性は名乗れぬ。マリア、とでも呼んでもらいたい」

「は、はい。走れます、マリア卿きよう」

「それならよかった。まずは都を脱出しよう。そして、おまえには強くなってもらわねばならぬ」

「強く……ですか？」

「そうだ。この国を救えるほど強く。私よりも、強く」

　それが、アンネロッテとマリアの出会いだった。

　この日を境目にして、歴史は大きく、大きく動き出す。
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　そう、過去は取り戻せない。

　湯気の向こうに見える懐なつかしい幻まぼろしだ。

　けれど、義いも妹うとたちと夜空を見上げるアンネロッテが見ているのは、未来だ。

　あれから、さまざまなことがあった。

　マリアと名乗る騎士に導かれ、アンネロッテはさまざまなことを知った。師に引き合わされ、徹てつ底てい的てきに鍛え直され、美闘士のなんたるかを教えられた。

　そして、ユイットと再会し、ソニアと出会い、彼女たちと契ちぎりを結んで、ここまでやってきた。

　それらについては、いずれ時を改め、語ることもあろう。

　そして今、アンネロッテはもう一度、女王と正面対決するための軍を率いて、こうして立っている。

　それは、女王と刺し違えるためでは、もうない。

「明日を、生きていこう」

　振ふり返かえれば、本当の姉妹のようにじゃれ合っているたのもしい仲間、ユイットとソニアの姿。

　そう、あの時とは違う。

　アンネロッテはもう、ひとりではない。



    

  
    
      第三章：‥ミリム、都に上がること





　時は、少しさかのぼる。アンネロッテがかの城じよう塞さい都市を陥かん落らくさせる一月ほど前。

「うわぁ……」

　山やま奥おくから出てきた少女にとって、それは何もかもが目新しく、光ひかり輝かがやいて見える景色だった。

　それは、そうであろう。

　小さな神殿と二毛作の畑、藁わら葺ぶきの家と、牛と豚ぶた。

　それがほんの少し前まで彼女の全世界であったのだから。

　粗そ末まつな草木染めの麻あさのシャツとスカートを着ただけの少女には、藍あいや紅やいろとりどりの色をした、絹や綿やウールのきらびやかな服を着たひとびとが、同じ人間というよりは森に住む妖よう精せい族ぞくか何かのようにも思えた。

「すっごぉい……ガラスだ……村長さんでもこんな家住んでないのに……」

　何の変へん哲てつもない町屋の窓にさえ、ゆがみのない透すき通とおった板ガラスがはまっているのを見て、少女は驚きよ嘆うたんを隠しきれなかった。

　それが王都、新王クローデットを迎むかえた都の持つ輝きの姿だった。

　ひとびとは誰だれも彼かれもが忙いそがしく立ち働き、建ち並ぶ商店には商品があふれかえっている。押おし寄よせる人々はまるで津つ波なみのようで、少女はどこかに人間を複製するまじないを使う魔ま法ほう使つかいでもいるのではないかと真しん剣けんに考えたほどだった。

　前王アルドラの代に王国を席せつ巻けんしていたもの、それは保守と退たい嬰えいであった。安寧といえば聞こえはよかったが、人々は誰もが刹せつ那な的てきな快楽に身を任せ、明日のことを見ようとはしていなかった。

　少なくとも、クローデットはそうではない。彼女の専制は一面において暴政であることは間違いがなかったが、同時に時代という壁かべに大穴を開けたこともまた事実であった。彼女の行った様々な軍事事業や建築事業は公共投資という形で、大貴族たちの独どく占せんしていた富を民間に還かん元げんすることに成功していたのである。

　昨日の文無しが今日の市民、そして明日の大だい富ふ豪ごうに！

　それは王国のあちこちで聞かれたスローガンだった。

　能力のある者、力のある者、優すぐれた者。

　彼らを縛っていた伝統の鎖はもはやない。

　社会はもっときらびやかで、もっと光り輝いていられるのだ、とそう信じられるそんな時代。

　未いまだ人々はそれがもたらす影かげを知らず、ただひたすらに光に魅みせられていた。

　この少女も、そんなひとりである。

「きゃうっ!?」

　突とつ然ぜん、どん、と肩かたをつかれて、少女は尻しり餅もちをついた。

「バカ野や郎ろう！　気をつけろいっ！」

　一ひと抱かかえもある木箱をかついだ荒あらくれの労働者が、悪態をひとつついて、街路をかけ去っていく。

「あうあう～～ 、ごめんなさぁい……」

　くらくらする頭を押さえて、大きく開いてしまった脚あしを閉じて、立ち上がる。

　ばごぁっ！

「きゃうっ！」

　その鼻がしらを、疾しつ走そうする馬車の車輪がかすめて、少女はお尻しりを突き出す形でまた路上に転がった。

「ううう……ふえーん……」

　村ならば、誰かが苦くし笑ようまじりに手を貸してくれるところ。

　けれど、お尻を丸出しにして、犬のような格好で倒れている少女に、誰も手をさしのべたりはしない。注意さえ払はらわず、ほんの少しの冷れい笑しようだけを向けて、誰もが足早に歩き去っていく。

　それでも。

　涙なみだと土の味にまみれて見上げた空は、故こき郷ようと変わらぬ青い空。

　どこまでも透き通っていくその空の向こうにはきっと希望があるのだ、とそう信じていた。

「うん！　ミリム、負けない！」

　がばぁっ、と背中からお尻をはね起こすようにして立ち上がって、そして。

　ごん。

　ふたたびミリムという名の少女は、街灯に後頭部を思いっきりたたきつけた。

　短いスカートがめくれあがって、まぶしいばかりの白いふとももが、街路を吹ふき抜ぬける風にさらされる。

「大だい丈じよ夫うぶか？」

　フードを目ま深ぶかに被かぶった、紫の髪の女性だけが、ミリムに手をさしのべてくれた。

「あああああ、ありがとうございます！」

「当然のことだ。礼を言われるほどのことではないよ」

　女性は、にっこりと笑ってミリムを立たせて、その埃ほこりを払ってくれた。

「あたし、あのっ、村から出てきたばかりで、右も左も前も後ろもわからなくて……」

「そういうものだろうな……この街は、大きすぎる」

　遠い目をする女性に、ミリムはまだ自分が名乗っていないことに気付き、慌てた。礼れい儀ぎだけはちゃんとせよ、というのが亡なき父の教えであった。

「申もうし遅おくれましたっ！　あたし、ミリムと言います！　あの、このお礼はいずれかならず……」

「アンネロッテだ。忘れてくれていいよ、可愛かわいいお嬢じようさん」

　風にマントをなびかせて、その人は雑ざつ踏とうの中に去っていった。

　その出会いの意味を、ふたりはまだ知らない。

　ただミリムは、あまりの格好よさにぽーっとなっていただけだ。

　そして、一月が過ぎた。
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「雷らい雲うんの女王、諸法の守護者、女王の中の女王、神々の全権代理人、クローデット様のおなり！」

　居並ぶ文武の百官たちは皆みな同じ顔をして同じ服を着ているように見えて、少女を少なからずうんざりさせた。

　かつての宮きゆ殿うでんを焼やき払はらい、その上に建てられた新王の宮殿。

　磨みがき上あげられ、下からのぞけば下着のしわまでが見えるほどの白はく亜あの床ゆかを、悪びれる風もなく、エリナは歩んでいく。

（面めん倒どうなものよね、女王様なんて）

　雷雲の女王クローデットとエリナは血を分けた姉妹である。

　もっとも、それは半分だけのことだ。

　彼かの女じよたちの実家であるヴァンス家は大陸に名だたる名家であり、その権勢は小王国の国王などはるかにしのぐほどのものであった。

「ヴァンスなくして王室なし」

　と豪ごう語ごしたのは彼女の父であるが、それもあながち誤りだったとはいえない。

　唯ゆい一いつの妾しよ腹うふくとはいえ、長子にして武ぶ勲くん豊かな名将クローデット。諜ちよ報うほ者うしやとして卓越した技量を持つ近衛隊長の三女、エリナ。

　────そして、もっとも優れた剣けん技ぎの才を有し、与えられた立場からではなく一介の冒険者として正義をなしとげようとした次女、レイナ。

　三姉妹の命運がくっきりと分かれたのは、最後のクイーンズブレイドでのことだ。

　思うところあって身分を捨て、放ほう浪ろうの旅に出ていた次姉、レイナが闘とう技ぎ会かいに出場し、決勝の場でクローデットとぶつかりあったのだ。

　戦いは激げき烈れつを極きわめた。

　身みの丈たけほどもある長大な両手剣を縦横に振りかざし、圧あつ倒とう的てきな威力で迫せまるクローデット。対するレイナは白銀の剣を重さを感じさせぬ速度で振るい、あたかも舞まうように踊おどるように立ち向かう。

　それは、クイーンズブレイドの歴史に残る美闘士たちの激げき突とつであった。

　いずれが勝ってもまったくおかしくなく、エリナを含ふくめて、敗れて行った美闘士たちは素す直なおに互いの技量を賞賛した。

　刃と刃が火花を散らし、ふたりの美女は汗と血を闘とう技ぎじ場ようの大地に惜おしげもなくしみこませた。

　永遠に続くかと思われた戦いの末、ついに決着の時は訪おとずれた。

　ほんのわずかな隙を突つき、レイナの長ちよ剣うけんが、クローデットの左胸を覆う鎧よろいをはじき飛ばしたのだ。

　勝敗はあきらかだった。レイナがそう望んだならば、クローデットの心臓は両断されていたに違いないからだ。

　勝敗は決した。

　…………だが。

　クローデットを破り、先王アルドラをも打ち倒したレイナは、その場の誰もが予想だにせぬ行動に出た。

　人々の歓かん呼この中、レイナはひとり、背を向けてその場を去ったのである。

　────客観的な勝敗と、試合としての勝敗は、違う。

“〝敗れた”〟クローデットにとってそれがどうであれ、観客にとって何であれ、女王を破った者が玉座を捨てた以上、準優勝者である者が女王となるほかにない。そうしなければ、誰も国を導いていくことなどできないのだから。

　クローデットは、女王の冠かんむりを受けた。

（ふふ……お姉様、すっごくすっごく恥ずかしかったろうなあ……ゾクゾクするよねえ……だって、いちばんいちばん大好きなレイナお姉ちゃんに負けちゃって、捨てられちゃって、それで勝ちを譲ゆずってもらったんですもの……）

　姉の屈辱を思うだけで、エリナの身体の奥は熱くなり、情熱が濡ぬれそぼってくるのを抑えることができない。

　妾腹とはいえクローデットが妹たちを思うことは不器用ながらおさおさ妹たちに劣るものではなく、彼女にとって本来の後こう継けい者しやであるレイナを力ちか尽らずくででも実家に戻し、後継者とすることこそが夢であったことは、もちろんエリナも知っている。

（でもそうはならなかった。ならなかったんだよね、お姉様。そうなっちゃったらさ、せめて自分の手で世界くらい救って見せなきゃ、ってそう思うよね）

　だからエリナはクローデットが大好きだ。

　去ってしまった姉レイナと同じくらい、というには無理があるが、あの赤毛の新しん帝ていが大好きなのだ。

「陛下、ご入来！」

（来た！）

　カツッ、カツッ、というスタッカートの律動。

　すらりと伸びた脚、たわわに実った豊かな、しかし決して崩くずれてなどいない乳房、固い意志に引ひき締しまった口元とまなざし、そして炎ほのおのごとく燃える紅い髪。

　女王の中の女王、美闘士の中の美闘士。

　大陸の覇は者しやにふさわしいその美身を、クローデットは玉座に預け、冷たいまなざしでエリナをにらみ据すえた。

　その弾だん劾がいの視線に、血けつ縁えんであっても、否いや、血縁であればこそ容よう赦しやの色はない。女王の前に引き出され、みずから尋問を受けるとなれば、気の弱いものならそれだけで狂きよ死うしするものもあろう。

（きゃーっ、来たわ来たわ！　この目！　この目よ！　甲冑ごしにどこもかしこも視姦されてるようなこ・の・目！　やっぱりお姉様はたまんないわ！）

　が、嗜しぎ虐やくも大好きならば実のところ被ひぎ虐やくも大好きなこの金髪の暗殺者は、姉みずからによって与えられたこの屈辱と恐怖を何物にも代かえ難がたい快楽として味わっていた。

　もちろん、その愉ゆ楽らくを求めて自分から失敗したわけではない。あくまで全力をふるって戦い、それでいながら力ちか及らおよばず失敗し叱しつ責せきを受ける、そのことが快感なのである。

　まことに業の深い少女であった。

「士卿エリナ・ヴァンス。ユネスガルド失しつ陥かんの報告を聞こう」

　ふわり、とクローデットは赤毛をかき上げた。同時に、両りよ脇うわきに侍はべる金と銀の髪をした美闘士が、それぞれの剣に手をかける。報告がいささかでも女王の機き嫌げんをそこねれば、エリナの首は即そく座ざに飛ぶだろう。

「はい。かねてより背任の疑いのあったベルナルド卿の身辺を調査しておりましたところ、解放軍を名乗る暴徒どもが夜や陰いんに乗じて城内に突とつ入にゆう。勇戦むなしくベルナルド卿は討うたれ、臣ひとり、撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされました」

　実のところベルナルドはとても卿、などと呼べるような高貴な人ひと柄がらではなかったし、またとうてい勇戦と呼べるものでもなかったが、そこは死人だ。死人をことさらおとしめて自分を小さく見せる愚ぐを犯おかすべきではない。立てられるものはメンツでも男でも立てておくべきなのだ。

「……なぜ、貴公はそこで死ななかった？」

　背筋も凍こおるほどの冷たい視線が、玉座から放たれてエリナの乳首から背中を打ち抜き、その衝撃が脊椎を通って股間に抜けていく。ここが皆の前でなければ、失禁していたほどの鋭い視線。

　甲冑の下では乳首が自己主張を繰り返し、心臓が早はや鐘がねのようにバクンバクンと鳴った。

「我わが王国、女王軍に無能者の生きる場所はない。それは貴公とて知っているはずだ」

「叛はん乱らんの首しゆ魁かいについての情報を持ち帰ることが急務と判断いたしました」

「騎士姫アンネロッテか。貴公が先だって逃した、な」

（さすがはお姉様。あんなささいなことでも、ちゃんと覚えてるんだ）

　王たるものの資格は、凶きよ事うじより逃にげぬことだという。

　独裁の権を握にぎるからには、王宮にこもり、耳にここちのよい報告だけを受け、わずらわしいことごとのすべてを廷てい臣しんたちにゆだねたほうが、はるかに権力の椅い子すは甘あまく心地ここちよいものだ。それを人は暗君と呼ぶが、そのようにした女王は歴史上それほど珍めずらしくはない。

「はい。……その雪せつ辱じよくもあります。敵情は知れました故、臣に百の兵をお与えくださいませ。必ずやアンネロッテめを、陛下の御おん前まえにひざまずかせてみせましょう」

「確かにな」

　またそうして逃げられるのか、という嫌いやみを、女王は口にしなかった。まるでそうすることでエリナを悦よろこばせることを避さけるのが最大の罰ばつだ、とでもいうように。

「辺境の乱とはいえ、私に背そむくものを許しておけば、蟻ありの一いつ穴けつから堤てい防ぼうが決けつ壊かいするということにもなりかねぬ。民の繁はん栄えい、国家の栄光は、私への服従あってのことだ。服従なき者に、私は生を許さぬ」

「では、臣に」

　エリナは殺さつ戮りくへの欲望に目を輝かせ、一歩膝ひざを詰つめた。

　なんであれ、負けは負けだ。この地上に彼女が負けを許せる相手など、たった二人しかいないのだから、あの甘ちゃんのアンネロッテにはきちんとお灸きゆうを据えてやらねばなるまい。

「そうだな」

　指を伸ばし、勅ちよ令くれいを発そうとした女王の前に、無音で長大な斧おのが突き出だされた。

「お待ちあれ、女王陛下」

（鋼こう鉄てつ参さん謀ぼう!?）

　斧を差し出したのは、ふわふわの薄うす茶ちや色いろの髪をした、幼女とも見えるほどに小こ柄がらな少女。だがその正体は、人間族よりもはるかに長い生を生きる大地の妖精族、ドワーフの美闘士であることを、この場にいる誰もが知っている。

「ユーミルか。我が勅令に口を挟はさむは何ぞ？」

「陛下、恐おそれながら。エリナ卿は有能な美闘士なれど、それはあくまで暗殺の技わざに限ってのことじゃ。正面きっての戦ばたらきとなれば、ちと荷が重いのではないかな？」

　鋼鉄参謀。その女はそう呼ばれていた。

　常人ならば持ち上げることもかなわぬドワーフ拵ごしらえのバトルアックスをまるで羽はね箒ぼうきのように扱あつかい、同時に細工物に優れたドワーフの技術をおしげもなく女王に与えることによって、女王軍の武装を支えている、知略と武勇に長たけたクローデットの懐ふところ刀がたな。

　正面切って打ち合って負けるつもりはないが、こちらが無傷で済むとも思えぬ、そのような相手である。

「参謀！　差し出口を！」

　だが、エリナが遠えん慮りよするような相手はこの地上にただふたり、姉と姉しかありえない。

　愛するお姉様にいじわるをされるならどんなことでも許せるが、社会的権力を笠かさに着て横車を押されるのは相手が誰であっても耐たえられない。集団内の序列より個人の好こう悪おが先に立つあたり、装束の意いし匠ようと同様に猫ねこ科かに属する少女であった。

「だがエリナ卿。お主は現にアンネロッテとやらに二度の敗北を喫きつしておるのではないかえ？」

「あたしはっ！　あんな女に負けちゃいないわよ！　一度は水を差されて！　もう一度はあえて見み逃のがしてやったんじゃない！　それを！」

「それを、客観的に言えば負けた、というのじゃ」

「戦略的撤退よっ！」

「ふふん、負けは負けじゃて。わしならアンネロッテを倒して包ほう囲い網もうを突とつ破ぱするところじゃ」

「現場の判断よ、現場の！」

　永遠に続くかにも思われた二人の美び闘とう士しの、どちらかといえば子供の罵ののしり合いに近い、しかしとうてい誰もが割り込むことのできぬ口論を押さえたのは、何かを思いついた、という風に口を開いたクローデットだった。

「戦略的、か」

「ええそうです、お姉様！　あのアンネロッテをギャフンと言わせてやるための布石なんです！　だから、あたしは……！」

「……ユーミル」

　まくしたてるエリナの機先をふい、と絶ぜつ妙みようのタイミングでそらして、まるで空気のようにそれが存在しないものとして、女王は傍かたわらに侍るふわふわ髪の少女を見やった。

「はい、陛下」

「戦略と言えば、あの玩具おもちやはどうなっている？」

「あれか？　ふむ、もう少しよい被ひ験けん体たいを見つけねばならぬところでな。めどは立っておるから、あと一週間かそこらというところかの」

「成なる程ほど」

　エリナなどもはやそこにはおらぬかのように、語る二人。その様はエリナにただならぬ屈くつ辱じよくと、そしてたとえようもない被虐の喜びをもたらしていた。

（ああ、そうよ！　レイナお姉ちゃんに去られて、たったひとりで孤こ高こうをつらぬくその態度！　そのクールな目！　たまらない！　なじられるのもいいけど、放置プレイもこう、じわじわ来るのよね！　一いつ瞬しゆんだけ冷たい目を投げてくれて、そこでさっ、と引いちゃう引き際ぎわがすてき！　ああっ！　もうっ！）

　あるいは一人でできあがっているエリナを本当にいない扱いにしたかったのかもしれないが、それは措おく。そんなことを追及して長生きできる者は、この宮きゆ廷うていにはいないのだから。

「では、この件はひとまず措く。叛はん徒とどもにはせいぜいぬか喜びをさせてやれ」

「お姉様!?」

「陛下、だ」

　北方の高山から吹ふき下おろす冷気よりも冷たく、クローデットはエリナを見下した。見み据すえた、でも見つめた、でもない。それは正しく、見下していた。

（お姉様？）

　それは、エリナが生まれて初めて感じる、掛かけ値ねなしの隔かく意いだった。

　被虐の喜びに酔ようことができるのは、そこに愛があるからだ。だが、その時、雷雲の女王の顔にあったのは、確かに冷たい侮ぶ蔑べつと、おそらくは路ろ傍ぼうの石でも見下ろすかのような無関心だけだった。

　ちくり、と何か、言葉にならない不安感と違い和わ感かんとが、螺ら旋せんをなす針のように、エリナの心に突き刺ささった。

　その針は小さくて目には見えなかったが、確かな痛みを伝えてきた。
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　ジェイコブ・モンタスパンにとって、港こう湾わん労ろう働どう者しやとしての四十年の人生は順じゆ風んぷ満うま帆んぱんとはいかなかったが、少なくとも満足のいくものだった。

　十二の時に徒と弟ていから始めて、三十の年には親方と呼ばれ、組合を構えるようになった。

　幾いく度どとなく窮きゆ地うちに陥おちいり、そしてその回数よりほんの少しだけ多い成功を収めてきた。

　ある者は彼を成り上がりとさげすみ、ある者は彼を親のごとくに慕したった。

　ある時は正直さを武器として立ち向かい、ある時には詐さじ術ゆつと脅きよ迫うはくとが彼の武器だった。

　二人の子供にとって彼は完かん璧ぺきな父親ではなかったが、少なくとも慕われるべき父親であり、最近になって迎えた若い後妻も、かいがいしく彼を支えてくれている。

　百点満点とは言わないが、すくなくとも八十点ではある人生。

　その彼の人生が、今まさに、木こっ端ぱみじんに、完かん膚ぷ無なきまでに、どうしようもなく、完璧に、崩ほう壊かいしようとしていた。

「うおおおおおおっっ！　なんじゃこりゃああああっっ！」

　巨きよ塔とうのごとき、何十トンもある荷物の山が、崩れていく。

　それは、彼が積み上げてきた信しん頼らいそのものだ。

　その災さい厄やくをもたらしたのは、魔まじ術ゆつ師しでもなければ怪かい物ぶつでもない。

「はわわわわっっ！　ち、違ちがうんです！　あ、あたしっ!?」

　ひとりの少女だ。

　彼の娘むすめよりも幼く見える、小柄なひとりの少女。

　────そう、確か、あらゆる職場を追い出され、行くところがない、と言って荷運びの日雇い労働に応おう募ぼをしてきた少女だ。

　名は、確かミリムと言ったか。

　そのドジはまさに、芸術品というほかなかった。

　たまたま彼女が倒れ込んだ時に、たまたま手にしていた荷物が固定している最中だった樽たるに直ちよ撃くげき、動き出した樽ははずみで木箱をなぎ倒し、なぎ倒された木箱から逃れようとするミリムのすっころんだ脚が、クレーンを固定する綱つなに引っかかって横木を倒し、倒れた横木は荷物を吹ふき飛とばし、そしてさらに被ひ害がいは広がっていき……。

　今では、この埠ふ頭とうに積み上げられた荷物が、神々の怒いかりを受けて打ち砕かれたといういにしえのアマラ王国の宮殿さながらに崩壊し、崩れ、砕け散ちっていた。

「ち、違うんです、あたし、そのっ……あのっ……！」

　もうもうたるほこりと煙けむりにまみれ、それでも涙を浮うかべながら必死に弁解しようとするミリムに、ジェイコブはただ、無情に首を告げた。

　もはや労働者ひとり首にしようがしなかろうが、趨すう勢せいに変わりがあるとも思えなかったが、そうする他にはなかった。

　なお、彼は知らなかったことであるが、この時の積荷は女王軍が魔ま導どう兵へい強化計画用に取り寄せた資材で、この港湾事故によって、女王軍の拡大は二ヶか月げつほど遅れ、後の情勢に少なからず影えい響きようを与あたえることになる。

　しかしそれは別の物語。いずれまた別の機会に語るとしよう。
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「どうしよう……はうう……どうしよう……」

　散々に説教をされて寮りようからも放ほうり出だされたミリムに、深夜の風が冷たく吹ふき付つけた。

　彼女が職場をたたき出されるのはこれが初めてではない。違うことがあるとすれば、最初の一度や二度のつまずきの頃ころと違って、故郷から持ってきたなけなしの路銀が完全に底をついていることにある。

「おなかすいたなあ……」

　もうまる二日、水以外のものを口にしていない小さな体を、高層建築から吹き下ろす風が容赦なく打ち据える。最初はあれほど華か麗れいに見えた町並みが、今は墓標か何かの行列のように見えた。

　ミリムの名めい誉よのために言っておくならば、彼女は一度たりとも仕事に手を抜いたことはないし、サボタージュをしたこともない。むしろ、常にこの小さな少女は、身を粉にして働こうとした。ただ、その結果がすべて裏目裏目に出た、というだけなのである。

　パンを焼けば消し炭を量産し、床を磨けば高価な陶とう器きを次々なぎ倒し、鍛か冶じ屋やで働けば建物を全焼させ、いかがわしい店の踊おどり子こですら、すっぽ抜けた酒さか瓶びんを客の股間に直撃させてつとまらぬ始末であった。

　幸いなのは死者はもちろんけが人もほとんど出なかったことで、それだけが奇き跡せきとは言えたが、そんな仕事に金を払う酔すい狂きよ者うものがいたためしはない。

　もはや彼女にとって、身にまとうわずかな布キレと、その肉体のみが持ち得る最後の財産であった。このままでは、故郷へ戻ることはおろか、明日の命をつなぐことさえままならない。

「こまった……な……」

　いつも楽天的なのが取とり柄えの彼女であったが、さすがに今日ばかりは打ちのめされていた。空腹は人から希望を奪うばう。空すきっ腹ぱらというのは時としてドラゴンよりも厳しい敵だ。

　問題なのは、ただ自分が飢うえているということではない。

　村に残された彼女の幼い弟や妹に仕送りをしてやれぬ、ということであり、それはすなわち、彼らが税の支し払はらいに困るであろう、ということであった。

　それはつまり、貧しいながらも自由民であった彼女の家族が、奴ど隷れい身分に落とされる、ということを意味している。

　金がないのは、今の王国においては首がないのと同じことだ。本当なら田畑を耕して、大地の収しゆ穫うかくだけで生きていけるはずなのに。

　すべてが変わってしまったのは、あの新しい女王、クローデットが即そく位いしてからだ。それまで物納、つまり収穫の何割、という税であったのが、毎年銀貨でいくら、という支払いに変わったのだ。

　それはつまり、不安定な収穫にかかわらず税を払わねばならぬ、ということであり、作物を安く買いたたかれれば買いたたかれるほど税の払いが厳しくなる、ということであった。

　両親を失い、ミリムと弟たちで耕している農地である。これまでは領主様とも古いつきあいであったから持ちつ持たれつで乗り切ってこられたが、都から来た徴ちよ税うぜ吏いりにはそんな義理人情などは通じなかった。

　払えなくても、払わねばならぬ。それが税金であるという。国民の義務として税を支払うことによって、それが社会に還元されるのだ、と徴税吏の若者は熱弁を振るったが、ミリムたちにしてみれば、それは体のいい強ごう盗とうと違いはなかった。強盗との違いがあるとすればただひとつ、それが暴力に根ざしているか、女王軍の武力に根ざしているかの違いでしかない。

　……いや、どちらも暴力であるという事実に違いはなかった、が。

「どうしよう……お金……稼かせがないと……」

　ミリムという少女に、明日の自分の食事とか、そういう考えはない。あるのは、ただ、家族を守らねばならぬ、という想おもいだけであった。

　そう、払えなくとも払わねばならぬ。見み透すかしたように徴税吏にくっついてきた高利貸しの差し出す訳のわからぬ証文にサインをして、土地を担保に今の暮らしを、少しだけでも守るしかなかった。

　……だから、今年の秋には、都合二年分の税を納めねばならず、そしてそんなことができるはずもなかった。

（だから都に出で稼かせぎに来たのに、どうしてあたし、こうなのかなあ……）

　涙に濡れた目がゆらいで、バランスがわずかに崩れる。

　一度崩れると、疲つかれた体はそれを支えられない。

　脚がもつれ、上体が泳いだ。薄い胸が、宙を、泳ぐ。

「おっと」

　かしぐその細い腕うでを、誰かの手がつかんだ。

「やっと見つけたぞ」

　少女の声であるのに、力強く、しかしどこか酷こく薄はくな声。その声は、鍛きたえられた鋼を思わせる。

「お主にこんなところで死なれては困るでな」

　ゆっくりと顔を上げたミリムが見たのは、自分とさして年の変わらぬ、ふわふわの髪かみをしたドワーフの少女だった。

「あなた……は？」

「わしか、わしは鋼鉄参謀ユーミル。しかし」

　じいっ、とユーミルと名乗った少女は、老成したまなざしでミリムの瞳を見据えた。

「おまえはこれからわしのことを、ご主人様、と呼ぶことになる」

　にっ、とドワーフの少女は唇くちびるの端はしをつり上げるようにして笑った。

　悪あく魔まの笑えみだった。
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　この得体の知れない少女にミリムがついていくつもりになったのは、ひとえにユーミルが前金で金を、それも彼女が見たこともないほどの銀貨の袋ふくろを与えてくれたからだ。

「お主がわしの期待に応こたえてくれたならば、この袋と同じだけの金貨をやろう」

　得意げにドワーフはそうもささやいたが、言われたミリムは、「はあ」としか答えることができなかった。

　なにしろ金貨など生まれてこの方見たこともないのである。聞いた話によると金貨十枚が牛一頭ほどだ、ということだが、それがどれほどの値打ちなのかというと、やはり「はあ」という他ない。

「ここじゃ、ここが、お主がこれから住まう場所となる」

　それは、宮殿と見まがうような施し設せつであった。

　巨きよ石せきから切り出された円柱がたちならび、あまたの美闘士たちをかたどった立像が林立する。その中央にそびえるのは、黄金と白金で彩いろどられた、城とも墳ふん墓ぼともつかぬ、半円形のドームであった。

「お城……ですか？」

「まさか」

　ふふん、と先行するユーミルは薄い胸を張って、ドワーフたちが細工物や鍛か冶じの産物を自じ慢まんする時にするあの得意げな笑みを浮かべた。

「我が陛下、女王クローデットの城はこんなものではないよ。望ぼう楼ろうも塔とうも、細工物のすばらしさも何もかもくらべものにならぬ。無論、あれもわしが指揮を執とったのじゃがな」

「へええ……」

　ユーミルは熱ねつ烈れつな賛辞を期待していた風であったが、実のところミリムは完全に飽ほう和わしてしまっていて、銀貨と金貨の違いがわからないように、この建物よりもっとすごい宮殿、などというものを想像することはできなかった。

　誇ほこり高たかきドワーフの乙女おとめは少しだけそれに不満そうだったが、やがて、自分の生み出した建築物に魂たましいを飲み込まれているのはそれはそれで悪くないことだ、と考えるようにしたようだった。

「それで、あの」

「ん？」

　問おうかどうしようか、と悩なやんでいたミリムが決意をして口を開いたのは、半円のドームから渡わたり廊ろう下かで結ばれた小さな石造りの建物の扉とびらに、ユーミルが鍵かぎを差し込んだ時だった。

「あたし、何をしたらいいんですか？」

「ああ、まだ話しておらなんだか。失敬失敬。お主を見つけるのにだいぶ手間取ったでな。つい話した気でおったよ」

　大きさの割にひどく重たいことがわかるその扉をゆっくりと開きながら、ユーミルはひどく無む邪じや気きに笑った。

「人体実験じゃ」
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　見上げる月だけは、あの日と変わらない。

　……少女の頃は、信じていた。

　戦い、気高く生きていれば、その先に必ず輝く明日が待っていると。昨日よりよい今日、今日よりも美しい明日。自分と、レイナとエリナの三姉妹ならかならずそれができる、と信じていた。

　けれど。

　ちゃぷ、と音を立てて、クローデットは血の色をした薬湯を手ですくって、肩かた口ぐちにふりかけた。戦意を高こう揚ようさせる香の匂においが、つるっとしたローション風の湯に乗って、肩けん胛こう骨こつから乳房の曲線を伝って、桜色の乳ち首くびに到とう達たつして、また水面に落ちる。

　女王専用の浴場は、小さな宮殿ほどにも広く、そして空くう虚きよだ。

（こんなものが、私の求めていた明日なのか）

　その手を伸のばし、月を指さす。少女の頃よりずっとたくましく、そしてずっと美しくなった腕。けれど、その手はまだ、月には届かない。きっと、永遠に。

「キルウカティスの叛乱はどうなっているか？」

　上半身をゆるくカーブした浴よく槽そうの壁にゆだね、肉付きのよいふとももと、そこから伸びるすらりとしたカモシカか雪ゆき豹ひようのような脚を虚こ空くうに投げ出す。水面近くまで浮かんだ股こ間かんを絶妙にくすぐる薬湯の心地が、せめてもの慰なぐさめだった。

「はい、女王陛下。今し方、領主ベーリック伯はくより降こう伏ふくの申し出が」

「そうか」

　背後に控ひかえる女官に振ふり向むいて見せるような必要はない。臣下たちだけが、自分を見ておればよい。自分から何かを見るようなことは、女王の振る舞いではない。王の孤こ独どくは、誰とも分かち合わぬ。

（だから、私はもう、レイナを追わないと決めたのだ）

「ベーリック伯は斬ざん首しゆ。財産は国庫に没ぼつ収しゆうし、家族はことごとく奴隷身分に落とせ。叛乱に共きよ謀うぼうしたものたちも同じだ」

「……ベーリックめに強要されて兵となったであろう農民たちもですか？」

　女官から鼻白む気配が伝わってきた。確か、士官学校から先週抜ばつ擢てきされてきたばかりの新人だったか。王たるものの振る舞いがわからぬのも、やむを得ぬ。

「当然だ」

　傲ごう然ぜんたる裸ら身しんを月光の下もとにさらし、クローデットは立ち上がった。その全身から、赤い薬湯がしたたって、艶えん麗れいな肌はだ身みを輝かせる。

　女官のすぐ前、獅し子しをかたどった彫ちよ刻うこくにその尻を降ろすと、女王はその脚を高々と組み合わせた。何もかも、恥はじることなく露ろし出ゆつし、若い女官を見据える。

「舐なめよ」

「……っ！」

「二度は言わぬ」

　黒くろ髪かみをショートにしたその若い女官は、クローデットの親指をおずおずと舐めた。ぬめりを孕はらんだ赤い湯がなめとられ、舌が敏びん感かんな指の腹を撫なでる。

「そうだ」

　しばらくクローデットは女官の不慣れな舌使いを楽しんでいたが、やがて不意に、その親指をぐい、と女官の唇にねじ込んだ。

「……んっ……!?　ぐっ……ふぁっ……」

「噛かむなよ。噛めば、殺す」

　クローデットの指が、女官の頸けい動どう脈みやくを撫でた。それは愛あい撫ぶするようにも、その爪つめを突つき立たてて血しぶきを味わおうとするようにも見えた。

「問おう」

「ふぁっ……ふぁい……へいかっ……んっ……」

　口調は冷静なままに、しかしクローデットの指だけは激しく女官の口こう腔こうを陵りよう辱じよくしつづける。

「おまえは今、私の命に応えた。それは私を正しいと認めているからだ」

「は……はい」

　首筋から耳たぶを、そして黒髪を。クローデットの指が撫でる。

「……人はみずから正しいと認めたものにかしずくことで生きていくことができる」

「ふぁっ……！」

「正しさは、心が選ぶ。だが、本当にそれが正しいかどうか証明するのは、選んだ者ではない。選ばれた者だ」

「えらばれた……もの……？　っ……くっ……」

「舌を止めるな」

　強者に従属する官能に支配されそうになる若い部下を、クローデットは冷たく叱しつ咤たした。

「は……ふぁいっ……陛下っ……あんっ……」

「ベーリックを支持した者どもにも、心はあった。愚おろかであってもな」

「んっ……あっ……ら、らめですっ、それ以上はっ……ふぐうっ……」

「賢けん明めいであれば、たとえ強要されたとしても、伯はく爵しやくの寝ね首くびをかいたろう。そうしなかったのは、そやつらが無能だからだ。それは、罪であろう」

「つ……み？」

「罪だ」

　クローデットの指が、ねぶるように女官の粘ねん膜まくをこする。

「罪には罰が必要だ。愚かであること、無能であること。それは罪だ。罰されねばならぬ」

　クローデットはふたたび立ち上がった。

「罰は、私が下す。もっとも強く、もっとも美しい美闘士である私に従わぬ罪への罰を、な」

　月を背に、クローデットは神こう々ごうしいまでに傲ごう慢まんな笑みを浮かべた。

　それはたとえ神であっても己に従わぬものは許しておかぬ、そういう笑みであった。

　女官はただ、その姿にひざまずく他なかった。

　それが彼女の、選せん択たくだった。
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「罪、か」

　円柱の陰で、エリナはみずからの爪を見つめた。

　牙きばの暗殺団首領である彼女の隠行の技は、大陸でも並ぶものがない。湯ゆ浴あみに興じるクローデットとて、彼女が浴場の天てんじ井よう近くに潜ひそんでいることに気がついてはいないだろう。

　賢かしこき者、強き者。

　それが支配する新しい王国。それは、因習を打破し、迷めい信しんを打うち砕くだき、社会の迷めい妄もうに理性の光を与える新時代になる、そのはずだった。

　間ま違ちがっている、とはエリナは思わない。

　事実、長年の特権の上にあぐらをかいていたものたちは倒れ、腐ふ敗はいと退たい嬰えいは一いつ掃そうされた。

　そう、彼女たちの父も。

　強さこそが正しいこと。

　それはクイーンズブレイドが定めた、唯一絶対の掟おきて。

　けれど、それならば。

「どうして、レイナお姉ちゃんはここにいないんだろう？」

　レイナこそはエリナの正義。それは絶対の正義。

　その絶対の正義が女王を支持せぬというならば。

（あの頃は、お姉ちゃんに戻もどってきてもらえば、それでいいと思っていた）

　最後のクイーンズブレイド、灼しや熱くねつのようなあの日々。

　その頃のエリナは、姉を力ずくででも伯はく爵しや家くけに引きずり戻して、姉の心を砕いて、そうしてしまえば、すべてが正しいのだと思っていた。

　……今も、そう思っている。

　いや、そう思おうとしている。

　けれど、そうは思えない。

　クローデットの言うとおり、女王に従わぬことが悪である、愚ぐ劣れつであるというのなら。それはつまり、レイナが悪であり、愚劣であるということだ。

　だが、そう考えることはできない。

　だとすれば、自分はどうするべきなのか。

　あの紫むらさ色きいろの髪をした脳天気な女は、自分の正義の意味について悩むことがあるのだろうか、と不意に考えて、エリナは少し可お笑かしくなった。

（だって、そうじゃない）

　ふわり、と音もなく、天窓から王おう都との闇やみへと体を躍おどらせる。

（この世に、レイナお姉ちゃんと比ひ較かくすることができるものなんて、あるはずないのに！）
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「人体実験……!?」

「ああ、そうじゃ」

　あどけない顔に似合わず、いやあどけないからこそその言葉の意味を理解しておらぬような邪じや悪あくさで、ふわふわ髪のドワーフ娘はほほえんだ。

　背後には、死者の軍勢のように立ち並ぶ無数の甲冑と、否いや応おうなく死を暗示せずにはおかない大量の剣けんや矛ほこ。棚たなに無造作に並べられた薬物には、緑や紫むらさきのおどろおどろしい色がつけられ、危険を示す赤いラベルが貼はられている。

　そのような研究室に通されて、一いつ介かいの季節労働者に過ぎないミリムが平静でいられるはずもなかった。

「なに、お主を溶とかして霊薬エリクシルの材料にしようとか、合成獣キマイラにしようというのではない。ただ、新型の甲冑を使ってもらいたいだけじゃよ」

「かっちゅう……ヨロイ、のことですか？」

「そうじゃ」

　ユーミルは、まるでお気に入りのおもちゃを見せびらかす子供のように、研究室の中心に置かれた甲冑の部品を手に取った。それは水すい晶しようとも金属ともつかぬ輝かがやく何かでできており、見たところ甲冑というよりは、下着かさもなければ踊り子の衣装の一部のように見えた。

「でも、あたし、戦いなんて……ていうか、剣だって槍やりだって触さわったことも……」

「そこじゃ」

　我が意を得たり、とばかりに、ユーミルはずい、と身を乗り出した。

「お主、いくさ人に必要なものは何だと思う？」

「え、え……それはやっぱり、すっごい剣の技とか、魔ま法ほう、とか……」

「そうじゃ。世の馬ば鹿かどもは理解しておらんが、いかに優ゆう秀しゆうな兵器をそろえたとしても、それを使いこなせる兵士の育成には長い時がかかる。たとえば、長ちよう弓きゆ兵うへいひとりを取ってみても、一人前になるまでには六年、その後も週に二日は訓練に専念させねばならぬ。ましてそれが魔導兵器や攻こう城じよ兵うへ器いきともなれば……」

「えーっと、その、それじゃなおさらあたしなんか……」

「わかりの悪いやつじゃな」

　こん、とユーミルはミリムのおでこを小こ突づいた。

「もし、訓練なしで使える兵器があるとしたら、どうじゃ？」

「え、えーと……それを着れば、あたしでも、戦える、ですか？」



    

  
    
      「うむ！　そうじゃ！」

　今度こそ上じよ機うき嫌げんになって、ユーミルは甲冑をずい、と突き出した。

「この甲冑は未だ実験段階故ゆえ、なまじな体力のものでは身につけることができぬ。その点でお主は最適じゃった。あらゆるヘマをやらかし、数々の現場で大災厄を引き起こしながら、決して傷つかぬ無敵のドジッ娘！　まさにお主こそわしが探し求めた人材じゃった！」

　決してほめていない、いやむしろ罵ば声せいに近い言葉を、聖せい剣けんを見いだした勇者のような熱っぽさで語るこのドワーフを見て、ミリムは今度こそ初めて、都というのが恐ろしいところであることを悟さとった。

「でもそれってつまり、あの……あたしが女王陛下のために戦う、ってことですか？」

「うむ！　もちろん、拒こばむなどとは言うまいな？」

「え、ええ!?　で、でも……」

　それが何を意味するかは、わかる。人を殺し、そして殺される、ということだ。

「もちろん、わしは強要はせん。が、女王の都広しといえど、お主のようなドジをやとう物好きはおるまいし、おったとしても、見つけ出すまでにお主は飢うえ死じにすることになろう。どうじゃな？」

　それは、選せん択たく肢しの顔をした強要だった。選ぶことに何の意味もない、そんな選択。この王国で今や、自由競争という美名をかぶって横行している、傲慢な脅迫の姿だ。

「……いずれにせよ、お主の自由じゃ」

　自由。死か、それ以外か、という酷薄な自由。

　それでも。

　それでも、残された弟と妹のことを考えるなら。

　選ぶべき道はやはり、ひとつしかないのだった。

「……わかり、ました」

「そうか。うむうむ。この鋼鉄参謀、悪いようにはせぬゆえ、安心して参れ。な？」

「……はい」

　ミリムは差し出された下着にしか見えぬ、あるいは下着そのものであろう甲冑を握りしめた。

（だって、こうするしかないんだもの）

　それは有史以来、弱い者たちが呪じゆ文もんのように口くちの端はに上らせる、あきらめの文句だった。



    

  
    
      第四章：‥超ちよう振しん動どう戦いく乙さお女とめ、叛乱軍を急きゆう襲しゆうすること





　ユネスガルドの街は、解放から一週間以上の時を過ぎても、歓かん喜きの声が絶えることはなかった。

　それはただ、支配者が替わった、ということではない。

「たいしたものね」

　アンネロッテやユイットはもちろん、普ふ段だんはシニカルなソニアさえ、その光景にはいささかならず誇らしげになった。

　三人と一機の機械人形は、ユネスガルドの望楼から、ひとびとの笑え顔がおで埋うめ尽つくされた大通りを見て、大いに満足した。

　それほどまでに人々は歓呼して、自由と解放を迎むかえ入いれていた。

「……本当に、ひどかったんだね。お兄ちゃん」

「ああ」

　圧政を思って、アンネロッテは唇をかみしめた。

　旗はた揚あげするまでの間、彼女が見てきたあらゆる街でそうだった。強い者がよりさらなる金と権力をむさぼり、弱者はただそれに踏ふみつぶされるだけの日々。

　誰だれもそんなことを望んだわけではないのに、クローデットの作り出した社会体制は人の欲望を加速させ、心をすさませる。

　それに抵てい抗こうできるものがあるとすれば、気高さだけであろう。

「だから、私たちは次の手を打たなければならない」

「次の手？　あら、しばらくはここに腰こしを落ち着けるんだと思ってたのに」

「ソニア」

　露ろ骨こつに渋しぶい顔をした義妹いもうとたる狙そ撃げき手しゆを、アンネロッテはたしなめた。

「私たちも義勇軍とはいえ、結局のところ平時においては何ら生産に寄き与よしない集団だ。今は、破は壊かいされた町の復興に協力する、という大義名分で、ユネスガルドの人々から金品や食料の供給を得てはいるが」

「……うーん、早晩ほっとけば、あの領主と同じ無む駄だ飯めし喰ぐらいになっちゃう、か。確かにそれは、ぞっとしないわね」

「ああ。私たちが小麦を育てたりパンを焼くわけではないのだからな」

「でも、だからってまた荒こう野やをうろうろするつもり？　私やユイットはともかく、彼らはどうかしれないわよ」

　くいっ、とソニアは、あごの先で中庭に集っている義勇兵たちを指した。

　彼らは、各地を放浪し、アンネロッテが集めてきた同志たちである。長い放浪に披露した彼らは、屋根のある生活、思う存分足を伸ばしてくつろげる日々を満喫していた。

「いっぺん屋根のある暮らしをしちゃうと、なかなか人間、無目的にうだうだできるもんでもないわよ。もちろん、今のままだらだらしてるのがいいんだ、とは言わないけど……」

「それは……そうだな」

　目的があれば、人間はたいていのことには耐えられる。飢えも、渇かわきも、放浪もそうだ。

　だが、街の人に迷めい惑わくをかけないために、あてもなく荒野をさまよえ、と言われてそうできる人間は多くはないだろう。

　何のために戦うのか、誰のために戦うのか。それを提示されない軍隊は、烏う合ごうの衆しゆうよりもたちが悪い。

『飢えた軍は、餓が狼ろうに等しい』

　それがアンネロッテの父の口くち癖ぐせだった。

　彼は辺境の戦場で、補給の途と絶だえた兵たちが、生きるためにやむなく、さまざまな蛮ばん行こうに及んでは、騎き士し団だんによって処断される光景を見てきたのだ。

　といって、人々を飢えさせたのでは意味がない。

「いずれにせよ、誰かに苦行を強しいるのでは、女王と同じか」

「そういうこと。自分の家族を守りたいとか、美味しいご飯が食べたいとか、ぐっすりベッドでお昼寝したいとか……大義名分もひらたくいえば、そういうことでしょう？」

「そういうことに、なるな」

　とはいえ、ここで無む為い徒とし食よくを繰くり返かえしていても、早晩、義勇軍は街の厄介者になってしまうだろう。

「そういう言い方をするってことは、姉さんも“〝打つ手”〟を具体的に考えているわけではないのね」

「次なる積極的行動が必要だ、という以上のことは、まだな」

　アンネロッテは少し苦笑いをした。目の前に敵がいて、それをただ打ち倒している時のほうが、よほどに気楽というものだ。

「ある意味では、勝つ前のほうが気楽だったな……」

　まったく、女王に挑いどんだ時の自分ときたら思えば気楽なものだった。集団を率いるとなると、勝った負けたの殴り合いだけではとうてい話が前に進まない。

　ふぅ、と望楼の壁かべに身をもたれかけさせて、アンネロッテはため息をついた。

「勝かち戦いくさより負け戦のほうが気楽なものよ。その場のことだけ考えていればいいんだもの。でも、勝ってしまえば次のことも考えなくちゃ。本当、面倒なものよね」

「でも、大丈夫だよ」

　そう言ったのは、ユイットだった。

　傍らの錬金鋼人ヴァンテの差し出した太めのプレッツェルをくわえて、にっこりと笑っている。

「え？」

「今はとにかく、このユネスガルドに腰を落ち着けて、のんびりしよ。お風ふ呂ろにでも入って、ね？」

「ちょっと、またお風呂？　ふやけちゃうわよ!?」

「いーからいーから。お風呂は何度入ってもいいんだよ～。ほら、お兄ちゃん☆」

「え、ええ!?　ユイット!?」

　ぎゅ、とユイットがアンネロッテの細い腰を抱だいた。

「ん～～ 、お兄ちゃん、大好きっ」

「ちょ、ちょっと！　お、お前さっきまでの話を聞いてなかったのか!?」

「聞いてましたよぉ」

　えへ、と笑って、ユイットはアンネロッテの胸の谷間ごしに、いたずらっぽく笑ってみせた。

「このユイットに策ありです。大船に乗ったつもりで、まかせておいてください」

「ほ、本当か……!?」

「はーい。だからお風呂、お風呂っ」

　そう言いながら、ユイットは巧たくみな手つきで、アンネロッテの腰こし鎧よろいを脱ぬがせ始はじめていた。

「ちょ、ちょっと！　ユイット！　や、やめて！　こ、こんなとこでこんなこと、誰かに見られちゃったら……っ」

「だいじょうぶですよぉ。この塔はユネスガルドで一番高い建物ですから、こっちから下は見えても、下から見上げることはできないです」

「そ、それでも、も、もし万が一のことがあったら、わ、私……はうっ……だ、だめっ……ゆ、ユイット、そんなとこくすぐっちゃだめえ……」

「力抜ぬいてくれないと、脱がせられないですよぉ」

「な、なにもこんなところで脱がさなくても……いい……だろっ……！　ソニア、あ、あなたも見てないで……助けて……っ！」

「ユイット！　姉さんをひとりじめなんてずるいわ！　そんなうらやましい、じゃない、よくないこと、すぐにやめないと……！」

　呆ぼう然ぜんとその光景に半ば見ほれていたソニアは、はじかれたように義妹の凶きよ行うこうを止めようと身を乗り出した。

　だが、それがさらなる悲劇を呼んだ。

「だめっ、ソニアお姉ちゃん！　落ちる、落ちる！」

「きゃ、きゃっ！」

　ソニアの体重がかかったアンネロッテのバランスが大きく崩くずれたのだ。

　もちろん、鍛え抜かれた騎き士し姫ひめのこと。本来ならば、自分のバランスを保つことなどたやすいことである。

　だが、無理に踏ふん張ばれば、義妹のどちらかに無理な力がかかって、けがをさせる恐れがあった。

　だから、アンネロッテはみずからの上半身をあえて倒れ込ませて、その危険を避さけた。

　が、下半身だけ甲かつ冑ちゆうを脱いでいる、というイレギュラーな状じよう況きようは、彼女の予測を超こえていた。すなわち、重い上半身だけが、とくに重い胸に流される形で、望楼の手すりから身を乗り出す形になったのである。

「お、落ちる……っ!?」

「お兄ちゃん！」

　あわてて、ユイットがその腰に手をかけた。

「ひゃん！」

　それがよくなかった。

　ユイットの小さな手と、かぼそい筋力では甲冑姿のアンネロッテの落下ベクトルを支えられず、鎧よろ下いしたのショーツだけを脱がす格好になったのである。

　無論、すべて脱げたりはしない。

　布地が腰の真下あたりでとどまった状態、俗ぞくに言う“〝半脱ぎ”〟である。

　先々代女王の頃、美闘士たちの彫ちよ像うぞうを商あきなう土産みやげ物もの屋やの店主たちの間で、完全に下半身が露出しているほうが美しいか、あるいは半脱ぎが望ましいかで、帝都を割るほどの争乱が起きたという、あの“〝半脱ぎ”〟である。

　それほど、紫色の布地がごくわずか、大切な部分だけを覆おおう形になったアンネロッテのヒップは見事なものだった。

「っっ……あっ、これっ、えっ!?」

　さらに、アンネロッテにとって間の悪いことに、胸の甲冑が望楼をかすめた衝しよ撃うげきで、乳ち房ぶさを覆う鎧の金具が外れ、乳房があらわになった。正確には、あらわになるところを、彼女の手がすんでのところで覆い隠かくした。

　それはいい。

　だが、それはつまり、下半身だけを望楼に引っかけたアンネロッテの両りよ腕ううでが、よりにもよって使えなくなった、ということを意味している。

　がら、と望楼のレンガのひとつが崩れた。

「ヴァンテ、お兄ちゃんを！」

「だめ！」

　錬金鋼人に救出を命じようとしたユイットを、いつになく厳しい口調でソニアが制止した。

「どうして、ソニアお姉ちゃん!?」

「この塔、相当な安やす普ぶ請しんよ。お姉様の鎧の重みだけで、手すりが崩れかかってるわ」

　ぱらぱら、と崩れたレンガの端から、石のかけらが虚空へと落ちていく。それはつまり、崩れかかっているのが一部だけではないことを意味していた。

「そんなところに、ヴァンテの重みがかかったら」

「完全に崩れて、アンネロッテお兄ちゃんが落ちる……!?」

「わ、私のことはかまわない。お前たちだけでも無事なところに……」

　アンネロッテは気きじ丈ように振ふる舞まっていたが、胸を隠した体勢のままではどうすることもできなかった。背筋だけで起き上がる事もならず、といって半脱ぎのショーツのままでは腰をうかつに動かすこともできず、腰の動きによって、塔の外がい壁へきに張り付くのが関の山だった。

（人を呼ぶ────!?）

　ソニアはそう考えたが、すぐにその考えを捨てた。いくらなんでも、叛乱軍の英えい雄ゆうのこんな姿を、衆目にさらすわけにもいくまい。

「とにかくそのままお姉様の足を押おさえるのよ、ユイット！」

「う、うん！」

「私の力で、このままお姉様を引き起こせれば……！」

　かがみこんだユイットがアンネロッテの足を半開きにさせて固定した。

　お尻しりを突つき出したアンネロッテの後ろから、ソニアがのしかかるようにして回り込む。

「やれるか……？」

　腰こし骨ぼねをアンネロッテの尻肉に押し当て、ソニアは左手を壁に、右手をアンネロッテの肩に回して上半身を引き起こそうとした。

「す、すまない、ソニア……」

「いいから、姉さんは余計な心配をしないで！　起こすわよ！」

「……だめっ！　離れて！」

「え!?」

　がら、と今度こそ、ソニアが体重を預けた望楼の壁へき面めんが崩れた。アンネロッテが体を揺ゆすってはね飛ばさなければ、ソニアも同じように落下していたことだろう。

　だがそれが、アンネロッテの体勢を決定的にした。

　今や彼女は上半身どころか、股また下したのあたりで望楼に引っかかってしまい、いつ落下してもおかしくない状態になってしまったのである。

「や、やっぱり……手を使うしかないんじゃない？」

「そ、そうは言うけど……」

　手を離せば乳房があらわになる。手を離さねば、いずれ下に落ちる。

　どちらも選べぬまま、時だけが過ぎていく。

「そうだ！」

　突とつ然ぜん、幼い軍師は立ち上がって、ぽん、と手を打った。

「考えがあるの！　大丈夫、これでうまく行くよ！」

「どうする!?」

「まず、ヴァンテ、お兄ちゃんの足を押さえて！　そのまま、閉じさせちゃだめ！　今のまま、固定するの！」

「えっ、あっ……」

　ちょっと、まて、とアンネロッテが狼ろう狽ばいするより早く、ヴァンテは精密かつ素す早ばやい動きで、アンネロッテの両足と腰とをがっちりと固定した。

「ソニアお姉ちゃん！」

「ええ！」

「そのまま、お兄ちゃんの鎧を全部脱がせちゃって！」

「よし…………って、ええっ！」

　不敵なソニアもその言葉には思わず驚きよ愕うがくし、アンネロッテは手ブラのまま硬こう直ちよくした。

「いいいいい、いったいなんでそんなことをっ!?」

「お兄ちゃんがバランスを崩して落ちそうになってるのは、上半身の甲冑が重いからです！」

「なるほど！　上も下もムイちゃって、上下の重さの釣つり合あいを取ればいいのね！」

「はい！」

「ちょ、ちょっと待て！　何か、何かおかしい！」

「大丈夫だよっ！　暴れないでっ！　これが一番合理的なんだから！」

　何せことは一刻を争あらそうのである。もはや悩む余地は寸すん毫ごうもない。

　暴れるアンネロッテをがっちりとヴァンテが押さえ込み、ソニアの魔ま手しゆがアンネロッテの背中から滑すべり込こんだ。

「きゃああっ！」

「暴れると余計落ちるって！」

「で、でもっ……ひゃうっ……そ、そのっ……おなかっ……くすぐったいっ……」

「腹鎧が一番重いんだから我が慢まんして！」

「それはっ、そうだけどっ、あのっ、でもっ、そこに手を入れられると胸がっ……だめっ、脇わきの下、だめっ！」

「ああっ、だから暴れちゃだめ！」

　そう言われても、暴れずにはおれないのがアンネロッテの乙おと女めご心ころである。

　下半身がほぼ全ぜん裸らなのをすっかり忘れて、お尻から足をバタバタと跳はね上あげる。その有様は、水みず揚あげされたエビのようだ。

「だ、だめっ！　ユイット、ソニア、ふたりとも、やめてっ、それ以上脱がされたら、ほんとに、ほんとにっ」



    

  
    
      「ああああっ、や、やめっ、姉貴っ、バカ力出すなっ！」

　両手の間から乳首が覗のぞくのもかまわず、アンネロッテが大きく身をよじった。その力に振られて、ソニアの体が泳ぎ、その二人を押さえ込もうとしたヴァンテが踏ん張る。

　がら。

　がらがら。

　がらがらがら。

　がらがらがらがら。

　それが、とどめとなった。

　安普請の望楼は、三人と一機の重量に耐えられず、完全に崩れたのである。

「きゃあああああっっ！」

「うわあああああっ！」

「おにいちゃあん!!」

　三者三様の悲鳴を上げ、落下していく三人。

　城の中庭がぐんぐんと視界の中でクローズアップされて、迫せまってくる。

　いかに美闘士とはいえ、この高さではただではすむまい。アンネロッテとソニアは鍛えているからともかく、幼いリトルエルフのユイットには、およそ致ち命めい的てきな高さだ。

　だん。

　崩れる外壁を、何かが蹴けった。

　矢のように走る、影かげ。

「ヴァンテ！」

　関節部から錬れん金きん術じゆつの煙を噴ふいて、美女の姿をした錬金鋼人が飛んだ。見れば、落下中のユイットが命令用のルーン文字をものすごい勢いで操縦器に書き込んでいる。

　崩れるがれきを次々と蹴って、落下する三人より早く、庭めがけて飛ひし翔ようする。

「！」

　ヴァンテの瞳ひとみが輝いた。

　頭から急降下すると、地表すれすれで宙返り。姿と重量に見合わぬ身軽さで、無表情に両手を伸ばす。

「捕つかまって、お兄ちゃん！」

　もちろん言われるまでもない。こうなれば羞しゆ恥うちも何もなく、アンネロッテは愛する妹ふたりをぎゅう、と全裸の上半身に抱きしめた。

　三々五々、それぞれの方向に流れていくはずだった体が、アンネロッテの落下方向ひとつに統一される。

　それを見定めて、ヴァンテがキャッチの体勢に入った。

「よしっ！」

　がしっ。

　鋼の腕が、二人をぎゅう、と抱きしめるアンネロッテを受け止める。

　がしっ、ぐいっ、と音がして、ヴァンテの足が衝撃を吸収する音がした。

「ふい……い～～」

　ソニアはため息をついて、自分たちが落下した望楼の高さを再さい確かく認にんした。

「まったく、たいしたもんだぜ、この人形はよ」

「そうだな。最初から、ヴァンテに任せればよかった」

「あーん！　私だって一いつし生よう懸けん命めい考えたのにっ！」

「はは、それはそうだな。ありがとう、ユイット」

「てか、そんなことより姉貴、服、服！」

「うわあっ！　ちょ、ちょっと待ってくれっ！　だ、だめっ！　見ないでっ！」

「あはははっ！　ね、お兄ちゃん、このままお風呂、お風呂っ！」

「引っ張らないでーっ！」

　他た愛あいのない毎日、他愛のない笑顔。

　あまりにも騒さわがしい、そんな日々。

　つらいことも、不安も、山のようにあるけれど。

　きっと越えていけるのだ、とアンネロッテは思った。
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　果たして、ユイットの読み、動きを待つという狙ねらいは当たった。

　それから一週間もせぬうちに、ユネスガルドからさほど遠くない辺境の三つの街で、女王軍に対する叛はん乱らんが起きたのだ。

　彼らは圧政を敷しく代官を打ち倒し、アンネロッテの解放軍に協力を要よう請せいしてきた。

「どうして……いきなり、人々がこれほどに？」

　これまで、叛乱はクロイツ辺境伯領のような特とく殊しゆな事情を除けば、特権を取り上げられる貴族たちの叛乱に限られていた。市民が自発的に立ち上がることなど、アンネロッテは期待はしていても、現実的だと思ってはいなかった。

「宣伝したんだよぉ。がんばったの！」

　えへん、とユイットは小さな胸を精せい一いつ杯ぱい張った。

　ユネスガルドが騎士姫アンネロッテによって解放された。

　それは、無敵の女王軍が、倒せない存在ではない、という証明だった。

　自分たちでも圧制者に抵抗することができる。アンネロッテは、その力を与あたえてくれる解放者だ。

　そういう声が、広がり始めていた。

「なるほどね。周りの人たちに、自発的に姉さんをかつぎあげてもらうってことか」

「どういうことだ？　ソニア」

「私たちのほうから協力を頼たのめば足あし下もとを見られる。でも、姉さんをアテにして蜂ほう起きした人たちは、姉さんを頼りにせざるを得ない。食べ物やお金にしたって、少しは無理して援助してくれるでしょ」

　ウィンクして、ソニアは「自分の価値をつり上げて男に貢みつがせるのはいい女の条件よ」と付け加えた。

「そういうものか……？　私は、自分の身の丈を無理に大きく見せるような婦人を好ましいとは思わないが……」

「あら。程度の問題よ。服に気も遣つかわない、化けし粧ようもしない、お風呂にも入らない、ってのは飾らないんじゃないわ。単に他人の不ふ愉ゆ快かいな顔を気にもとめないということよ」

「成る程な」

　根が素す直なおなアンネロッテは、その言葉に納なつ得とくをした。

「しかし、女王軍もこれだけ派手な叛乱を起こされては黙だまってはいないだろう。もちろん、迎むかえ撃うつのは望むところだが、策はあるのか、ユイット？」

「はい、お兄ちゃん！」

　ユイットは目を細めてにっこりと笑った。

「女王軍に、おかねとごはんを持ってきてもらうんです！」

「な、何……!?」

　アンネロッテばかりか、世慣れたソニアまでもが目をむいた。

「まかせておいて！　どーんとお財さい布ふの心配をしなくてすむようにしてみせるから！」
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「またもアンネロッテめに敗れた、と？」

　報告を聞くなり、クローデットは将軍の首をはね飛ばした。

「責を果たせぬ者には、死あるのみ」

　ユネスガルドを中心にした叛乱が勃ぼつ発ぱつしてより、すでに地方軍は三度兵を派は遣けんし、三度ともに敗れていた。

「正面からまともに戦って敗れるほどの兵力差か？」

「否いや」

　ずい、と玉座の闇から進み出たのは鋼こう鉄てつ参さん謀ぼうユーミルであった。

「無論、アンネロッテは強く、その義妹たちもあなどれぬ美闘士じゃ。しかし、奴やつらは輜し重ちよ隊うたいを集中的に狙うことで、わしらとの正面対決を避けておる」

「……補給部隊か」

　ふむ、とクローデットは形のよい胸を揺らした。

　あのイノシシのようだった騎き士しにも、少しは戦いの駆かけ引ひきというものが見えてきたらしい。当人の成長か、あるいは優秀な軍師がいるのか。

　いずれにせよ、優秀な者が生まれてくることは喜ばしい。競争とたゆまぬ闘とう争そうなくして、そこに進化はない。

「うむ。無論、占せん領りよ地うちにせよ、損害にせよ、陛下の統すべる王国全土から見れば蚊かの涙なみだ」

「しかし」

　ぎしっ、と音を立てて、女王は深く玉座にかけ直した。その瞳ははるか天を見み据すえており、ユーミルを見てはいない。そして、ユーミルもそのようなことを気にかけたりはしない。

「その蚊の涙を侮あなどって、亡国の糸口を開いた君主は、古来、枚挙にいとまがない」

「いかにも。当方の補給線の長さを利して、国庫に損害をかける策じゃろうて」

「では、どうする、鋼鉄参謀」

「翻ひるがえれば、我らが出兵すれば、アンネロッテは受けて立たねばならぬ道理」

「なるほど」

「盗ぬす人びとにも三分の理と申すが、きゃつら叛乱軍は我ら女王軍のいわば影。我らと戦っていればこそ、革命気取りができる奴らじゃ」

「輜重隊を編制して、叛乱軍をつり出だすか」

「うむ。今こそあれを使う時じゃろう」

　ユーミルはうやうやしく、そして邪悪にほほえみながら一礼した。その動きは、幼い少女というよりは、老練な謀将のそれであった。

（妙みような……？）

　ひとり、その鋼鉄参謀のそぶりに違い和わ感かんを覚えたのは、クローデットの護衛として、天井に張り付いていたエリナである。

（前から気になってたんだけど、ユーミル、あいつってあんなに頭の回るやつだったっけ？）

　かつて鋼鉄姫ひめと呼ばれ、ドワーフの武器の最強なるを示すためにクイーンズブレイドに出場していたころのユーミルは、どちらかといえば直情径行、もっと端たん的てきに言ってしまえばバカ、といってしまってもかまわない単純な気質の持ち主であった。

　強さを是、とする彼かの女じよが、姉に膝ひざを屈くつするのはわかる。もともとドワーフ族は秩ちつ序じよを重んじる。その彼女が、技術を十全に生かせ、秩序を大陸に広める道を選ぶのは理解できることだ。

　だが、今、姉女王クローデットの謀将として振ふる舞まうユーミルは、どうしてもあの頃の、屈くつ託たくない笑顔を見せていたユーミルとは等号では結べないのだ。

（ま、お手並み拝見と行きますか……）
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　ケッサリアの古い街かい道どうで、アンネロッテ率いる解放軍と、女王軍は激しくぶつかりあった。

（敵も本ほん腰ごしを入れてきたな……）

　これまでの地方軍の寄せ集めではない。

　敵のほとんどは魔ま導どう兵へい、それも重武装の都市制圧軍だ。

　だが、地の利は、自由に戦う場所と時を選べる解放軍にある。それは、いわばチェスで相手の布ふ陣じんを見てから、自分は自由に駒こまを並べられるようなものだ。

　アンネロッテの眼下で、一見撤てつ退たいしていくように見えるユイットの率いる隊に引きずられるようにして、敵の主力がずるずると街道の奥おくへと引き込まれていく。そこは、ソニア率いる狙そ撃げき兵へい部隊が両りよ翼うよくから待まち伏ぶせを行おうとしている、必殺の間だ。

「今だ！」

　敵の主力が十分引きずり込まれたのを確認し、アンネロッテは崖がけを駆かけ下おり、一気に敵の本ほん陣じんへと距きよ離りを詰つめる。

　その姿は、まるで白銀の矢のようだ。

　もちろん、女王軍も黙ってはいない。

　矢が雨のように降り注ぎ、兵たちがアンネロッテに殺さつ到とうする。

「下がれ！　おまえたちが私の相手になるものか！」

　だが、ここしばらくの戦いで、アンネロッテは場数を踏み、乱戦になれていた。押おし寄よせてくる魔導兵をあるいは蹴け倒たおし、あるいは貫つらぬき、右へ左へと跳ちよ躍うやくを繰り返しては決して動きを止めず、逆に翻ほん弄ろうする。

　降り注ぐ矢は剣でことごとく切きり払はらい、迫り来る槍のすべては穂ほ先さきを切り払う。

　その姿はまさに絶人で、女王軍がたとえ十万の兵を投入したとしても、とうていアンネロッテの美び肌はだに傷をつけられるとは思えなかった。

　アンネロッテに戦力を集中すれば、ユイットとヴァンテに挟きよ撃うげきされている前衛が孤こ立りつし、前方に戦力を集中すれば、後方の本陣をアンネロッテが一気に叩たたく。といって、双そう方ほうに戦力を均等に投入すれば、二正面作戦の愚ぐを犯おかす。

　それは天才軍師ユイットの、見事すぎるほど見事な戦術だった。大陸広しといえども、生ける決戦兵器とも言うべき美び闘とう士しを、これほど華か麗れいに、おのが戦術に組み入れて見せるものは十人といないだろう。

（おかしい）

　だが果たせるかな、その中心たるアンネロッテはひとり、戦場の様子に疑問を抱いていた。

　確かに、解放軍は押している。だが、それはあまりにも狙いどおりに過ぎる勝ち方であった。

　戦争というものは、あれもこれもと予定通りに行くことなどはない。無数の人の意志が介かい在ざいするそれが読み切れることなどはないからだ。それは、天才軍師であるユイットにおいても、変わりはない。

　それが、狙い通りに進んでいる、と感じられるのはなぜか。

（罠わなだ）

　アンネロッテはそう結論づけた。

　だが、それが、自分たちをただ誘さそい出して精せい鋭えいの魔導兵で叩く、という正せい攻こう法ほうの、あるいは単純で平へい凡ぼんな罠なのか、自分がまだ読み切れていないより高度な罠なのかは、予想がつかなかった。

「とはいえ、ここは私がやるしかない！」

　裂れつ帛ぱくの気合とともに、アンネロッテは剣を突き出す。

　見る間にそれは手て槍やりへと姿を変え、魔導兵の甲冑をたやすく貫いた。

　この槍そう剣けんグリム・ヴィナスのいわれは、アンネロッテも知らぬ。

　だが、その剣の魔まり力よくを引き出すことができたのは、アンネロッテただひとりであった。周囲のものたちはそれを、聖騎士、神々に選ばれた守護者パラディンである彼女に、天が与えた不思議の力だとたたえていたし、アンネロッテもその説明に一応の納得をしていた。

　ただ、彼女の愛する父が、

『その力、みだりに使うでない。また、ひけらかすでない』

　と重々しく幾いく度ども繰り返し、そのたびごとに、魔法の力に頼たよらぬようにと、アンネロッテを厳しく道場で打うち据すえたことを覚えている。

（すみません、父上。ですが、魔導兵を相手にこちらも戦力の出だし惜おしみはできぬのです）

　美闘士とて、肉体の限界は只ただ人びととは変わらぬ。

　振り下おろされる棍こん棒ぼうが、突き出される長ちよ槍うそうが、降り注ぐ矢が、急所に命中するだけでアンネロッテの動きは止まり、その生命の炎ほのおはいともたやすく吹ふき消けされてしまうことだろう。

　それを防ぐには、動き続けるしかない。

　そして、そのためには剣から槍へ、槍から剣へと変化させることのできるグリム・ヴィナスは、最良の友であった。なにしろ、相手はその変へん幻げんの間合いに追つい随ずいすることができないのである。

　槍ならば距離を詰めればよく、剣は距離を離せばよい。だが、どちらにも対応できる武器に対して戦える武術などというものはない。結果、数において勝まさる魔導兵たちは、アンネロッテのペースにさんざんに振ふり回まわされ、次々と物言わぬ鉄のかたまりと化していった。

　街道の端はしでは、解放軍の放つ銃じゆ弾うだんと矢が激しくなり、逆に魔導兵たちの進しん撃げきの速度がほとんど停止している。

　勝利は目前と見えた。

　ただ、アンネロッテだけが、目に見えぬ焦しよ燥うそうに焼かれ、その美び貌ぼうを曇くもらせていた。
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「ふむ、頃ころ合あいじゃな」

　魔導兵たちをちぎっては投げちぎっては投げ、無人の野を行くがごとき勢いで暴れ回る騎き士し姫ひめの姿を遠めがねで確認すると、鋼鉄参謀はにたありと笑った。

「さて、いよいよお主の出番じゃぞ」

　そう言って、荷に駄だの隅すみで、初めて見る戦場にガタガタと震ふるえている少女を見やり、ユーミルは出しゆ撃つげきをうながした。

「ああああああああ、あんなのと戦うんですかっ!?　あたしっ!?」

　少女は、歯の根も合わず震えていた。

　無理もない。

　剣を握にぎったことはおろか、いくさばさえ見たことのない村むら娘むすめである。

　それが、無数の兵をものともせぬ美闘士の戦いぶりを見れば、恐きよ怖うふに震えもしよう。むしろ、小便を漏もらして座すわり込まないだけ、まだしも覚かく悟ごが決まっているといえた。

「当然じゃ」

　とりつく島もない、という冷たさで、ドワーフ娘は言い放った。手に握られた愛用のバトルアックスをばしん、とわざと音を立てて握り直す。

「でででででででも、あの人って、どう見ても牛とか馬より強いですよ!?」

「強いじゃろうな。比較にもなるまい」

「あたしが牛や馬より強いと思いますかっ!?」

　少女は必死だった。無理もない。どう考えてもばかげている。

　美闘士を倒せるのは美闘士だけなのだ。それは、伝説に出てくる龍りゆうを倒せるのが龍だけであるのに似ている。

　だが、ユーミルの返事は、少女の期待していたものとは百八十度反対だった。

「思う」

「は？　い、今なんて？」

「お主は、あの騎士よりも、強い。わしが保証しよう」

　少女のまとった甲冑を、ユーミルはいとおしげに撫なでた。

「で、でも、でも、でもでもでも」

「まーかせておけい。お主ならやれる」

「あれと？」

　アンネロッテの姿はまさに獅し子し奮ふん迅じん。それは、人の形をした災害にも見える。

　蒼そう白はくになった少女に、鋼鉄参謀は悪あく魔まのような笑えみを向けた。

「のう、これは取り引きなのじゃ。証文のみが物を言う世界。わしの陛下が作ろうとしておるのは、そんな世界なのじゃよ」

「でもでもでもでもでも」

「ドワーフの技術力は世界一じゃ！　ドワーフの生み出した武具にかなうものなどこの世にはない！　どーんと構えておれい！　アンネロッテを討うち果はたした暁あかつきには、金袋をはずむでな！」

「今、なんて？」

　少女、ミリムは少しだけ、首をかしげた。

「金じゃ。握にぎり拳こぶしほどの金きん塊かいをくれてやるぞ」

「い、いえそれではなくて、あの、アンネロッテ、って……」

「そうじゃ。叛乱軍の首しゆ魁かい、騎士姫アンネロッテ。王国の敵じゃ」

「そん、な……」

　間違いない。

　あの人だ。

　あの雑ざつ踏とうで、自分に手をさしのべてくれた、ただひとりの人。

　あの人が、敵になる。

　ミリムの心は、激しく乱れた。

　それでも、戦わないわけにはいかない。自分の肩には、家族の生活がかかっているのだから。

「……やります」

「よし！　そうじゃ！　それでよい！　さあ、剣を取れ！　クリスタルの操作は、こちらでやってやるでな！」

「はい」

　しゅるっ、とミリムは普ふ段だん着ぎを脱ぬぎ捨すてた。

　クリスタルの備わった胸鎧を固定し、そこから伸びた布地とクリスタルを腰に巻き付ける。申し訳程度の脚あし鎧よろいを身につけ、腕うで鎧よろいと籠こ手てを装着する。

　頼りない、というにもあまりにも頼りないその甲冑に、今は命を預けるしかない。

　ミリムはゆっくりと、伝説の戦いく乙さお女とめを模した、羽は根ね飾かざりのついた兜かぶとをかぶった。

　果たして、あのアンネロッテに勝利することなどできるのだろうか。

　それは、戦ってみなければわからない。
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（……来た）

　それは、潮が引く時にも、伝説の預言者が海を割った時にも似ていた。

　包囲の輪がゆるみ、敵本陣から何かが迫ってくる。

　アンネロッテの全身に張はり巡めぐらされた美闘士としての神経が、危険を告げる。

「何やつだ!?」

　油断なく刃やいばを構え、朗々たる声で我はここぞ、と宣言する。

　気き後おくれして飲み込まれれば負けだ。あくまで動じぬ事。アンネロッテは、希望の旗はた頭がしらなのだから。

　だが、現れた刺し客かくの姿は、龍もあろう、虎とらもあろうと身構えていた騎士姫を少なからず驚愕させた。

「ああああああああああああああ」

「………………!?」

「あのっ、そのっ、どのっ、えとっ、あ、アンネロッテ様ですね!?」

　少女だった。今にも泣きそうな大きな目に、やたらと、美闘士としても不自然なほど露ろし出ゆつ度どの高い鎧と羽根飾りのついた不思議な兜、そして不ふ釣つり合あいに巨きよ大だいな、ギザギザのついた剣。

（テルビューチェか……？　あるいはスクラマサックス？　蛮ばん族ぞくにはああいう剣を使うものもあると聞いたが、それらは鮫さめ歯ばや黒曜石と聞く。だが、あれはあきらかに、ドワーフのこしらえた特殊合金と見えるが……）

「そう、だが……？」

　一いつ瞬しゆん、アンネロッテは毒気を抜かれた。

　だが、彼女の到とう来らいとともに、周囲の魔導兵たちは遠巻きにしてアンネロッテを包囲するにとどめている。

　間違いない。どのような技の使い手かはわからないが、この娘が、刺客だ。

「お、お命、ええと、ちょうだいしますっ！　ごめんなさいっ！」

　だっ、と、素人しろうと丸出しの足取りで、少女は剣を振り上げ、上段から斬きりかかってきた。

「すまないが、それでは素人だな！」

（けがをさせずに帰してやるか）

　が、アンネロッテの盾は、それをたやすく受け止めた。太た刀ち筋すじが、あまりにも子供すぎる。木ぼつ剣けんを握って半年の道場生でも、もっとまともにやる。

「ああっ！」

　剣を弾はじかれた少女がたたらを踏んだ。その体を、アンネロッテの左ひだ腕りうでが押しやる。

「まだやるのか？」

　魔ま剣けんを油断なく構えて、アンネロッテは問いかけた。おかしい。これが刺客なのか。まるで素人だ。

（有能を愛するあの女王が送り込んでくるにしては……）

　だが、続く一合、二合も、やはり素人の太刀筋だった。

　それでもアンネロッテの中に潜ひそむ戦士の本能は、ひっきりなしに危険を告げてくる。

　正体不明の汗あせが、背中を伝った。
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「接触したか。ならば」

　本陣に座す鋼鉄参謀は満足そうに、少女の鎧と剣に刻まれた魔力の込められた超振動クリスタルを起動させる呪じゆ文もんを短く口にした。

「さあゆけいミリム！　今からお主は人間を、否、美闘士を超える！　お主こそ人造の超ちよう兵へい士し、超振動戦乙女ミリムじゃ！」

　自分の作品を世に問う高こう揚よう感かんで小さな胸をいっぱいにしながら、ユーミルは高らかに叫さけんだ。
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「はうううううっっ！」

　突然、目の前の少女が赤面し、股間を閉じてあえいだ。苦しそうにも見えるが、吐と息いきが甘やかに感じられるそのあえぎようは、乙女おとめたるアンネロッテには未知のものだった。

「な、なんだ!?」

　刹せつ那な、少女の甲冑が激しく震えた。アンネロッテが峰みね打うちで繰り出した刃が虚こ空くうで弾かれる。

「ふあああああっっっ！　な、なにこれっ！」

　その振しん動どうは、剣を伝わって、アンネロッテの脇から乳房にかけて、強きよ烈うれつな快感をもたらした。入浴の折に、妹たちとじゃれあう、その何十倍もの快感が、アンネロッテの体を熱くさせた。

「っっ!!」

　二、三歩、アンネロッテの体が宙を泳ぐ。

（しまった！）

　このような隙すきを作った自分を、彼女は心から呪のろった。魔法の力については、もっと警けい戒かいしてしかるべきだったのに。

　心のどこかで、あの快感をもっと味わいたいと思っている自分を、アンネロッテは責めた。

「ふああああんっっ、ごっ、ごめんなさいっ！」

　同じ振動の影えい響きようを、少女も受けているようだった。

　たたらを踏んだアンネロッテめがけ振り下ろされたとどめの一いち撃げきは一呼吸遅おそく、それで、騎士姫はギリギリのところで、わずかに身を引くことができた。

　ギャルルルルルルルッッッ！

　白銀の甲冑を、少女の持つ不思議な剣が削けずっていく。その刀身に埋め込まれた小さな刃は、ひとりでに動く鋸のこぎりで、細かく微び細さいに振動することによって、いともたやすく鋼鉄を侵しん食しよくしていくのだ。

　これこそ、鋼鉄参謀ユーミル一世一代の傑けつ作さく、超ちよ振うし動んど剣うけん“〝インフィニット・ブレード”〟であった。

「ふぁっ……あっ……くうっ……」

　振動の刺し激げきに泣きそうになりながら、少女は剣を振り切った。アンネロッテの装そう甲こうが、肩から胸にかけてえぐられる。回かい避ひが遅おくれていたら、肩けん胛こう骨こつから腹にかけて、一瞬で両断されていたことだろう。

「くっ……！」

　間合いを離はなし、アンネロッテは剣を槍に変えて距離を取った。

　フェイントから槍の一撃。

　だが、その穂先も、少女の持つ盾たてが放つ力場に弾かれる。

　攻こう守しゆ共に、恐おそろしいほど隙がない。

（これは確かに、一ひと筋すじ縄なわではいかないか……！）
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「なるほどね。しっかし、悪あく趣しゆ味みなモン作ったもんよね、ユーミル」

　自分のことはまるっと棚たなに上げて、はるか崖上から戦せん況きようを見物しているエリナはそう一人ごちた。

　彼女の出撃を禁じてまで姉と鋼鉄参謀が投入した超ちよう振しん動どう戦いく乙さお女とめなるものがどれほどのものか見たかったのだ。

「とはいえ、あれが量産できれば、確かに美闘士なんか一山いくらよね……」

　そううそぶきながら、金きん髪ぱつの暗殺者は少しだけ寂さびしそうだった。

　自分たちの技量は、自分たちが汗と涙で積み上げてきたものだ。

　傍はた目めからはどんなに滑こつ稽けいに見えるものであっても、最後の最後に物を言うのは、情熱とか思いとか、信じてきた自分自身のスタイルとかそういうものだ。

　けれど、あれは違ちがう。

　ミリムのまとうあの甲冑、あれは魔導兵と同じく、魔導石で駆く動どうするものだという。つまり、軌き道どうにのればいくらでも作れる、ということだ。

　努力によらぬ大量生産によって人を兵器に変えるあの甲冑は、美闘士の努力や思いを無にしてしまうのではないか。

　少女は姉の所行に、おびえた。
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　だが、アンネロッテとても、今や歴戦の美闘士である。

　未いまだ本隊と戦っている妹たちのため、部下たちのため、弱気はならない。

「来いっ！　アンブロシウスッ！」

　槍やりを振ふり上あげ彼女が呼ばわると、紫し電でんが大気を貫き、巨大な馬が顕けん現げんした。

　その虚空から現れた巨馬に、アンネロッテはためらいなくまたがる。

　剣を槍に変える力同様、それは彼女が生まれてより友とする幻げん獣じゆう、この世ならぬ馬であった。

「引きたまえ、少女！　私とアンブロシウスの前に、敵はない！」

「ひっ！」

　少女は大いにおびえたが、それでも気丈に武器を構えて見せた。

「……あくまで、戦うか……！」

　アンネロッテは彼女が家族のために戦っていることなどは知らぬ。だが、何かのっぴきならぬ事情があるのだろう、ということは推察がついた。

　だが、それでもやらねばならない。

「ハッ！」

　アンブロシウスの腹を蹴り、槍を構えたアンネロッテが突とつ進しんする。

　分厚い装甲兵をも一撃で粉ふん砕さいする、クロイツ騎士団必殺の騎き兵へい突とつ撃げきだ。

　その足が大地を蹴るたびに爆ばく発はつのような土つち埃ぼこりが上がる。総重量にして一トン近くの騎兵が、時速数十キロメートルで激げき突とつするのだ。その威いり力よくたるや、想像にあまりある。

　けれど眼前の少女は、その突とつ撃げきを回避するどころか、受け止めるそぶりさえなかった。

「な……よけろっ！　死ぬぞ！」

　思わず、アンネロッテはそう叫んだ。優やさしい少女なのである。

　だが、その時にはもう遅い。

　槍の穂先が、少女の胸むな元もとに突き刺ささる。

　ガイインッ！

「!?　これはっ！」

　だが、はじき飛ばされて宙に舞ったのはアンネロッテのほうだった。

　突撃のエネルギーすべてをはじき返され、人馬はそれぞれに、街道の大地にたたきつけられる。

「ぐ……う……!?　いったい、何が！」

　全身が痛む。当然だ。突撃中の馬から突然たたき落とされて、生きているだけでも奇き跡せきのようなものだ。

　それでもアンネロッテは半身を起こし、やわらかい横乳があらわになるのもかまわずに、敵手たる少女を凝ぎよ視うしした。

　だが、少女の姿は、アンネロッテがかつて戦いの中で見たさまざまな戦士の姿の、どれとも異なっていた。

「ふぁっ……くっ……きゃうっ……だ、だめっ……おむねがっ……おまたがっ……来ちゃう、よぉっ……」

（苦しんでいる!?）

　彼女は知るよしもなかったが、ユーミル特製のその甲冑は、魔ま法ほうの水すい晶しようの力によって、体の微びみ妙ような部分に魔法の振動を送り込み、身体能力を強化し、また、指向性の振しん動どう波はによって攻こう撃げきと防ぼう御ぎよを行うことができる、最新の鎧であった。

　それが求めるものは、着用者、すなわち何の変へん哲てつもない村娘ミリムの肉体。常に彼女の肉体に、常人なら耐たえられぬほどの振動を送り込むことによって、成立しているもの。

　それが超振動戦乙女の正体であった。

「助けて……！　おとうさんっ、おかあさんっ……ミリム、このままじゃ、おかしく、なっちゃうよぉっ！」

　股こ間かんを、まるでおもらしでもしそうになったかのようにとじ合わせ、羞恥と苦痛と快楽とに少女はあえいだ。

　足が躍おどり、大きな瞳からは涙がにじみ、恐怖と苦痛とそれ以外の感覚が、白い肌はだを紅あかく染めていた。

「ならば、戦え！」

　戦場に、ユーミルの声が響ひびき渡わたった。はるか遠くより、ドワーフ特製の魔導拡声器で叫んだ声である。

「お主に課せられた運命は、ただ戦うことのみ！　戦わねば、お主に明日はないのじゃぞ、ミリム！」

「は……いっ……ユーミルさ、まっ……！」

　ふたたび、少女は剣を構えた。

「させるかぁ！」

　無論、アンネロッテもその太た刀ちを受け止めようと、動く。

（だが、この娘は助けを求めている）

　その考えが、アンネロッテの動きを一いつ拍ぱく遅おくらせた。

　ガツン、と流しきれなかった衝撃をそのままに受け、アンネロッテはくずおれた。

（そうだ、この娘は）

　思い出した。

　あの女王の都ガイノスで、すれ違った少女だ。

　あんなあどけない少女に、自分は刃を向けている。そのことが、アンネロッテをひどく動どう揺ようさせた。

　だが、ミリムはためらいながらも、そのアンネロッテに、超ちよ振うし動んどうブレードを繰り出す。そうしなければ、ミリムが死ぬ。それは、当然のことだ。

　それでも。

（やられる）

　一直線に振り下ろされた刃が、ひどくゆっくりと落ちてくる。

（私は、死ぬのか）

　父の仇かたきも討てず、国を救うこともできず、こんな辺境の戦場で。

　誰も守れず、誰も生かせぬまま。

（そんな、ことが）

　どくん、とアンネロッテの心臓が大きく鳴った。

　どくん、どくん。

（そんなことが）

　胸の奥で、黒い炎がゆらめく。

　それは、殺意だ。

　胸中を去来する、クロイツ騎き士し団だんの死に様。紅ぐ蓮れんの炎に包まれた城の記き憶おく。そして、守れなかったあまりにも多くの人々。

　それを取とり戻もどすことなく、自分はここで死ぬのか。

　許さぬ。

　けっして許さぬ。

　間ま違ちがっているのは、世界だ。

　世界が間違っているなら、すべてを殺して、我を通す！

「そんなことが、あってたまるかァァァァ！」

　アンネロッテの剣が、ミリムの剣を、真っ向からはじき返した。

　振動波などなきがごとく、暴風のような一いち陣じんであった。

「死ねえっっっっっ！　女王の犬ゥゥゥゥッッ！」

　騎士姫が吼ほえた。

　白銀の鎧が、憎ぞう悪おの炎で黒く染まって見える、それほどの咆ほう哮こうだった。

　グリム・ヴィナスが禍まが々まがしく輝き、振動波ごとミリムの鎧を切り裂さき、肌をあらわにする。

　それは、人の形を取った、殺意だった。

　もはや、あどけない少女に剣を振るうことへのためらいなど、アンネロッテの心のどこにもなかった。



　　　　　＊　＊　＊



「なっ────！」

「まさか、今の！」

　一瞬、戦場にいた誰もが動きを止めた。

　女王軍の本陣から吹き上がった漆しつ黒こくの闘気。

　それは居合わせたすべての命あるものに、その生命そのものに刃を突きつけられたようなひどく不快な恐怖を植え付けるものだった。

「間違いないです、ソニアお姉ちゃん！」

「姉さん……あれをやってしまったというの!?」

　ユイットとソニアは顔を見合わせ、そしてお互いの表情から何が起きたのかを悟った。

「ユイット！　悪いけど、私は持ち場を離れさせてもらうわよ！　わかってるでしょうね！」

「はい！　もちろんです！」

　ふたりは迷うことなく駆けだした。

　行くべき場所はただひとつ。

　ふたりの愛する、あの騎士姫の元へ。
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「ふ、ふふ……そっか、そういうことだったのね、アンネロッテ！」

　眼下で始まった第二幕に、エリナは驚愕し、歓かん喜きし、戦せん慄りつし、あらゆるものがない交ぜになった激情の渦うずの中にいた。

「いいわ！　そういうこと！　そういうことなのね！　なるほど、あんたこそあたしの敵手、もっとも忌いま々いましい美闘士ってこと！　そういうことね、騎士姫アンネロッテ！」

　けれど。

（もしこれを、お姉様があらかじめ知っていたのなら……！）

　形にならない悪お寒かんが喉のどから腹へ落ちた。

　悪寒は、消えようとしなかった。
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「これは……!?」

　ユーミルは戦慄していた。背筋を、冷たい何かが流れていく。腰に、椅い子すが当たって、自分が恐怖に後ずさっているのだ、とやっとわかる、それほどの戦慄だった。

　今や、形勢は逆転していた。

　これまでのアンネロッテとは何もかもが違う。吠ほえ、猛たけり、周囲の魔導兵を枯かれ草くさでも薙なぐように破は壊かいしながら、ミリムを攻せめて攻めて攻めまくる。

　もちろん、その一撃が、振しん動どう鎧よろいを貫かん通つうするには至っていない。ただ、振動波がミリムを責めさいなむだけだ。

　だが、そのたびごとに、甲冑は砕くだけ、じわりじわりとミリムの体勢は崩れていく。

（やはり、闘とう志しだけは、甲冑の力でも提供できぬか────！）

　研究者としてのユーミルは冷れい徹てつにそうも考えていた。

（次は、もっとよい洗脳装置じゃな）

　が、そのことが今の状じよう況きようを打開するわけではない。

（どうする……!?　試作品をここで失うわけにはいかぬが……）

　少し逡しゆん巡じゆんして、ユーミルは、ミリムの鎧の出力を最大にまで高めることにした。
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　今や、アンネロッテは完全な悪あつ鬼きと化していた。

　比ひ喩ゆではない。

　全身から漆黒のオーラを放ち、殺意のこもった刃を次から次へと繰くり出だすその姿は、まさに悪鬼羅ら刹せつであった。

　その剣けん風ぷうに薙がれた魔導兵たちが、宙高く巻き上げられて、大地に突き刺さっては、砕けていく。

　もはや抵てい抗こうすることなき魔導兵すら、アンネロッテはためらうことなく、槍先で砕き、アンブロシウスの蹄ひづめで踏ふみつぶした。

「うおおおおおっっ！　死ねぇぇぇっっ！　我わが身みを傷つけた者に、尊厳なき死を！」

「た、助けてえっ！」

「懇こん願がんせよ！　慈じ悲ひを請こえ！　甘あまえた声で泣いてみせるがいい！　それを踏みにじり陵りよう辱じよくすることこそ、我が悦よろこび！」

　恐怖におびえるミリムめがけ、幾度めかの斬撃が振り下ろされる。

　その刃は超振動の見えない盾にはばまれるが、アンネロッテは気にした風もない。それどころか、漆黒のオーラをまとった刃は、超振動の上から衝撃をたたき込み、ミリムの成長途とち中ゆうの乳ち房ぶさや、愛らしい恥ち骨こつを覆う鎧を粉砕して行くのだ。

「さあ選べ！　我が刃の露つゆとなるか、我が愛馬アンブロシウスの餌え食じきとなるか、それともこのままその身を汚けがされ散りゆくか！」

「ふぁぁぁあっっっ……ひんっ……もうっ……やだよぉっ……らめ、っ、こんなのっ、らめ、だよぉっ……」



    

  
    
      　舌を突き出し、うつろな目になって、それでもミリムは戦うことをやめない。彼女の体に送り込まれる振動の波が、それを許さないのだ。

　だが、悪鬼となったアンネロッテの攻撃は、その抵抗さえも気にせずに矢や継つぎ早ばやに繰り出されていく。

　ガインッ！

　ついに、ミリムの剣が、大地に突き刺さった。

　常のアンネロッテであれば、勝利を宣言し、降こう伏ふくを勧かん告こくするところだ。

　だが。

「死ぬがよい。希望もなく、尊厳もなく、ただ泥どろにまみれて、負け犬のように」

　剣を槍に変え、アンネロッテがにいっ、と笑った。

　肉を喰くらう、修しゆ羅らの貌かおだった。

「い、いや……たす、けて……」

　尻しり餅もちをつき、完全に戦意を喪そう失しつしたミリムめがけ、アンネロッテがその穂先を向ける。

　だが、その槍が、ミリムの生命を奪うばうことはなかった。

「だめえっ、お兄ちゃん！」

　がしっ、とアンネロッテを羽は交がい締じめにしたのは誰だれあろう、ヴァンテの鋼鉄の腕うでと、ユイットのやわらかな腕であった。そのそばにはユイットとソニア、たのもしいふたりの義いも妹うとの姿。

「貴様っ……！　貴様らも邪じや魔まをするのか！　私を阻はばむ者なら、生かしてはおかぬ！」

「ダメっ！　そんなの、お兄ちゃんじゃないんだから！　ヴァンテ、絶対に離しちゃだめ！」

　ぎいっ、と音がして、ヴァンテの関節がスパークする。アンネロッテの膂りよ力りよくは、信じがたいことだが、ヴァンテのそれに匹ひつ敵てきしていた。だが、アンネロッテはそれをほどききることができなかった。ユイットの温かさと、ヴァンテの冷たい感かん触しよくは、塔とうから落ちたときのあの温かさ、あの絆きずなを思い出させるに十分だった。

「悪く思わないでね、姉さん！」

　アンネロッテが束縛をふりほどこうと暴れるのを、ソニアは銃じゆうの台だい尻じりで後頭部を強打することで強引に止めた。止まってくれたのは、義妹たちの温かさに触れて、一瞬でも彼女が躊躇してくれたからだろう。

　くたっ、とヴァンテの腕の中でアンネロッテが意識を失う。

「よし、逃にげるわ、ユイット！　少なくとも、これで女王軍とは痛み分けよ！」

「はいです、ソニア姉様！　ヴァンテ、お兄ちゃんをお願い！」

　魔導兵たちが体勢を立て直すより早く、二人と一機は、気絶したアンネロッテをつれて戦線から後退した。

　残されたミリムは、自分が生き延びたことに安あん堵どし、わんわん泣いた。

　泣いているのは少なくとも、生きている証あかしだった。

　けれど、次も生きていられるかどうか、その自信は、なかった。



    

  
    
      第五章：‥騎士姫、決戦に臨のぞむこと





　頭が、ひどく痛む。

　視界が濁にごり、景色がどろっと黒ずんでいく。

　徹てつ夜や明けの朝よりも不愉快で、悪夢の中よりもなお重い。

「ユイット？　ソニア？　みんな、どこだ？」

　暗くら闇やみの中、手を伸のばす。

　伸ばした指の、不快な感触。

　どろりとした、手に粘ねばり着つく“〝何か”〟。

「────!?」

　血。

　それはまごうことなき、人血だった。

　指を────。

　手のひらを────。

　手首に至るまで────。

　染めている、紅い液体。

　それは、生命の赤。

　恐怖に震えながら、何かの予感に突つき動うごかされるように、アンネロッテは足下を見る。

「キミ、は────！」

　あの、少女であった。

　ミリムとかいったか……。

　首をねじ曲げられ、瞳を呆ぼう然ぜんと開いたままの、無残な死に様であった。

　あどけない表情も、おびえたまなざしももはやなく、それはただ、人の死、という本質の残ざん酷こくさをさらけ出していた。

「私が、やったのか……!?」

　一歩を踏み出す。その足に、ミリムの屍しかばねとは違う、何かの感触。

「!!」

　ミリムだけではない。

　ユイット……。

　ソニア……。

　そして、ヴァンテまでもが、息絶え、血の海に沈しずんでいた。

「あ、ああ……」

　自分がやったのだ、と本能的にわかった。

　血にまみれているのは手だけではない。

　白銀の甲冑も、きめ細やかな肌も、ありとあらゆるところが血にまみれ、どろり、とした感触でアンネロッテを取り囲んでくる。

　視界が、すこしずつ晴れてくる。

　瞳を閉ざそうとするのに、どうしても閉ざすことができない。

　それは、地平の果てまで続く屍の列だった。

　義勇軍の兵たち、クロイツ騎士団の騎士たち、ユネスガルドの人々、そして父。

　皆みなが皆、ことごとく苦く悶もんと無念の表情で果てている。

「嘘うそだ！　私は、私はこんなことを望んでいたわけじゃない！」

　慟どう哭こくするアンネロッテの手には、剣。

　血にまみれ、脂あぶらをすすり、それでも輝かがやきを失わぬ、まがまがしいほどに輝く、一本の剣。

（嘘つきのアンネロッテ）

　心の中で、誰かの声がする。

（おまえは、そんなものじゃない。おまえの気高さは、本ほん性しようを覆い隠すための、嘘さ）

「違う！」

　首を振る。耳をふさぐ。目を閉じる。

　それでも声は消えたりしない。

　その声は、アンネロッテの内から来るものだから。

（おまえは憎にくみ、怒いかり、考えなしに暴力を振るった。わかっているんだろう？　おまえは戦いに酔よっているのさ）

「違う！　私は、戦うべきことのために戦っている」

（それもまた、おまえだけじゃない。あのクイーンズブレイドがなぜ終わったか、わかるだろう？　誰もが誰もの正義を貫こうとし、あの偽いつわりの革命、約束された王朝交代劇に満足できなくなった。クイーンズブレイドの終しゆ焉うえんとは、つまりそういうことだ）

　お前はクローデットと同じなのだ。声は、そう語りかけていた。

（やつもお前も同じだ。力によって、正しい手続きを経へずして権力を掌しよ握うあくしようとしている。その一点において、お前と奴になんの違いがある？）

「私はクローデットとは違う！　ただ、この国を元に戻したいだけだ！」

（それは、古い体制の正義だ）



    

  
    
      　声は、ひどく冷たかった。

　冷たいのは、内面の声だけではない。

　鎧よろいも、肌も、何もかもが冷たく、自分自身さえ氷になっていくのではないかと、そう思えた。

（誰もがかつての政体における声こわ高だかな正義を口にするのなら、時代は永遠に逆行を続け、クイーンズブレイドが行われる前の混迷の時代、いやいや、国も王もなかった蛮族の時代に戻らねばならん、ということになるが？）

「詭き弁べんだ！　私はあくまで、人が人としてすこやかに生きられる世界を取り戻したいだけだ！」

（一部の門もん閥ばつ貴族が富を独どく占せんし、停てい滞たいした社会の中での祭り、クイーンズブレイドだけがもてはやされるあの社会が？）

「それは……」

　わかっている。

　本当に過去が取り戻すべき理想郷だったなら、こんなことにはなっていない。

　クローデットを支持する者がいるのも、クローデットによって討たれるべき悪があるのも、つまるところは、もっと昔に蒔まかれた種なのだ。

（あの日、クロイツが燃えたあの日に、お前はその鎧から解き放たれることができた）

　声は、あくまでも彼女の耳の中から聞こえてくる。ずっと、耳を背そむけていた声。

（お前に戦うべき理由はもはやない。ドレスをまとい、ひとりの女としての幸福をまっとうすることもできた。けれどお前は今でも、男のように振る舞い、男のように生きている）

「私は騎士だ。他に、何ができる!?　力がありながらこの惨さん状じようを座視するなど、考えられぬことだ！」

（その騎士という生き方は、お前の大事な“〝父上”〟から与えられたものだ。お前は何もかも、義父の与えた役割を、ただ演じているだけの子供に過ぎない。その結果が、ほれ、それだ）

「…………！　ミリム……！」

　そう、確かにあの時、アンネロッテは彼女を殺そうとした。

　おぼろげな記憶の中で、それだけは確かに覚えている。

　脳が怒りに沸ふつ騰とうし、高揚のチリチリする味が舌に残るあの感触。

　憤ふん怒ぬは甘かん美びなる麻ま薬やくだった。それに身を任せ、暴力をただ振るい、目の前にある脅きよ威ういのすべてをなぎ払うのは、この上もない悦えつ楽らくだった。

　…………子供だったあの日、庭のアリをたわむれに踏みつぶした時のように、積み木の城を、惜しげもなく壊こわした時のように。

　自分がしたのは、つまり、そういうことだ。

（正義や気高さの仮面がはがれたお前の本性は、そういうことだ、嘘つきのアンネロッテ）

「嘘……か……」

　屍の山の中で、アンネロッテは膝をついた。

　ゆっくりと、意識が暗転していく。

　足あし下もとからどろり、とした感触が広がり、血の海が首まで上ってくるのを見て、アンネロッテはああ、これが罰ばつなのだ、と思った。
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　窓の外は、雨だった。

　激しい雨音は形を持たない雑音の海になって、狭せまい寝しん室しつを包つつみ込こんでいた。

　ゆっくりと、目を開ける。

「お兄ちゃん……？　お兄ちゃん！」

　アンネロッテが最初に見たのは、泣き笑いするユイットの懐なつかしい貌かおだった。

「ユイット……？」

「うん、うん！　お兄ちゃんのユイットだよ！」

「そうか、私は……」

　見知らぬ天てん井じよう、知らない寝しん台だい。

　ゆっくりと、手を動かして、ランタンの灯あかりに透すかしてみる。白く弱った、しかし血に汚れてはいない手。

　少しだけアンネロッテは、そのことに安心した。

　そして何より、ユイットが自分のそばにいてくれる、そのことに。

「あれから……何日経たった？　ここは？」

「ここはユネスガルド。あれからは三日経ったよ。あの戦いは痛み分けに終わったけど、追つい撃げき戦せんではちょっと、やられちゃったかな」

「あの少女、か？」

「うん」

　うなずくユイットの表情は、いつになく重かった。やはり、それほどの敵なのだ。

「あの鎧には、剣も矢も通じないの。ソニアお姉ちゃんやヴァンテもがんばってくれたんだけど……」

「そうか」

　身を起こして、アンネロッテは全身が水を吸った綿のように重たいことに気づかされた。ひどく、頭と視界とが重い。肩かたと腰こしとは固まって、まるで巌いわおのようだ。自分の体が自分の体ではないようだった。

「敵に増ぞう援えんは？」

「今のところそれはないみたい。でも、このままだと、早晩このユネスガルドまで押おし込こまれるよ」

　幼い軍師の貌に、疲ひ労ろうの色が濃こい。きっと自分が眠ねむっている三日の間、戦線を支え、あらゆることと戦ってきたのだろう。幼い義妹にこれほどの負担をかけることを、アンネロッテは恥はずかしく思った。

「………………ありがとう」

　窓の外では、さらに激しく雨が降り注いでいた。この雨がやんだときが、戦いの時になるのだろう。

「……怖こわくなかったか？　私のその……あんな有様を見て」

「………………」

　長い沈ちん黙もくがあって、そして。

　ユイットは何かをはき出すように、答えた。

「うん…………怖かった」

「……………………そうか」

　それでも、嘘ではない、そのことが嬉うれしかった。

「小さい頃ころから、ああなんだ。憎しみと怒りにとらわれると、自分でも抑えが利かなくなってしまう。グリム・ヴィナスを変化させる技も、アンブロシウスを呼び出す力も、あの怒りの中で手に入れた。……だから父上は、私を厳しく育てたのだろうな」

「でもね、大だい丈じよ夫うぶだよ」

　ぽふ、とユイットは、アンネロッテの膝に頭を置いて、安心した顔をした。

「え？」

「だって、お兄ちゃんはお兄ちゃんだもの」

（ユイット）

　嬉しかった。

　目め尻じりの端に、温かいものがあふれた。

　少なくともこの義妹だけは、自分を受け入れてくれている。あれほどの醜しゆ態うたいをさらした自分を許してくれている。

　そのことが、途と方ほうもなく嬉しかった。

　だからアンネロッテは、ユイットが苦しがるまでの間、彼女を抱だきしめて、泣いた。



　　　　　＊　＊　＊



「それでね、いろいろ考えたんだけど」

「ああ。なんだい？」

「……あのミリムって娘を、暗殺しようと思うの」

「!?」

　確かに、それは有効な手であろう。あのような少女が身につけていること、他に同じ甲かつ冑ちゆうがないことからして、一着限りの試作品、おそらくミリムしか扱えぬものに違いない。

　そして、無敵の甲冑とはいえ、常に身につけることなど考えもよらぬものだ。眠るとき、入浴の時、人間が無防備になる隙はいくらでもある。

「……ソニアの狙そ撃げきか」

　こくり、と軍師少女はうなずいた。

　確かにそれが、最良の手であろう。

　きれい汚きたないのことではない。味方をなるべく殺さず、そして敵もなるべく殺さずに戦いを終わらせるために、暗殺という手段が有効であることは、認めざるを得ない。

　英えい雄ゆう譚たんにしばしば現れる、「魔ま王おうの軍勢を阻むために迷めい宮きゆうに突とつ入にゆうし、魔王を討つ勇者」とて、暗殺には違いないのだから。

　けれど。

「────それはダメだ、ユイット」

「え？」

「それでは私たちは、女王と何も変わらない存在になってしまう。不都合な相手を、卑ひ劣れつな手段で排はい除じよするのなら、そこに大義はないよ」

「でも……」

　アンネロッテは優しく笑って、ユイットの手を握った。

　氷のように、その手は冷たい。きっと、冷えた井い戸ど水みずで何度も何度も、アンネロッテの熱を冷ましてくれていたのだろう。

（この小さな手を、守らなくては）

「あの娘は私に、救いを求めていた。それを、無む下げにすることはできない」

「……できると思う、お兄ちゃん？」

　ユイットのまなざしに臆おくすることなく、アンネロッテは優しくほほえんだ。

　そう、たとえすべてが嘘だったとしても、嘘をつき通とおすことはできるはずだ。死ぬまで嘘をついていられるなら、それが真実と見分けられる者がこの世のどこにいるだろう？

「ああ。必ず」

「……うん。でも、これだけは約束して。お兄ちゃんがどうしても危なくなったら、私たちは、あの娘を……」

「それが軍師というものだからな」

　くしゃくしゃ、とアンネロッテは義妹の髪かみを愛あい撫ぶした。

「……なんとなくね。お兄ちゃんがそう言うんじゃないかって……ううん、そう言ってくれるんじゃないかって思ってた」

「……そうか」

「だってお兄ちゃんは、お兄ちゃんだもん」

　にぱっ、とひまわりの花が咲さくように、ユイットは白い歯を輝かせてほほえんだ。

「だからね、そうなってもいいように、手は打ってあるよ。もう、ソニアお姉ちゃんに頼んであるの」

「かなわないな、ユイットには」

　自分のことを、自分の気高さを信じていてくれたのだ、と気づき、アンネロッテの胸がじいんと温かくなった。

　そうすることが騎士の掟おきてだからではない。自分がそういう人間だと信じるから、ミリムを救う手を講じてくれている、そのことがうれしかった。

「約束する。私はもう負けないよ。あの鎧にも……そして、私自身の弱さにも」

　声に出してみると、おどろくほどすっきりした。

　それは、神聖な誓ちかいだった。

　騎士の誓いは決して、我が身を縛しばる鎖くさりではない。足が砕けそうになるとき、絶望に心が曇りそうになるとき、支えてくれる最後の希望。そういうものを、誓いと言う。

　そして、誓いには、それを聞き届けてくれる誰かが必要だ。

　アンネロッテには、ユイットが、そしてソニアや仲間たちがいる。

　今は、それで十分すぎるほどだった。



　　　　　＊　＊　＊



　テントを包む雨音を、ミリムはずっと聞いていた。

　この雨がずっとやまなければいい、とそう思う。

　生まれて初めて経験するいくさばは、冷たくて、ひもじくて、足が痛くて、何一つよいことのない場所だった。

　それでも、ミリムに個人用の天幕を与あたえてくれたユーミルというあのドワーフは本質的に悪人ではないのかもしれない、とそう思えた。

（みんな……どうしてるかなあ……）

　ちょこん、と椅子に腰こし掛かけて、ただ、時が過ぎ去るのを待つ。……いや、待ってなどいない。ただ、過ぎていく時に対して、なすこともなく呆然としているだけだ。

「入るぞ」

　天幕を開けて、入ってきたのはユーミルだった。

「どうじゃな、調子は」

　ここ三日、ユーミルの機き嫌げんはよい。自分のことを良質な実験台だと評価してくれているのだろう。複雑な気持ちではあったが、不ふ機き嫌げんになられるよりはマシだとミリムは考えることにしていた。

「ええと、いい、と思います」

「そうか。ゆくゆくはともかく、今はその甲冑に耐えられるのはお主だけじゃ。無理はせぬようにな」

　そう思うならあの振動を切ってもらえないものか、とミリムはしみじみと思った。

　そもそも、連続着用時の評価が欲ほしいとかで、寝ねるとき以外はあの甲冑をつけさせられているのである。仕事とはいえ、なんとも難なん儀ぎな話であった。

「あの」

　短い沈黙の後に、ミリムはおずおずと口を開いた。

「なんじゃ？」

「どうしても、あのアンネロッテって騎士様と戦わなくちゃいけないんですか？」

　それはあの戦いから、彼女の心に、ずっと澱おりのように淀よどんでいた疑問だった。あの優しい人を、殺さねばならないのだろうか。

「あの人は、あたしのこと、心配してくれてました、なのに」

「愚おろかなことを言うでない」

　ぴしゃり、とミリムの言葉をユーミルは遮さえぎった。有う無むを言わさぬ迫はく力りよくがあった。

「あれは、陛下に二度も刃を向けた愚か者もの。殺しても飽あき足たりぬ女よ。その話は何度もしたであろう？」

「でも」

「よいか、ミリム。お主は優しい娘じゃ。それはようわかる」

　ふぅ、とユーミルは薄うすい胸からため息をはき出した。

「たぶらかされてはならぬ。どれほどうわべを取とり繕つくろおうと、あれが最後にお主を殺そうとしたことは事実。忘れてはおるまい？」

「……はい」

　そう、戦いのさなか、あの騎士は何かにとりつかれたように自分に襲おそいかかってきた。そのことは、間違いない。あの時味わった背筋が凍こおるような恐きよ怖うふを忘れたことはない。

　でも。

「それでも、あの人は、苦しんでいるように見えたんです」

「錯さつ覚かくじゃ。よいか、悪人というのはそのようにして、王国に忠誠あるものの心をかき乱す。案ずるな。お前の鎧は、あの時よりはるかに、わしの手で強化されておる。もはや、万に一つも負けはない」

　にっこりと笑って、ユーミルは手にした陶とう器きのゴブレットをミリムの小さな手に押しつけた。

　温かなお茶が、湯気を立てている。鋼こう鉄てつ参さん謀ぼうみずから入れてくれたのだろうか。

「ほれ、これでも飲んで、そのような愚かな考えは捨てることじゃな」

「あ、ありがとうございます！」

　このような貴人にお茶を入れさせるなど不ふ遜そんの極きわみ、と考えたミリムはあわててお茶を飲み干し、そしてけほけほとむせた。

「に、にがい～～」

「苦くても我が慢まんして飲み込むんじゃ。薬液が入っておるから喉にからみつくかもしれんが、ごっくんとな」

「は、はい～～」

「うむ、美味いじゃろ？　ドワーフは何においても一番じゃ。お茶についてもな。わっはっは」

　実際、そのお茶の何が美お味いしいのかミリムにはわからなかったが、戦わなければならないことだけははっきりしていた。だから、彼女はできるだけ、あの騎士の涼すずやかな顔などは、思い出さないようにした。

　思い出せば、斬ることができなくなりそうだった。
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　そして、雨が晴れて、女王軍の総そう攻こう撃げきが始まった。

　アンネロッテたち叛はん乱らん軍も、城外に打って出て、これを迎げい撃げきした。

　ユネスガルドの城じよ壁うへきを使わないのは、アンネロッテが市民を巻き込むのに反対したからだ。

　これにはユイットも賛成した。籠ろう城じようというのは、援えん軍ぐんあってこそのものだからだ。下手に城内に立てこもってしまえば、最悪の場合逃げることもままならない。いざとなれば、アンネロッテさえ生きていれば反はん撃げきの機会はある。ユイットは優しく幼かったが、そういう非情な判断力を持ち合わせている少女だった。

　結果、ユネスガルドの周囲に広がる大平原を舞ぶ台たいに、両軍は正面からぶつかり合う形になった。

　幸い、アンネロッテは野戦の中で、ミリムを捜し出すのに苦労はしなかった。

　味方の一番苦戦しているところに、彼女はいたからだ。

　両軍にとって互いが最強の兵であり、それゆえに出会うことは必然といえた。
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「ミリム！」

　友軍の兵を切きり倒たおそうとするミリムの剣をはじき、愛馬アンブロシウスにまたがったアンネロッテは、颯さつ爽そうと眼前に立ちふさがった。

「アンネロッテ……さま」

　対するミリムの声には、恐れととまどいとがあった。

　恐れはあの日、自分をすさまじい殺意で殺そうとした騎き士しへの恐怖、とまどいは、その騎士が自分のことを覚え、あまつさえ親近感さえ感じる声こわ音ねでその名を呼んだという事実にあった。

「ミリム！　その剣と鎧を捨てたまえ！」

「え!?」

「今なら、まだ君は引き返すことができる。私は、君を殺したくはない！」

　アンネロッテは馬上から高らかにそう宣言した。その手に輝く白銀の槍が、陽光を受けてきらきらと輝く。その有様は、まるで伝説にある女め神がみのように見えた。

「で。でも……」

　うなずいてしまいたかった。

　それほどに、アンネロッテは優しく、また美しかった。

　あのやわらかな胸に身を埋うずめ、何もかも忘れてしまいたい、そう思わせるだけの威い厳げんがあった。

　けれど。

「で、できません！」

「なぜ？　お金のため、名めい誉よのため？」

「……あ、あたしには、守らなくちゃいけないものがあるから、です！」

　ミリムは馬上の騎士に、刃を向けた。

　騎士に剣を向けるのも、口答えをするのも初めてのことだった。

　けれど、やらなければならなかった。
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（やはり……強い！）

　一撃、二撃と繰り出される斬撃を盾でいなしながら、アンネロッテはミリムの強さに内心舌を巻いていた。

　本来、馬上は絶対の優位である。

　相手を見下ろすことができるということは、すなわち、相手の頭を容易に狙ねらうことができる、ということだ。加えて、相手の攻撃方向はほぼ足か腹に限定され、防御もしやすくなる。

　馬の衝しよう撃げき力りよくを攻撃に加えることもでき、危機になればすばやく間合いを取ることもできる。騎兵と歩兵には、それほどの違いがある。

　だが、それは常識的な戦いの場合だ。

　超振動クリスタルの生うみ出だす見えない鎧に守られたミリムは、いともたやすくアンネロッテの攻撃をはじき返し、突進しては、猛もう烈れつな威力の攻撃を繰り出してくる。

　高速振しん動どうする魔法の剣を真っ向から受けることはこれまた死を意味するため、どうしてもアンネロッテはその衝しよ撃うげきをそらすように防御せざるを得ない。結果、攻撃する方向がわかっていたとしても、ガードの上から押しつぶすがごときミリムの猛もう攻こうに耐える格好になる。

（この力がもし、女王軍のすべてに行いき渡わたることがあれば）

　背筋がぞくり、とした。

　だが、ミリムとても無敵ではない。

「ふぁっ……やあっ……だ、だめえっ……おまたが、あついよぉっ……！」

　両胸と股間に取り付けられた超振動クリスタルの振動は、指向性を与えられて武器と鎧表面に展開されているものの、その一部はミリムの体に振動を送り、それが動きを阻そ害がいする。

　その隙に、アンネロッテは体勢を立て直して反撃を加え、一方的な展開になるのを阻そ止ししていた。

（やはり、あの水晶が、甲冑の力の源か）

　アンネロッテの判断は早く、行動はさらに早かった。

「戻れ、アンブロシウス！」

　愛馬の巨きよ体たいが虚空に消え、紫むらさきの髪をなびかせて、騎き士し姫ひめの肢し体たいが宙に舞う。

「!!」

　戦いに不慣れなミリムは、突とつ然ぜん縦の動きを加えたアンネロッテの機動についていくことができなかった。

「ひゃあああ！」

　目を回すいとまも与えず、悲鳴をあげる戦いく乙さお女とめの眼前、吐息がかかるほどの距きよ離りに、アンネロッテは宙返りで降り立った。

「これで！」

　撥はね上あげる、きらめく白はく刃じん。

　下段からまるで天をも貫つらぬくかのように、アンネロッテの刃が超振動フィールドを切きり裂さき、ミリムの幼い乳房を狙う。

「きゃあああっ！」

　布地が破れ、金きん属ぞく片へんが宙を舞う。

　だが。

「浅かったか！」

　その一撃は、乳ち首くびに当たるクリスタルを狙ったものだったが、意に反して、ミリムの腹を覆おおう布地と甲冑の一部を切り裂いたにとどまった。

　だが、衝撃でミリムの小さな体は大きく泳ぐ。

　無理もない。甲冑の重さはなきにひとしく、ミリムの肢体ときたら小鳥のように細く未成熟なのだ。鍛きたえ抜ぬかれたアンネロッテの一撃を受けて、立ち続けられるはずもない。

「もらった！」

「だめえ！」

　再度、股間のクリスタルを狙って、アンネロッテの太くて長い槍が突き出される。

　しかし、ミリムは無意識のうちに振動波を下方に収束させ、その反作用で体勢を立て直し、槍の穂ほ先さきにみずから剣ごとぶつかっていくことで、これをはじき返した。

「!!」

　予想外の動きだった。

　あの時の戦いより、あきらかに少女は強くなっている。

　鎧が調整された結果なのか、それとも。

　アッパースイング気味に繰り出されたミリムの反撃。槍でしのごうとするアンネロッテだが、衝しよ撃うげ波きはで槍がそらされ、肩から胸にかけての装甲が吹ふき飛とび、上乳があらわに、頬ほおから血がしぶく。

（血…………ッ!?）

　そう、赤い血だ。

　高貴な、流されることを許されぬ騎士の血。

　その血を今、庶しよ民みん、それもこんな子供が大地に流させている。

　こんな子供に、私が救ってやろうというのに、いったい何のつもりで。

　身勝手な怒りが、アンネロッテの内からこみあげてくる。

（そうだ、殺せ。それがお前の本音だ。立ちふさがるものすべてをその剣で討うち滅ほろぼし、従うものに平安を与えろ。あらゆる王の通ってきた、それは正しい道だ────！）

　内なる声が沸わき上あがる。

　アンネロッテの全身を、漆黒のオーラが包む。

　それでも。

　ぬぐった手のひらに残る、ユイットのぬくもりまで、アンネロッテが忘れてしまったわけではない。

「否いや！　断じて否だ！」

　だから、騎士姫はそのような内なる声に負けたりはしなかった。

（私は身勝手であろう、愚かであろう。だが、だからこそ）

　そうであればこそ、そのような自分を許してくれる、生かしてくれる世界に対して気高く、そして優しくありたい。自分を生かしてくれたように、他者もまた生かしたい。

　それがアンネロッテの、いつわらざる願いであった。

「だからミリム！　私はお前を救ってみせる！　かならず！」

　太陽を後ろに、白銀の鎧をきらめかせ、アンネロッテは高らかに剣を掲かかげた。

　その背に反射した陽光が、あたかも純白の翼つばさのように輝いて見えた。
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（────なぜじゃ）

　はるか遠方より観戦するユーミルは首をかしげた。

　アンネロッテは確かに、ミリムに対して互ご角かくに戦いを進めている。

　だが、その肉体はあくまで生身。鉄てつ壁ぺきの守りを持つミリムと比ひ較かくした時に、疲労がより致ち命めい的てきとなるのはアンネロッテのほうだ。

　たしかに振動波はミリムにも負担をかける。だが、それは異常なまでに頑がん丈じようなどじっ娘こであるミリムの戦力を損そこなうほどではない。

　振動波に耐えられる頑がん健けんさ、それを求めて何千という候補の中から選び出した少女。その肉体の頑健さは、ミリム自身気づいてはいないだろうが、超ちよ人うじんの領域にある。

　とすれば、アンネロッテの勝機はただひとつ、速そつ攻こうにある。

　ミリムの防御が追いつかぬほど、反撃が間に合わぬほどの速度と威力を一いつ瞬しゆんに集中させ、その勢いで食い破る他にない。事実、先の戦いではアンネロッテはそうしようとした。

（なればこそ、それを警けい戒かいしての“〝保険”〟であったが）

　だが、今回の戦いで騎士姫は持久戦を選んだ。それが不利であることは、彼女もわかっていよう。

「まあ、よい────」

　いずれに転んでも、ユーミルに負けはない。そのために保険を二重三重にも掛かけているのだから。

　そう考えて、ドワーフ娘はふたたび、己おのれの生み出した研究成果のはたらきぶりの観察に没ぼつ頭とうし始めた。
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「やはり────！」

　幾いく合ごうとなく刃を交えた末に、アンネロッテはみずからの中で疑念が確信に変わっていくのを感じていた。

（この娘────！）

　強くなっている。

　剣を手首で返す速度が、体重を乗せて切り返す精度が、振動波を操あやつって太刀をそらす技量が。

　戦いの中で、一いち撃げき一いち撃げき、そのたびに、技量を増しているのだ。

　萌ほう芽がは、確かにあった。

　幾いく度どとなくアンネロッテの攻撃は振しん動どう波はの壁かべを越こえたが、一度たりとも致ちめ命いし傷ようになったことはない。

　それは、アンネロッテの未熟さの故ゆえではない。ミリムが、強いのだ。

（天てん賦ぷの才とでも言うのか……）

　戦いは人を強くする。百度の稽けい古ことて、一度の実戦に勝まさるものではない。刃の下で命のやりとりをするということが、人の精神におよぼす影えい響きようははかりしれない。

　そうであっても、ミリムという少女の強さは異常だった。

　おそらく当人は無む我が夢むち中ゆうであろう。

　だが、アンネロッテへと繰り出される攻撃は、さらに正確さを増していく。もう少し鋭するどく、もう少し強くなれば、振動波などなくても、十分に致命的な剣けん技ぎと呼べるだろう。それほどの太た刀ち筋すじであった。

「なぜ、そうまでして戦う！」

　裂れつ帛ぱくの気合を込めて、アンネロッテが剣を振ふり下おろす。

「守りたい、ものがあるから！」

　ミリムの剣が、つばもとでしっかと刃やいばを受け止める。

「弟や妹たちの暮らしを守るには、こうするしかないんです！」

　受け止めた剣を振動波ではじき、ミリムがさらに踏み込む。

　暴風のごとき、その一撃。

「その苦境をもたらしたのが、他ならぬ女王であってもか！」

　剣を槍に変え、巻き込むような円運動で、アンネロッテは斬撃を押さえ込む。ふたりの唇くちびるがくっつきそうなほどに、相そう互ごの体がもつれ合い、絡からみ合あう。

　吐息が、荒あらく、そして甘い。

「それでも……ううん、そうだから、戦わないと、みんながどうなるかわからないから、だから！」

　顔を真っ赤にし、内うち股またになりながらも、振動波を全開にして、ミリムはアンネロッテの踏み込みに抗こうしてみせる。

「ふ……ぁっ……！　だからと言って、君のような娘が……こんなこと、する必要はっ……」

　つばぜり合いになった剣を通して、アンネロッテの体にも微び細さいな振動波が送り込まれてくる。その波は、乳首に、脇わき腹ばらに、そして股間に、消えない甘いうずきを刻み込む。

「あたしがっ……戦わなかったら……弟や妹たちがどうなるか……っ……きゅっ……」

　それはミリムも同じだ。

　ふたりの上気した頬がふれあい、太ももが絡み合い、さらなる振動の共鳴が、お互いの敏びん感かんな場所に快感のパルスを送り込む。

「でもっ……こ、こんなっ、ことっ、ふあああっ、続けられないでしょっ、んっ、くあああっ」

「ら、らめえっ、言わないでえっ、はずかしいよおっ」

「だってっ……こ、これっ……そのっ……すごい……わっ……」

　風が皮ひ膚ふに触ふれるだけで、意識が飛びそうになる。

「ひゃんっ……！」

　ふらり、と愛らしい声を上げて、膝ひざをついたのはアンネロッテだった。

「!!」

　その隙を見み逃のがすミリムではない。半ば無意識に、剣をアンネロッテの頭上めがけて振り下ろす。

「くっ！　ミリム！」

　間かん一いつ髪ぱつ、アンネロッテはその一撃を槍で受け止めた。

　だが、膝立ちの姿勢で、ミリムの剣を両手で必死に食い止める姿勢になってしまった以上、もはや大勢は決したと言えた。

（この状況から挽ばん回かいしようとすれば……！　この娘を殺す他にない────！）

　まさにその時である。

「お兄ちゃあん！　ミリム！」

　戦場を真一文字に切り裂いて、突入してくる二頭の馬があった。

　馬の前には誰あろう、錬金鋼人ヴァンテが立ち、立ちふさがる敵兵をなぎ倒している。

　そして鞍あん上じようには息を切らしたユイットと、小さな子供たちをともない、馬上からの巧たくみな銃じゆ撃うげきを繰くり返かえすソニアの姿。

「え……うそ、あの子たち……!?」

　だが、ミリムが何よりも驚おどろいたのは、もう会えないだろうと覚かく悟ごしていた、弟と妹の姿が、馬上にあったことだった。

　じわり、と涙なみだがあふれ、ぺたん、と尻餅をつく。

「もしかして……連れてきてくれたん、ですか？」

　人ひと質じちに取った、という様子には見えなかった。弟妹たちは、口々にミリムに戦いをやめるように叫んでいたからだ。

「ああ」

　アンネロッテは照れ笑いをした。

「ユイットが……義妹が人をやって、キミの家族のことを調べてくれてな。キミの家族が困こん窮きゆうしているから、女王軍に身を投じたのだ、と聞いた。それで、ソニアにあの子たちを連れてきてくれるように頼たのんだんだ」

　甘いしびれがとれないままではあったが、気きじ丈ようにほほえんで、アンネロッテは立ち上がり、座すわり込こんだミリムに右手を差し出した。

「来て欲しい、ミリム。あなたは、女王軍には似合わない人だ」

「アンネロッテ……様」

　ミリムは、これほどまでに自分のことを案じてくれるこの騎士に、限りない感謝の念を覚えた。

　人は、誰かのために無むし償ようで何かをすることはない、と思っていた。それは、ミリム自身についても、そうだ。

　それなのにこの人は、自分を殺そうとした相手のために、ここまでのことをしてくれる。

　それはミリムが都で見たあの拝金主義の世界と、正反対の関係にあるものだ。

　そう思うと、素す直なおに手を差し出すことに、もう迷いはなかった。
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「ええい！　あやつ、まさか裏切るつもりか!?」

　予想だにしていなかった事態に、ユーミルは激高し、床しよ机うぎをたたき壊してしまった。

　ユーミルには、別に家族を人質に取ろうという発想はなかった。素直に自分に従っている限りは給金も払はらうし、それで何の不満があろう、と本当に想おもっていた。

　だが、あの力が叛乱軍に渡る、となれば話は別である。

「こうなればやむを得ぬ！　あれを使ってでも、アンネロッテを止める！」

　実験体としてのミリムは惜おしかったが、使い物にならぬとなれば、せめて敵に渡さず、“〝有効活用”〟するしかあるまい。

　鋼鉄参謀の決断は早く、そして非情だった。
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「やばい、姉貴、離はなれろ！」

　ソニアが警告を発したのと、突とつ如じよとしてミリムが伸ばした手とは逆の左手で剣を握にぎり、袈け裟さ懸がけに斬きりつけたのは同時だった。

「くっ！　ミリム!?」

　右胸を切りつけられ、アンネロッテのやわらかで形のよい乳房があらわになった。

「あ、アンネロッテさま……っ……か、からだがっ……勝手にっ……！」

　苦しげなミリムの声とは裏腹に、その動きは異様なまでに精せい妙みようで、素す早ばやかった。

　大地を蹴けり、瞬しゆ時んじにアンネロッテへの間合いを詰つめる。

「がっ！」

　受け太た刀ちごと吹き飛ばされたアンネロッテが、両足を大きく開いた姿で、大地に転がる。その足の間に、彼かの女じよ自身の剣がつきたって、股間の布地をしたたかに破いた。

「させない！」

　とどめを刺そうとするミリムの両足のつけねに近い場所にある超ちよ振うし動んどうクリスタルに、ソニアがタイミングよく弾だん丸がんを撃ち込んだ。

　弾丸は振動力場を貫かん通つうすることこそなかったが、クリスタルに衝撃を与えることには成功し、ミリムの動きを止めることには成功した。

　そして、その衝撃は、撃ったソニア自身にも思いもよらない効果をおよぼした。

「ひゃあっっ！　な、何か出てくるっっ、出てくるよっ！」

　ずるっ、ずるるるるるっ！

“〝何か”〟が、ミリムの股間から噴出した。

　桃もも色いろの粘ねん液えきのようなそれは、意志をもっているかのように、ミリムの全身に見る間に絡みついた。

「ミリムッ！」

「は、離れて、アンネロッテさまっ……こ、これっ……だめっ、体がっ、あついよっ……！むぐうっ！」

　口の中にも粘液が侵入したかと思うと、ミリムは再び、猛烈な勢いで攻撃を行う。

　ガキッ！

　その攻撃を、ヴァンテの鋼鉄の腕が受け止めた。刀身が震ふるえて、装甲表面を削けずり取とる。

「接近戦はだめ、ヴァンテ！　距離を取って！」

「グォォオォォン！」

　ユイットの号令一下、錬金鋼人はミリムの腕を取ってすくい投げた。だが、地面にたたきつけられるはずの戦乙女は、振動波によって空中で体勢を立て直し、倒れさえしない。

「そ、そんな！　あんな振動を送り込んだら、ミリムちゃん壊れちゃうよ！」

　幼い軍師の懸け念ねんは的中した。

　ミリムはもはや、鎧の送り込む振動にされるがままになって、もだえ苦しんでいた。にもかかわらず、ミリムの体内から噴ふき出だしたあの粘液状の怪かい物ぶつは、彼女に戦いを強制しているのだ。

「ふあっっ……！　きゃうううううっっっ！　ら、りゃめえっ！　そんなに、されたら、だめ、なのおっ！　お、お願いです、アンネロッテさま、にげてえっ……」

「バカなことを言うな！」

　だが、アンネロッテに、逃とう亡ぼうの意志などかけらもなかった。

　当然である。このようなことでしっぽを巻くようなら、最初から叛乱など志したりはしない。

「私はお前を助ける！　絶対にだ！」

　そう叫さけび、アンネロッテは必死に、ヴァンテとともに繰り出される猛烈な攻撃を、はじき、いなし、そらし、受け止める。

「でも姉さん、このままじゃじり貧よ！　周りの敵を私たちが押さえ込んでるっていうのも、忘れないでね！」

　ソニアが叫んだ。叫びながらも、目と銃とは的確に敵兵を捉え続けている。おどろくべき集中力と技量だった。



    

  
    
      「わかっている！」

（このような時こそ、落ち着いて状じよう況きようを見るべきだ。発生している事象にはかならず因と果がある。師しし匠ようは、そう言っていたではないか）

　完全に防戦一方になったアンネロッテだが、それでも反撃の隙すきを狙い、全身の感覚器官をひたすらに太刀筋を読むことに集中させていた。

　だがどうする。操られているとはいえ、いや操られているからこそ、ミリムの攻撃はますます苛か烈れつさを増していく。それはとりもなおさず、装着者であるミリムへの負担を考えないからこその力だ。

「お兄ちゃん！　あのクリスタルを狙って！」

　ややあって、馬上のユイットが叫んだ。

　頼もしい声だ。ユイットとソニアに背中を任せている時ほど、アンネロッテが安心できるときはない。

「ユイット！　あれを停止させるのだな!?」

「ううん、それじゃあのネバネバは止められないよ！」

「では、どうする！」

「あれを暴走させるの！　さっき、ソニア姉様がやったのと同じ！　強い衝撃で、振動波をもっと強くすれば、あれを追い出せるかも……！」

「わかった！」

　こうしたときのアンネロッテの決断は、すさまじく早い。

　もちろん、献けん策さくするのはユイットなりソニアなり、義妹たちである。だが、判断し、決定し、そしてそれに向かって迷わず動ける能力は、騎士姫アンネロッテだけが持ち合わせた、生まれながらの指導者の素質とでもいうべきものであった。

　命のやりとりの中、何が正解かもわからぬ中で、正しいことを見いだし、そこに向かって走れる人間に、人はついていくのである。

　今が、まさにそうであった。

「ミリムっ！　今、助ける！」

　剣を手に、アンネロッテが駆かける。

　それはまさに、白銀の閃せん光こう。

　その凛り々りしさに、ミリムは思わず目を奪われた。

　だが、その感動とは関係なしに、今や彼女のものでなくなった彼女の肢体は、アンネロッテめがけて横よこ薙なぎに剣の一いち撃げきを繰り出す。

「させん！」

　アンネロッテもそれに剣をあわせる。

　火花が飛び散り、甲冑に照てり映はえて輝く。

　だが、次なる騎士姫の動きは、ミリムにも、そしてミリムの体を遠方から操る鋼鉄参謀にも、予想のつかぬものであった。

　受け止めた剣を、そのまま捨てたのだ。

　結果、アンネロッテの抵抗を予期して込めていたはずのミリムの力が無む駄だになり、体勢が大きく流れる。

　当然である。

　誰が真しん剣けん勝しよ負うぶの最中に、みずから得物を手放すと思うだろうか。

　そこを見逃すアンネロッテではない。

　後ろから戦乙女を羽は交がい締じめにすると、その幼い頭と羽は根ね兜かぶとを、みずからの胸の谷間に押しつけるや、右手をミリムの股間に、左手をその薄い胸に、それぞれ伸ばしたのである。

「なっ……なにをっ……ふあっ……」

「んんっ……ちょ、ちょっとだけ我慢してくれ、ミリム……」

　無論、その行こう為いはアンネロッテみずからにも少なからぬ危険を及およぼした。振動波だけではない。すでに粘液は、ミリムの股間ともつれ合うアンネロッテの股間にも、侵しん入にゆうの魔ま手しゆを伸ばしていたのである。

　もはやこうなった以上、引くもならず押すもならなかった。

「くぅぅうっ……わ、私の魔まり力よくを送り込んで、クリスタルを暴走っ、させっ……ふああっ……るっ……！」

　できるはずだ、という確信がアンネロッテにはあった。

　虚こ空くうから馬を呼び、剣を槍やりに変えるより、なによりも怒りのままに人を殺すより、人を助けることが難しいとは言わせない。

「れ、れもっ、そんなことしたら、アンネロッテさま、までっ」

「んっ、……君はそんなことを気にしなくていい。君の苦しみは、私の苦しみだからっ……」

　アンネロッテが小刻みに、繊せん細さいな指先でクリスタルを刺激するたび、お互いに伝わる振動波がますます強くなる。それとともに、体内に侵入した粘液もまた、まるで苦悶するかのようにぶるぶると震え、ふくらみ、さらなる粘液を吐はき出すのだった。

「で、でもっ、そんなことっ、ふああんっ、だめっ、ですっ……」

　ミリムの頭が胸の谷間を上下するたびに、羽は根ね兜かぶとに伝わった振動波が、アンネロッテの乳房を刺激する。兜からぴんと伸びた羽根飾りが、むき出しになった乳首をじらすように刺激する。

「ちからはっ、人をっ、傷つけるため、だけじゃ、ないはず、だっ……だからっ、私を信じてっ……大丈夫っ！」

　アンネロッテはさらに激しく、クリスタルを刺激した。振動波はさらに強くなっている。もう少し、もう少しのはずだ。

「ほらっ……私の温かさを感じて……ミリム！　ここにいる、ここにいるからっ！」

　布地の中に手を差し入れ、表側と裏側から、アンネロッテはクリスタルを撫なで、つまみ、さすった。

　ふたりの肌はだが紅潮し、汗あせが玉になって飛び散る。

　ボルテージが高まり、お互いがお互いを感じる。

　それは、無償のいたわりだ。

　人はただ、欲や得のためだけに生きているのではない。

　ひとりでは生きていられないから、誰かのぬくもりや体温が必要なのだ。そのことを、お互いの肌はだ身みが教えてくれる。

　その絆きずなは決して、悪あしき力や欲望などに負けたりはしない。

「ふあああっっ！　ミリムッ、ミリム！」

「アンネロッテさまあああああっっ！」

　ぷしゃああああっっ！

　振動が最高潮に達し、限界に達したクリスタルが機能を止めた。

　ぺたん、とふたりが力を失って大地にへたりこむ。

　同時に、ふたりの股間から、桃色の粘液が完全に噴き出す。

　そこを見逃すユイットではない。ヴァンテが油を撒くや否いなや、ソニアの焼しよ夷うい弾だんが火をつけ、粘液がじゅうじゅうと蒸発していく。

　周囲では、魔ま導どう兵へいたちが撤てつ退たいを始めていた。

　勝ちどきの中、けだるい安息に包まれて、アンネロッテはミリムを抱きしめて、まどろんでいた。

「……大丈夫か？　ミリム」

「はい」

　くたっ、と力を失ってはいたが、ミリムは確かに、アンネロッテの腕の中で息づいていた。その温かさを、アンネロッテは十分に味わっていた。

　ああ、自分は守れたのだ。今度こそ。

　よい夢が見れそうだ、と思った。



　　　　　＊　＊　＊



「ええい！　転進！　転進！　撤退にあらずじゃ！」

　ばんばん、と地じ団だん駄だを踏みながら、それでもわずかに残った冷静さで、ユーミルは部下たちに後退を命じた。勝敗が決まったのに、狂きよ信うし的んてきな自殺を遂とげる意味はない。

「あーら、いいざまね、鋼鉄参謀」

「誰じゃ！」

　振ふり向むくと、そこには白びや虎つこの鎧をまとったエリナが立っていた。怒りに身を震わせるユーミルとは対照的に、ひどく上じよ機うき嫌げんそうである。

「ご自じ慢まんの鎧も、結局あの有様とはね。お姉様からもらったメローナの分身まで使って、あたしならもう恥ずかしくて死んじゃうかも。ノーパンで都を歩くより、まだ恥ずかしいわねきっと」

「うううううう、うるさーい！　お主に言われとうないわ！」

　ユーミルはばんばん、と天幕の壁を叩たたいて地団駄を踏んだ。

 「そうそう、その顔が見たかったのよ。ねえねえ、どんな気持ち？　勝ったつもりがどん底に落とされるのってどんな気持ち？」

　ほほほほほ、と高笑いをして、エリナははるか彼方かなたの叛乱軍を見やった。

（見てなさいよ、アンネロッテ。あんたたちは、かならずあたしが八やつ裂ざきにしてあげるから）
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　戦いは、終わった。

　ユネスガルドに凱がい旋せんした解放軍を、人々は歓かん呼こして迎むかえた。

　この事実はまたたくまに大陸全土に広がった。

　弟妹たちをユネスガルドの神しん殿でんに預けたミリムが、アンネロッテを訪ねたのは、戦後処理も終わった、満月の夜であった。

「……一いつ緒しよに、戦うか？」

「はい」

　ミリムの目は、真剣だった。

「恩返しのつもりなら、気にしなくていいんだぞ」

「違います！」

　自分でも驚くほどに、ミリムは強気に物を言った。

「あたしだけ幸せになるんじゃ、ダメだと思うんです。あたしも、あたしもアンネロッテお姉様のお手伝いがしたいんです。この大陸のみんな、あたしと同じような立場の人を、あたしも助けたい」

「……わかった」

　その肩に、ぽん、とアンネロッテは優やさしく手を置いた。その後ろでは、満月がきらきらと輝いている。

「厳しい、道になるぞ」

「はい、アンネロッテお姉様！」

　こうしてミリムは、アンネロッテと義姉妹の契ちぎりを結んだ。

　この戦いの勝利は、ささいな勝利に過ぎない。

　一度の敗北で覆ってしまうであろう、そんな小さな勝利だ。

　果たして、アンネロッテと妹たちは、この先、強大な女王軍に勝利することはできるのだろうか。

　それは、戦ってみなければわからない。



    

  
    
      　けれど、わかっていることがある。

　この絆は決して消えはしないだろうということ。

　そして、勝利を信じる限り、きっと明日は来るのだ、ということ────。
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　そう、朝は必ずやってくる。

　どれほど長い道のりでも、旅のゴールがいつか訪れるように。

　朝のおとずれを告げるニワトリの鳴き声とともに、ユネスガルドの城門が開き、歓呼に送られて叛乱軍はふたたび出立する。

「行こう！　自由を勝ち取るその日まで！」

　アンネロッテが高く、高く旗を掲げる。

　その側には美しく、そして強い義妹たちの姿。

　長かった雨が終わり、雲間から覗のぞく太陽は、彼女たちを祝福するように輝いていた────。

クイーンズブレイド　リベリオン　１．気高き誓い　　了



    

  
    
      あとがき





　ええ、よんどころなくお目もじをいたします。小太刀右京と申します。縁あって本書の著者を務めさせていただきました。お買い上げいただいた方、ありがとうございます。お買い上げになろうかどうか迷っておられる方、まずはレジに運んでいただけると大変うれしく思います。

　さて、世の中にはあとがきから読む、という奇特な方もいらっしゃいますが、今後の内容については作品の内容に一部触れる可能性がございます。ネタバレを回避なさりたいかたは、本文から読み進められることを強くおすすめいたします。



　　　　　　　＊



『クイーンズブレイド』シリーズはその創刊の頃からまったく個人的なファンでありまして、お話をいただいた時は大変に嬉しく思いました。今回は顔見せということでごく限られたキャラクターしか出演しておりませんが、今後皆さんのご声援をいただいて続けられるようでありましたら、是非とも旧シリーズ・新シリーズの美闘士たちをどしどし登場させ、活躍させていきたいと思っております。よろしくお願いいたします。

　さて本書の内容について触れていきたいと思うのでありますが、当然のことながら本書は幻想文学であります。すなわち稲垣足穂やダンセイニ卿の夢想より端を発するハイ・ファンタジーであり、幻想という寓話を持って現代社会に一石を投じるべく描かれた英雄叙事詩……などということはまったくありません（笑）。気のせいです、落ち着いてください。

　どちらかといえば本書は健康な男性のファンタジーに属するべきものでありまして、全編これ、実にこうすばらしい甲冑に身を包んだ戦闘美少女と戦闘美女が組んずほぐれつし汗と肌をぶつかり合わせるという大変にわかりやすいナニでソレでございます。

　本作品には、深刻な苦悩や不確かな正義は出てまいりません。

　良い者は限りなく良く、悪漢は限りなく悪漢であり、ついでに言えばほとんど男が出てまいりません。ちゃんと数えたわけではありませんが、一番出番が多いのはおそらくクロイツ騎士団の名前のない騎士で、それにしてもトータルの出番が二十ページより多いということはなかろう、と思います。

　基本的には全編これ活劇につぐ活劇ということで、肩の力と頭のネジを外して、日常の面倒なことからひととき解放されて美闘士たちの活劇を楽しんでいただければ、著者としてはこれに勝る幸福はありません。

　本書で気に入っているキャラクターというとこれはもう全員、ということになるのですが、個人的にはユーミルです。なんとなく人生幸せそうなあたりがとくに（笑）。あのミリムの鎧を考えついてしまうあたり、数あるファンタジー世界でも随一の天才だと思います。悪魔的頭脳を持ってなるかのメルニボネ人でもあんなことは考えないでしょう。ドワーフ恐るべし。

　後はクローデットをもっと活躍させてあげたいのですが、立場上活躍させてしまうとアンネロッテがいなくなってしまうのでそうもなりません。残念です。



　　　　　　　＊



　本書の刊行にあたっては、様々な方のご協力をいただきました。

　原作スタッフの皆様、ホビージャパンの編集の皆様、絵師の方はもちろん、友人たち（特に対戦につきあってくれた友人たち）には感謝に堪えません。

　そして何より、本書がここにこうしてあるのは、読者の皆様のおかげです。ありがとうございます。

　願わくば、アンネロッテと義妹たちの冒険をこれからも書き継いでいきたいと願っておりますので、ご助力ご声援を賜われればと思います。

　

追伸

　ところで、『クイーンズブレイド』そのものとは直接の関係はありませんが、『ゲームジャパン』誌の『Ｄ＆Ｄ』リプレイにも出演させていただいております。『ゲームジャパン』誌にはもちろん本シリーズの記事も併せて掲載されておりますので、両方とも楽しんでいただけると大変嬉しく思います。

二〇〇九年　五月吉日

筆者



    

  
    
      本書は対戦型ビジュアルブック「クイーンズブレイド リべリオン」（発行：‥ホビージャパン）の設定に基づく、オリジナル小説です。



    

  
    
      ◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆

〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8

ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

小太刀右京 先生／さんば挿 先生
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